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エルフの森編　第八・五話






「宏ひろし君、応答して！　宏君！」

　宏達がイビルエントと交戦を開始したちょうどその頃、春はる菜なは早足で通路を進みながら、必死になってパーティチャットに呼びかけていた。

　だが、宏からはまったく反応がない。ボス戦ゆえに反応する余裕がないだけ。そう思いたいが、万が一という懸念がどうしても頭の隅から離れない。

『澪みお、ヒロの気配はまだ健在か!?』

『今のところは弱ってる様子も、場所を移ってる様子もない……』

『そうか。なら、少なくともまだ生きてはいる、って事だな』

　澪の報告を聞き、自身と春菜の心をなだめるように呟つぶやく達たつ也や。

　宏の事だからそう簡単に死なないとは思っているが、ダンジョンボス相手に実質一人で戦闘となると、さすがにまったく楽観はできない。

「とにかく、急がないと！」

「そうだな！　瘴しょう気きはどっちの方が濃い!?」

「こっち！」

　焦ったところで状況は好転しないが、のんびり構える余裕もない。

　できるだけ冷静に、かつ少しでも効率的に。そう心に言い聞かせながら、今までどおり瘴気が濃くなっている方向へ足を進めていく。

「こんな事になるんだったら、私ももっと感知系のスキル鍛えておけばよかった……」

「まだ、このレベルの瘴気を区別できるだけマシだ。俺だと、もうとっくに濃さの違いなんて分からなくなってるんだぞ……」

　策敵能力を宏や澪に依存しきっていた事を後悔する春菜に、渋い顔で達也が応じる。実際のところ、春菜で足りないのであれば、達也と真ま琴ことは論外という評価でもまだ高いくらいだ。

　春菜は普通の環境における単純な気配察知なら半径五百メートルぐらい、ダンジョン内でも半径百メートル以内は視界のよしあしに関係なく普通に探知できる。ある程度隠密能力が高い相手にはまったく通用しないとはいえ、普段ならそれだけの探知能力があれば十分スカウト役をこなせる。今回の状況が例外なのだ。

　だが、結果として盗賊系スキルの腕が低くて困っている以上、現状が例外かどうかなど一切関係ない。

「っ！　達也さん、前!!」

「ちっ！　グランドナパーム！」

　行く先をふさごうと太い蔦つたが壁を作ろうとする。それを阻止するために、達也がいくつかの詠唱を省いて強引にグランドナパームの魔法を発動する。

　威力は若干落ちるが、どれほど早口でもフルに詠唱できるような時間はない。相手の耐火能力が余程高くない限り、多少威力が落ちてもぶち抜けるはず。一種の賭けではあるが、これでどうにもならないならどうせ手段はない。

　そう割り切ったその一撃は、結果として賭けに勝った。

　範囲こそフルスペックの時よりかなり落ちるものの、その熱量にはさほど影響がない。まだ壁として完成せず、耐火能力の向上までいたらなかった蔦を焼き払うぐらい、この威力で十分どころか、むしろ過剰なぐらいであった。

　実はグランドナパームの場合、詠唱を短縮すると、威力よりむしろ効果範囲の方が大きく落ちる。

　達也の技量で放てば本来、高さ五メートル、幅十メートル、長さ五十メートルほどの範囲を焼き払う事ができる魔法なのだが、詠唱を短縮すると長さが三十メートルほどに落ち、幅も高さも半分ぐらいになってしまうのだ。

　普段なら場合によっては困る事になるが、今回は所しょ詮せん狭いダンジョン。人間二人が通り抜けられるだけの穴が開けば十分なので、幅と高さが半分になってもまったく問題ない。長さにいたっては、そもそも壁の厚みが十メートルもないのだからまだまだ余裕がある。

　達也のとっさの選択は、今回は最適解を引き当てたようだ。

「よし！　もう一度ふさがれる前に、さっさとここを抜けるぞ！」

「うん！」

　グランドナパームで開けた大穴をくぐり、瘴気をたどっていく二人。

　先ほどからの状況を考えると、ここから先の妨害はもっと激しくなるだろう。そう考えると、このぐらいの妨害でまごまごしている余裕は一切ない。

「……やられた！　また無限ループ！」

「ちっ！　味な真似をしてくれるな！」

　どうやら、通路をふさごうとするのはブラフだったらしい。本命と思わしき無限ループに、見事に誘いこまれる春菜と達也。

「まいったな。どうやって抜ける？」

「ちょっと待って。少し気になる事があるから、もう一度ループしてみよう」

「了解」

　春菜の提案に従い、ループするまで歩を進める。一瞬空気が変わり、自分達の位置が捻ねじ曲げられそうになる、その瞬間、

「そこ！」

　春菜が魔力を纏まとったレイピアを、空間のゆがみに全力で突き刺す。レイピアがゆがみに飲み込まれると、空間がねじれ砕け散り、先ほどまでとは違う方向に道がつながる。

「落ち着いて見てれば、不自然なつなぎ目ぐらいは見えるよ」

「……すげえな、おい」

「これ以上こんな事に手間取ってられないもん」

　宏のピンチに、今まで微妙に無駄にしていた気配がある春菜のポテンシャルが、最大限に生かされ始める。その様子に、思わず呆あきれと感心の声を漏らす達也。

　焦りが頂点を超えると一周回って冷静になる、なんて事は珍しくないが、同じ冷静になるのであれば、最初から冷静に行動してほしかったものである。

「このまままっすぐ行けば、瘴気が一段濃くなってる」

「了解。モンスターは？」

「今のところ大丈夫」

　どうやら、無限ループが時間稼ぎにもならないとは思ってもいなかったらしい。

　特に新たな妨害があるでもなく、新たな道を進む事ができる。

「……水の流れる音が聞こえる」

　五分ほど道なりに進み、あまりに何もない事に警戒を深めたあたりで、黙っていた春菜がぽつりと呟く。

「川、か？」

「ただの川だといいけど、どうだろうね」

「毒の川とかは勘弁してほしいな」

「渡れないほど深くて流れが速いのも、ね」

　悪いほうの予想を口にしながら、それでも前に進み続ける春菜と達也。今更引き返す選択肢などなく、かといって分岐があるわけでもない。

　どんな条件であろうと、どうにか突破するしかないのだ。

　そのまま進むこと数分。達也の耳にもはっきり水の音が聞こえてくる。

「なかなか激しい音だな。こいつはやばいかもしれん」

「達也さん、浮遊とか飛行とか、その類たぐいの魔法はある？」

「一応はな。もっとも、あまり使う魔法じゃねえから、そんなに鍛えちゃいないが」

「あるなら、それで突破する前提で」

「了解」

　春菜の言葉に頷うなずき、滅多に使わぬ飛行魔法を準備する達也。

　正直な話、余程巨大な生き物を相手にするのでもなければ、魔力を常時消費してまで魔法使いが飛ぶメリットはほとんどない。

　移動手段としても、飛行モンスターは陸上のものより強くなる傾向があり、普通に陸を歩いたほうが安全な事が多いため、一部の趣味人を除いて、あまり使いこなしている人間がいない魔法である。

　ただし、空を飛べるという事はかなりの魅力を伴うため、覚えるだけならかなりの人間が覚えており、とりあえず飛べる、という人間はかなり多いのだが。

「達也さん！」

「やっぱりか！」

　音で事前に予測したとおり、二人の行く手を阻んだのは、幅十メートルほどの深い渓谷であった。

　いくら身体能力が上がっていても、特別なスキルなしではまず間違いなく飛び越える事などできない川幅。落ちたとしても着地できる手段はあるが、その代わり上がってくるのは至難のわざであろう深さと流れの速さ。その要素を踏まえると、選択肢は一つしかない。

「達也さん、飛ぼう！」

「おう！　どっちから行く!?」

「奇襲に備える必要があるから、まず私が行くよ。達也さんは何か飛んできたら迎撃して！」

「了解！」

　二人同時に飛べば、どうしても対処が難しくなる。一瞬でそこまで考え、阿あ吽うんの呼吸で役割分担を決める。そのまま無駄口を叩たたかず、一気に加速して崖がけのそばまで駆け抜ける春菜。

「フライト！」

　崖を蹴けって飛び上がると同時に、飛行魔法を発動。地面を走って稼いだスピードをもって一気に飛び越える。

「マジックブリット！」

　下から飛び出して春菜を撃墜しようとした何かを、達也の無属性初級攻撃魔法が撃ち落とす。

　スピード的に、二回目の攻撃は間に合わなかったらしい。春菜が無事に向こう岸に着地する。

　そのまま春菜が迎撃準備に入ったのを確認すると、同じように全速力で助走して目一杯加速し、飛行魔法を発動して一気に渡る達也。やはり迎撃しようと飛び出してきた何かを、春菜が斬撃を飛ばして斬きり捨てる。

「思ったより妨害がシンプルで助かったよね」

「迎撃のタイミングがシビアで、少しばかり肝は冷えたがな」

　崖崩れのような罠わなのおかわりを恐れ、その場を足早に立ち去りながら、正直な感想を囁ささやき合う春菜と達也。一歩間違えれば致命的な状況ではあったが、水面までの距離があったおかげで、対処自体はそれほど難しくなかったらしい。

　そんな事を馬鹿正直に言ったのが悪かったか、ジェットコースターのように新たな妨害が始まる。

「達也さん、モンスター接近中！　多分、ジャイアントホーネットが三匹！」

「さっきからちっと魔力を消耗気味だから、任せていいか？」

「了解！」

　人間よりでかいスズメバチに特に怯ひるむでもなく、あっさり役割分担を決める達也と春菜。

　実際、この程度のモンスターが三匹やそこら飛んできたところで、二人の足を止める事など不可能。それ以前に、ワイバーンレザーアーマーをぶち抜いてダメージを与える事すらできないだろう。

　それでもわざわざ倒しておくのは単純に道幅の問題で、通り抜けるのに邪魔だから、ただそれだけの理由である。

「邪魔！」

　案の定、春菜の通常攻撃で一瞬にして斬り捨てられ、残ざん骸がいをさらすジャイアントホーネット。外にいる普通のジャイアントホーネットよりタフなはずなのに、スキルすら使ってもらえずに一撃で仕留められるあたり、実に哀れである。

　しかも、ダンジョン進入当初と違って、今の春菜は焦ってはいるが頭に血が上っているわけではないため、スタミナを無駄に消耗させる事すらできていない。

　時間がないため素材を剥はいでもらう事すらない、完全な無駄死にである。

「まだ来るね。多分ジャイアントビートルが四匹とジャイアントスパイダーが三、ジャイアントエイフィッドが三十ぐらい。蜘く蛛もはともかく、ビートルはちょっと一撃では厳しいかも。あと、アブラムシは数が多いから、ちょっと手間がかかりすぎると思う」

「そうだな。ファイアーボールで焼き払うか。焼け残るかもしれないから、増幅系の魔法があったらくれ。一番安いやつでいい」

「了解」

　達也の要請に応じ、初級の増幅魔法であるリトルエンハンスマジックを発動させる春菜。

　熟練度最大で三割程度の威力強化が可能ながら、魔法を一回使えば効果が切れ、またリトルエンハンスマジックは発動から最長でも五秒以内に補助を受けた人間が魔法を発動させないと効果を発揮しないため、ソロで使うには少々使い勝手が悪いスキルである。

　詠唱時間が熟練度最大でも三秒弱とやや長めで、緊急時には間に合わないのもソロで使い勝手が悪い理由の一つだろう。

　そのため、主な使い方は今回のように範囲攻撃魔法を使う味方にかけて、やや足りない火力を補ったり、集団回復魔法の効力を引き上げてヒーラーの負担を減らしたりという形になってくる。

　使い勝手に少々難がある代わり、コストパフォーマンスは大変優れている魔法なので、効率よく経験値稼ぎをしたい時やマジックユーザーの魔力がカツカツな時には、大変お世話になるのだ。

　ゲーム時代は効率厨というわけではなかった春菜だが、それでもパーティでの支援にはかなり便利な魔法だったため、この上位魔法も含めて全て熟練度最大まで鍛え上げている。というより、必然的に最大にまで育っている。

　そんな便利な魔法が使えるのであれば先の対バルド戦や中ボスの巨大マンイーター戦で使っておけば、もう少し苦労は少なかったのではないか、というのは当然の疑問であろう。

　だが、対バルド戦ではそもそも達也の魔法を単発で強化してもぶち抜けたかどうかが怪しく、結果として歌っているほうが効果が大きかった。

　そして、それ以外の時はオキサイドサークル一発でケリがつく事が多かったため、こちらに飛ばされる前にすでに二カ月ほどのブランクがあった事も手伝って、達也に頼まれるまで大技の前に増幅魔法というセオリーを完全に忘れていた。

　達也の方もこちらに飛ばされてからはオキサイドサークルに頼りきりで、それ以外の状況でもここまで魔力の管理がシビアになった事がなかったため、この当然といえる方法をすっかり忘れていたのだ。

　このあたりが、いわゆる廃人とそれ以外を分ける壁であろう。

「燃えつきやがれ！」

　春菜から増幅魔法が飛んできた事を確認し、即座にファイアーボールを発動させる達也。

　所詮最下級の範囲攻撃魔法だが、間に合わせをちょっと改造した程度とはいえ宏の作った魔法の杖つえを持ち、自身も上級に足をかける程度には魔法攻撃を持ち合わせているのだ。

　増幅魔法で三割も威力が上がれば、今の春菜の通常攻撃でしとめられる程度の生命力しかない連中を焼き尽くすぐらいは造作もない。

　もっとも、残念な事にファイアーボールで確実に焼きつくせるか、と問われれば、絶対とは言い難いのだが。

「さて、サクサク行くか」

　何事もなかったかのように、モンスターの残骸を踏み越えて進んでいく二人。

　もはや、ボス部屋らしい瘴気の位置が春菜にも把握できる距離に近づいているのだ。雑魚にかまっている余裕はない。

　さらにいうと、増幅魔法なんていう初歩的なセオリーを忘れていた事については、今更反省しても時間の無駄なので考えない事にする。

「春菜、二人の気配は分からないのか!?」

「ボス部屋の位置は分かるんだけど、人間の気配まではちょっと……」

「そうか……」

　達也の問いかけに、悔しそうにそう答える春菜。だが、分からない、ではまずい。

『澪ちゃん、宏君とアルチェムさんの気配はまだ、健在!?』

『まだ大丈夫！　春はる姉ねえ、こっちはまた遠回りさせられてるから、二人の事お願い！』

『分かってる！』

　どうやら、真琴達との合流は厳しいらしい。

　最悪、二人でボス戦に介入する事も覚悟しながら急ぐ春菜と達也。

「次はどっちだ!?」

「こっち！」

　これ以上は大した妨害はないだろう。そう信じて一気に駆け抜ける春菜。

　最悪無茶をする覚悟を固める達也。

　運命の時は、刻一刻と迫るのであった。




　　　　☆




「達也さん、これ！」

「間違いなく、ヒロ達がいた跡だな」

　宏が腹を貫かれていたちょうどその頃、達也と春菜はついに宏達がいたであろう痕こん跡せきを発見した。

　宏とイビルエントが交戦を開始してから一時間が経過しており、メンバーの焦りと苛いら立だちはピークに達している。

　澪の探知で二人ともまだ健在である事が分かっているのは救いではあるが、相手はボスだ。いつどんな事故が起こるか分かったものではない。

「俺でも瘴気が分かるぐらいだ。あいつらの居場所は近いぞ！」

「うん！」

　ようやく、ようやく見つけた道。

　ここまで来たら、多少拙速でも一気にボス部屋になだれ込んだほうがいい。

　いくつかのトラップやモンスターの集団を強引に突破したため、二人ともそこかしこにダメージは残っている。魔力もいい加減微妙なラインで、中毒が怖い程度にはポーション類も飲んでいる。

　本来なら多少でも休憩して態勢を整え直すべきなのだろうが、それをできるだけの心の余裕は残っていない。

　それに、一時間経過してまだ宏とアルチェムが健在だという事は、状況が完全に膠こう着ちゃくしているという事だ。であれば、自分達が割り込めば流れをいいほうに手繰り寄せる事ができるかもしれない。

　魔力が半減しているという不安要素はあるが、それでも取り巻き程度なら始末できるだけの火力は維持している。

　あとはやり方次第だろう。

「遠ざかってるのがこっちだから、ボス部屋はこっちだな！」

「急ごう！」

　逸はやる気を抑えるそぶりすら見せず、宏がぶち抜いたであろう壁の穴から一直線にボス部屋に突っ込んでいこうとする二人。

　この時、周囲の観察がおろそかになっていたため、いつもなら気がついていたであろうそれの存在を見事に見落としていた。

「チェムちゃんみ～つけた！」

「ひゃんっ!?」

　その結果、緊張感を根こそぎ奪い取るような萌もえ系アニメの少女キャラのような声の謎生物に、あっさりと不意打ちを許してしまう結果になった。

「な、何!?」

「チェムちゃんふかふか～」

「チェムちゃん細～い」

「チェムちゃんプニプニ～」

　最初の一匹からの不意打ちを許した次の瞬間、どこから湧いて出たのかさらに二匹のそれが春菜の胸と腰にしがみつく。

「春菜。そういうのは、アルチェムの専売特許だと思ってたんだが……」

「そんなどうでもいいコメントしてないで助けて～！」

　タコのような足であちらこちらを撫なでまわされ、その何とも言えない感覚にもだえながらＳＯＳを発する春菜。

　先ほどまでのシリアスな空気は、もはやどこにも存在していない。

「チェムってのがアルチェムの事だったら、そいつは別人だぞ？」
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「チェムちゃん違う？」

「チェムちゃんじゃない～」

「でもチェムちゃんの匂においする～」

「金髪～。胸おっきい～。チェムちゃんに似てる～」

「チェムちゃんどこ～？」

　何とも気が抜ける台詞を吐きながら春菜を解放し、ふよふよとあたりを飛び回りながらアルチェムを探し始めるその謎生物。

　それは、何とも評価が難しい外見をしていた。言うなれば、タコの萌え擬人化を中途半端に行った結果、という表現が一番分かりやすい感じである。

　簡単に見た目を説明するなら、デフォルメされた女の子を頭部だけにし、髪の毛の先をタコの足のような形状にして、グロテスクにならないように調整をかけた姿と言えば理解できるだろうか。

　このまま携帯ストラップなんかにしても問題なさそうな、マスコットキャラ的な見た目である。

　普通に考えれば海辺の生き物に見えるが、どういう原理か普通に空を飛び、何事もなかったかのように空間転移を行っているところを見れば、別段生息域がどこであろうと特に困る事なく生きていけそうな気はする。

「まあ、確かに春菜はアルチェムに似てるが、いろいろ違う点があるぞ」

「そうだよね。そもそも根本的に種族が違うし、私の髪はストレートだけどアルチェムさんはちょっとウェーブがかかってるし」

「春菜は目が青いが、アルチェムは緑だ。それに、声は春菜の方が色気があるし、何より」

「背と胸はあっちの方が大きい」

　達也と春菜が、二人の相違点を次々と指摘していく。

　その言葉に、ないはずの首をかしげていた謎生物達が、確かめるように春菜の胸部に群がった。

「ふにふに～」

「ぷにぷに～」

「でもちょっと小さい～」

「うん、小さい～」

　さんざんこねまわして納得したところで、春菜を解放する謎生物一同。

　もみくちゃにされて息を乱しながらも、小さいという評価に新鮮なものを感じてしまう春菜。

　この状況でそこに食いつくあたり、今更ながらやはり彼女もところどころ残念な性格をしている。

「で、話を戻すとして、だ」

「話～？」

「なになに～？」

「結局、お前さん達は何なんだ？」

　さっくり知りたい事を切り出す達也。

　こいつらのペースに飲まれて一瞬状況を忘れていたが、本来あまりちんたらしている余裕はない。

　だが、この謎生物を放置しておくのもいろいろ怖いところがあるため、まずは正体を確認しておく事にする。

「何って～？」

「種族～？　種族～？」

「まあ、そんなところだ」

「私達はオクトガルなの～」

「アランウェン様のペット～」

　何とも言い難い返事を貰もらい、どうしたものかと悩む二人。

　特に敵意は感じられず、この状況で嘘をつく理由もないから真実なのだろうが、これをペットとして飼っているアランウェンの性格が、ますます残念な方向で疑わしくなってきた。

「何でここにいる？　あと、アルチェムとの関係は？」

「ダンジョンできた時に巻き込まれたの～」

「外に上う手まく転移できなくて、普通に生活してたの～」

「チェムちゃん巫み女こ～」

「巫女巫女～」

「ナース～？」

　とりあえず、最後の台詞以外は大体理解できる返事が返ってきた。

　そのあたりで、なんとなく今回のアランウェンの思惑も理解する。

「ようするに、アルチェムを連れていって、こいつらを回収してこいって事か」

「そんなとこだよね」

「チェムちゃんどこ～？」

「多分、この先にあるボスルームに居るはずだ」

　ボスルームと聞いて、不規則に上下運動をしていたオクトガル達がぴたりと止まる。

「ボス～？」

「瘴気瘴気～？」

「うん、瘴気の中心部。気配からいって、何か強いモンスターがいるはずなの」

　春菜の言葉にまた上下運動を始めると、踊るように何やら不可思議な動きをして、また最初と同じように並んで上下運動をするオクトガル達。

「イビルエント～」

「その場から動かない～」

「攻撃多彩～」

「仲間捕まってる～」

　またまたいろいろと情報をくれるオクトガル達。

　割と重要な情報の中に聞き捨てならないものが混ざっている事に気がつき、とりあえずそこを突っ込む事にする達也。

「仲間が捕まってるって、お前ら一体何匹いるんだよ？」

「捕まってるのを除いて～」

「これだけ～」

　その言葉と同時に、複数の部屋を埋めつくさんばかりの数のオクトガルが現れる。ざっと数えただけでも、間違いなく百匹はいるだろう。

「私達～」

「群体生物～」

「軟体生物～」

「一匹いれば三十匹～」

「意識は共有～」

「分離合体自由自在～」

　そんな事を言いながらぽんぽん分離合体を繰り返してみせるオクトガル達に、思わず絶句してしまう二人。

　何しろ、一番大きなもので、頭の大きさが五メートルぐらいあったのだ。

　しかも、スペースの都合でできないだけで、やろうと思えば城より大きくもなれると言っているのだから半端ではない。

「それができるんだったら、イビルエントぐらい倒せそうな気もするんだが？」

「無理無理～」

「場所狭い～」

「取り巻きいっぱい～」

「火力ない～」

　ゆるい空気と頭の悪そうな喋しゃべり方に流されそうになるのをこらえ、必死になって緊張感を維持しつつ重要な情報を拾い集めようとする達也と春菜。

　できるだけ細かく聞き出そうと四苦八苦し、とりあえずオクトガルの攻撃手段がタコの足で薙なぎ払うだけだという事を聞きだす。軟体動物の体と圧倒的な魔法防御で滅多に死ぬ事はないが、ボスルームで合体できるサイズでは体格的にパワー負けするのだそうだ。

「なるほどな。まあ、そいつに関しては当初の予定と変わらねえ。俺らが突っ込んでいって倒すだけの話だ」

「だね。それより、真琴さん達はどこにいるんだろう？」

「合流を待つのは厳しいぞ。そうでなくてもここで時間を浪費しちまってんだし」

　達也の反論に頷く春菜。

　宏と連絡が取れず、真琴達も道に迷っているとなると、本来こんなところで謎生物相手にちんたら会話をしている暇はないのだ。

「真琴さん～？」

「仲間～？」

「誰誰～？」

「どんな人～？」

　達也達の言葉に、オクトガルが食いついてくる。

「仲間だな。あと二人いて、どっちも女だ」

「女の子～？　どんな人～？」

「片っぽは、女の子って言うにはちょっと厳しい年かもな。どっちも背はそんなに高くない。片方は春菜より十センチぐらい背が低くて胸が皆無。もう一人はさらに十センチぐらい背が低くて、貧乳と呼んでもらえる程度で、見て分かるぐらいには胸がある」

「分かった～」

「連れてくる～」

　達也の説明を聞いて、隣の部屋に湧いていたオクトガルの一団が姿を消す。

　二人が唖あ然ぜんとしていると、目の前に真琴と澪が彼女（？）達に絡みつかれた状態で現れた。

　気が抜ける口調の頭の悪そうな喋り方に騙だまされがちだが、印象ほどには頭が悪いわけではない事が、これではっきりと証明されてしまった。

「確保～」

「捕獲～」

「拉ら致ち～、監禁～」

「身代金～」

「遺体遺棄～」

「物騒な事言ってんじゃないわよ謎生物共！」

　他に捕まえ方がなかったのかというような際どい捕獲のされ方をした真琴が、連想ゲーム的に物騒な事をほざくオクトガルに突っ込みを入れる。

　その見事な突っ込みに喜んだオクトガルが、さらに好き放題を言い出す。

「宙づり、宙づり～」

「いけにえ、いけにえ～」

「処刑、処刑～」

「遺体遺棄～」

「だから物騒な事を言うなって言ってんの！　さっさと下ろしなさい！」

　キシャーという擬音をつけたくなるような感じで吼ほえる真琴を、わざわざ天井すれすれの高さで解放するオクトガル。

　危ないところでどうにか着地を決め、思わずジト目で連中を睨にらみつける真琴。

「ちっぱい、ちっぱい～」

「成長期～」

「揉もんで育成～」

「バストアップ～」

「寄せて上げる～」

「何この屈辱……」

　澪は澪で、複数のオクトガルにようやく育ち始めたという感じの乳房を好き放題いじられ、無表情のまま屈辱に震えている。

　数の暴力というやつは、かくも無情なものなのだ。

「てか、あんた達も見てないで助けなさいよ……」

「あ、ごめん……」

「すまん。あまりにも一連の流れに隙すきがなくて、手を出すタイミングがなかった……」

　とりあえず真琴と澪に絡みついているオクトガルを引っぺがしながら、真琴の当然の抗議に対して素直に謝る春菜と達也。

「で、こいつら一体何よ？」

「オクトガルっていう、アランウェン様のペットだって」

「ペット、ペット～」

「眷けん族ぞく、眷族～」

「いあいあ、いあいあ？」

「窓に？　窓に？」

「誰かこいつら黙らせて……」

　誰かが何かを言うたびに反応して、好き放題さえずって連想ゲームでおかしな事を言い出すオクトガル達に、思わず疲れたように言葉を漏らす真琴。

　時折、この世界でその単語や概念が通じるのか疑問が尽きない発言をするところが、余計に疲れる。ナースだのいあいあだの窓にだの、向こうでも濃いめの人達にしか通じなさそうなネタを何処から仕入れてきたのかが気になるが、この場合多分主犯はアランウェンだろう。

「今はこいつらについては置いておこう。どうやら、この向こうでヒロ達がボスとやりあってるらしい」

「戦闘してる音が聞こえる。間違いない」

「こいつらの相手をしてたから、余計な時間を食っちまった。急ぐぞ」

「すとっぷ、すとっぷ～」

「用件まだ～、用件まだ～」

　先に進もうとした達也達を、オクトガルが数の暴力にあかせて足止めする。

「邪魔するなよ」

「アルチェムさんが向こうにいるんだよ!?」

「そっち危険、そっち危険～」

「ここも危険、ここも危険～」

「足元注意、足元注意～」

　わざわざ引きとめた上で、要領を得ない事を言い続けるオクトガル達。

　その言葉に行こうとしていた通路の先を見て、思わず絶句する。

「なんだ、ありゃ……」

「もしかして、底なし沼？」

「毒沼に変化、毒沼に変化～」

「沼地拡大、沼地拡大～」

　言いたい事を理解し、顔色を変えて引き返そうとする春菜達。だが、時すでに遅く……、

「うわあ！」

「ちょっ！」

「足元が！」

「このトラップはひどい！」

　彼らの立っていた足場が一瞬で底なし沼に変化。一気に自力脱出不可能なところまで引きずり込まれるのであった。
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　体が腰のあたりまで泥に埋まり、さすがに悲観的な思考で頭が埋め尽くされたところで、唐突に体が浮き上がり始める。

「えっ？」

「宙づり、宙づり～」

「回収、回収～」

　戸惑いの声を上げる春はる菜なに応えるかのように、能天気な緩い声がいろいろと連想ゲームのように好き放題喋しゃべり始める。

「キャッチャ～、キャッチャ～」

「ＵＦＯ、ＵＦＯ～」

「あぶだくしょ～ん」

「地上の男に～」

「飽きた寝る～」

「何でそのてのネタとか知ってるの？　っていうか、かなり微妙な改変をしてるのはなぜ？」

　春菜の突っ込みを完全スルーして、楽しそうにふよふよと浮かびながら連想ゲームを続けるオクトガル達。

　みると、他の三人も合体したオクトガルに救出され、結構な高さをゆっくり移動している。

「キャッチャ～、キャッチャ～」

「救出救出～」

「アーム緩い～」

「一個救出三千円～」

「人形原価○円～」

「生々しい事言うなよ、っつうか、何で日本の通貨単位とか知ってるんだよ！」

　喋れば喋るほど、いろんな疑問を生み出してく謎生物・オクトガル。

　もしかしたら、アランウェンがそういう性格なのかもしれないと、アルフェミナの事で微妙に揺らいでいた神様への敬意が、さらに揺らいでいく一同。

「ぼろ儲もうけ～」

「やりすぎて客こない～」

「破産倒産～」

「遺体遺棄～」

「その流れで何で遺体遺棄すんのよ！」

　突っ込んだら負けだと思いつつ、どうしてもスルーできずに突っ込んでしまう真ま琴こと。

　どうやら遺体遺棄という物騒な単語を気に入っているらしく、事あるごとに使いたがるようだ。

「宙づり宙づり～」

「運搬運搬～」

「あぶり焼き、あぶり焼き～」

「解体解体～」

「遺体遺棄～」

「遺棄するんだったら、最初からあぶり焼きにするなよ……」

　できるだけ我慢しようとしているのだが、この能天気な声にはどうしても突っ込みたくなる達たつ也や。

　これが彼女（？）達の策略だとしたら、実に恐ろしい事だ。

「おっぱいおっぱい～」

「ひゃん！」

「大きいのが至高～。小さいのは未来への希望～」

「おっぱいに貴き賎せんなし～」

「おっぱいおっぱい～」

「おっぱいよりも、君が好き～」

　ただ運んでいるだけに飽きたのか、とうとう運搬中の春菜に余計なちょっかいを出し始めるオクトガル達。

　なぜか不思議と苦しくないとはいえ、不自由な体勢で運ばれている春菜には抵抗の余地はない。

　性別以前に生き物として別カテゴリーだから辛かろうじて許されるセクハラ攻撃に、必死になって耐え続ける羽目になる。

　そして、その手の攻撃は伝染するものだ。

「偽乳～、偽乳～」

「詐胸～、詐胸～」

「エアーＤ～」

「パット追加～」

「やかましい！」

　多分、プライド的な意味では一番ダメージが大きかったのは真琴であろう。

　確かに真琴は、貧乳とすら呼んでもらえない、えぐれていないから辛うじてセーフと自分を慰めるしかない胸について非常に気にしている。気にはしているが、だからこそパットを仕込んだりありもしない肉を寄せて上げて誤魔化そうという真似を避けてきた。何というかこう、何かに負けた気が非常にするからである。

　それをこんな風にいじられて、ダメージがないわけがないのだ。口うるさく抗議するものの、文句を言えば言うほど喜んで面白がって好き放題いじり始めるのだから、たまったものではない。あまりに好き放題やられて疲れ果て、涙目になりながらだんだん口数が減っていくのが哀れである。

　もっとも、達也以外は似たり寄ったりな状況だ。

　春菜は早々に文句を言う事自体諦あきらめてされるがままになっているし、澪みおは澪で乱暴にされると痛いからと注文をつけるだけで、それ以外は黙って屈辱に耐え続けている。そのせいか、真琴に比べてその攻撃は比較的大人しい。

「俺に対しては、えらく大人しいじゃないか」

「男の子にセクハラは危険～」

「生々しいの～」

「いじっても楽しくな～い」

「柔らかいほうが好き～」

「そうか……」

　オクトガル達の言葉に、なんとなく妙な説得力を感じる。

　確かに、この状況で股こ間かんの逸物を撫なでまわされても困るのは事実だし、かといってそれ以外で分かりやすいセクハラポイントも特にない。男のごつごつした尻を撫でても楽しくない、というのもなんとなく分かる。

　そういったもろもろを理解した達也が、心の中で自分が男である事を本気で感謝したのも無理もないだろろう。

「それにしても、ヒロ達は大丈夫か？」

「戦闘してる音は微妙に聞こえてくるけど……」

「気配はまだしっかりしてる……」

　達也の疑問に対し、どことなくぐったりしながら春菜と澪が情報を告げる。

　無駄な抵抗を諦めたため真琴よりはマシだといえど、やはりオクトガルのセクハラ攻撃は疲れるのだろう。

「もっとスピードは、っていうのは贅ぜい沢たくだろうしな」

「私達～、汎はん用よう型～」

「荷物運ぶとこれが限界～」

「だよなあ……」

　オクトガルの飛行速度は、それほど速くない。

　なんとなく普通にやっても攻撃が当らない印象はあるが、それは速度によるものよりも、反応のよさとつかみどころのない動きによるところが大きいだろう。

　基本的にそれほどスピードが速いわけでもないのに、人体という結構な重量物を抱え込んでいるのだ。そもそも運んでもらえるだけでもありがたい。

　太ってはいないといっても一番軽い澪ですら四十キロはあるところに、全員それなりに重量のある装備を身にまとっている。

　日本人女性の平均的な身長体重の真琴も大剣装備という都合上、装備重量が軽い達也とトータルではどっこいぐらいの重さがある。

　この場にはいない宏ひろしに至っては、行軍中は全体が金属でできている大型武器をぶら下げているため、普通に百キロの大台を超えている。

　宏は例外としても、一番軽い澪ですら総重量で言えば五十キロを超えているとなると、オクトガルがそれほどのスピードで運搬できなくても当然の話である。

「転移してっていうのは……駄目だよね。出てきたところを狙い撃ちされるかもだし」

「集中砲火～」

「ハチの巣、ハチの巣～」

「遺体遺棄～」

「今回ばかりはそのネタ洒しゃ落れにならないからやめて……」

　相も変わらず隙すきあらば遺体遺棄という単語につなげたがるオクトガル達を、疲れたような顔で窘たしなめる春菜。今回は本当に冗談では済まない。

「結局は、大人しくしておくしかないって事だな」

「みたいだね……」

「足元があれだから、しょうがない」

　滔とう々とうと流れる毒液の川を示し、諦めをにじませて澪が告げる。

　その言葉に何一つ反論の余地がなく、なんとなく無言になる一行。

「どんぶらこ～、どんぶらこ～」

「ぷかぷか、ぷかぷか～」

「クラ○ボ～ン」

「カプカプ笑ってる～」

　そんな空気をまったく読まずに、マイペースに適当な事を言いながら一行を運搬するオクトガル。

　桃太郎からなぜか明治から昭和初期に多数の童話や詩を発表した文豪のネタになっているが、こいつらの言動に慣れてきたせいかそういう気分になれないからか、誰も突っ込みを入れない。

　いい加減飽きたからか、セクハラ攻撃は止まっている。

「……そういえば」

「何何～？」

「どうしたの～？」

　春菜がぽつりと呟つぶやいた言葉に、一斉に食いつくオクトガル達。

　会話が成立するようで成立しない連中だが、基本的に人懐っこくておしゃべりが好きなのだ。

「えっと、ここのボスってイビルエントって言ってたよね？」

「言ってた～」

「間違いな～い」

「名前から察するに、エントが瘴しょう気きに侵されて変質した生き物だと思うんだけど」

「せいか～い」

「正解者に千点～」

　春菜の言葉に、妙に嬉うれしそうに飛び回りながら口々に連想ゲームを続ける。

　不毛な相あい槌づちはとりあえず無視し、核心となる質問を口にする春菜。

「イビルエントが動かないって言ってたよね？」

「動かない～」

「位置固定～」

「攻撃は遠距離～」

「エントは普通に自分の足で動き回ってたと思うけど、イビルエントは違うの？」

　エントは、数千年生きた樹木が周囲の魔力などを取り込み続けて、森の精霊と呼んでいいところまで自身を昇華させた存在である。

　その姿は本来樹人とでも呼ぶのが正しく、根が変化した二本の足で自由に動き回り、腕として使える枝で器用にいろいろな事をこなす。

　ただし、生まれるまでに数千年かかる事と、同じ時間をかけても必ずしも進化するわけではない事から、一種族として扱えるほどの個体数はいない。

　ついでに言うと、似たような姿の種族であるトレントとはまったく関係がない。

　それが瘴気を吸ってモンスター化したのであれば、やはり自身の足で自由自在に動き回りそうなものだが、少なくともここのボスをやっているイビルエントは違うらしい。

「瘴気吸収、変質～」

「異界化～」

「ダンジョン発生～」

「同化～」

「ダンジョンと一体化～」

「えっとつまり、ダンジョンと一体化したから、身動きできなくなったってこと？」

　聞き返した春菜に「正解～」と能天気な返事が返ってくる。

　そのままねじれ国会だの合意を一方的に反ほ故ごだの責任転嫁だの脱官僚は政治家の思いつきだの偏向報道だの、政治システム的な理由でこちらの世界では絶対通じなさそうなネタを連想ゲームで言い続ける。

　そんなどこぞの国の一時の与野党を思い出させるネタをきっちりスルーし、思いのほか重要な情報を頭の中で整理する。

　この情報でほぼ確定したと言えるのが、ボスを仕留めればダンジョンが消滅するということ。

　もはや場が固定されている陽炎かげろうの塔や煉れん獄ごくなどと違い、今回のダンジョンは突発的に発生したものだ。

　瘴気の量も大した事がなく、固定ダンジョンになるまで早く見積もっても五百年ぐらいかかるはずで、核となっているイビルエントがいなくなれば、少なくとも現状のダンジョンを維持する事はできなくなるはずだ。

　もっとも、それが即、異界化の解除につながるかというと何とも言えないところである。

　ゲームのイベントではいろいろな理屈でボスを倒せばダンジョンがなくなって異界化が解除される事が多かったが、こちらでもそうとは限らない。

　こればっかりは、やってみないと分からないのだ。

　だが、ダンジョンと一体化しているという事は、相手のリソースが膨大なものになっているという事でもある。最低ラインで見積もっても、普通のダンジョンボス攻略のように大技の空撃ちを何回もさせるやり方ではガス欠になる事はないと予想される。

　そう考えると、宏の攻撃能力では、永久に勝負がつかない可能性すらある。

「最後に念のために確認するけど、イビルエントを倒せば、このダンジョンは崩壊する？」

「するする～」

「異界化もなくなる～」

「イビルエント、瘴気固定中～」

「いなくなると拡散～」

　オクトガル達が、春菜の予測を全て肯定する。

　この時点で、急いで宏のもとに駆けつけるべき理由が増えたわけだが、毒液の濁流で足場になりそうな場所が一切ない現状ではいかんともしがたい。

「宏君とアルチェムさん、私達が合流するまで無事だったらいいんだけど……」

「まだ気配は健在」

「うん。それは分かってる。分かってるんだけど……」

　心配なものは心配だ。

　特に、相手が動かないというのがまずい。

　宏は飛び道具をほとんど持っていない。かといって、アルチェムの弓は樹木とは相性が悪い。取り巻きの種類と配置によっては、アルチェムのカバーに精いっぱいで攻撃に移れない可能性がある。

　しかも、相手はダンジョンと一体化している存在だ。この場も含めて、ダンジョン全域が相手のテリトリーである以上、取り巻きが無節操に増えたり、本来攻撃範囲ではない場所から攻撃が出てきたりしてもおかしくないのである。

「ボスルームは、まだか？」

「陸地まであと十分～」

「妨害注意～」

「無抵抗非暴力～」

　達也の質問に、大体正確なところを教えてくれるオクトガル。

　相変わらず連想ゲームのキーワードがよく分からないが、重要な質問に対してはちゃんとした回答を返してくれるのは助かる。

　内容によっては、こちらの予想を超える濃い情報を教えてくれるあたりが心憎い。

「注意注意～」

「危険危険～」

「ピッチャービビってる～」

　浮遊状態になってから五分後、またもオクトガル達が変な単語を混ぜながら騒ぎ出す。

　その言葉を問いただすより早く、ダンジョンの壁が破裂するように大量の枝を伸ばしてきた。




　　　　☆




「ヒロシさん!?」

「大丈夫や！」

　腹を貫いた太い根を切り落とし、強引に引っこ抜きながらアルチェムに向かって叫ぶ。

　見た目に派手な怪我ではあるが、実際のダメージは大した事はない。

　そもそも、耐久の数値が高いという事は、内臓や眼球のような本来弱点となりうる重要器官も頑丈だという事である。

　もちろん、宏とて首を切り落とされたり頭を潰つぶされたりすれば一撃で死ぬのは言うまでもない。

　だが、この手の生き物にとって共通する弱点は、その破壊の難易度が耐久力によって激変する。宏が女暗殺者と対たい峙じした時、彼女が首を切ろうとしても薄皮一枚まともに切り裂く事ができなかったのがいい見本である。

　無論、これにも例外は普通に存在する。

　一番有名なところでは特定の種類のドラゴンが持つ逆げき鱗りんで、ここはどれほど耐久値が高かろうと、普通の生き物の皮膚程度の強さでしかない。その種類のドラゴンは、ここを深く貫かれると一撃で即死する。

　また、角が脆もろくて折られると極端に弱体化する、尻尾の付け根が弱くて切り落とされると動けなくなるなどの、それだけでは即死にはつながらないが致命的な弱点、というものを持っている生き物もそれほど珍しいわけではない。

　だが幸いにして、人間に分類できる生き物は、生命体としてはごく普通の性質を持っているため、この手のどれほど強くなっても脆いまま、という部位は存在しない。

　精神力によって克服できない精神的な弱点、というカテゴリーに至っては、一定以上の知性と個性を持つ種族なら実例をあげていくと枚挙にいとまがないレベルである。

　宏の女性恐怖症もこのカテゴリーに入るが、宏のように物理的に頑丈な存在だと、その弱点を突いたからといって、殺すのにかかる手間はほぼ変わらない。

　生命活動の維持に支障が出るほど精神的に追い詰めることは、たとえ弱点を突いたからといってそう簡単にできる事ではなく、かといって行動不能になっても頑丈な肉体が脆くなるわけではないからだ。

　何にしても、イビルエントの攻撃は確かに宏にダメージを与える事には成功したが、彼の生命力と防御力からすれば、命の危機には程遠い。程遠いのだが、見た目にはそんな事が分からない程度に重傷なのは事実である。

「その傷で大丈夫だって言われても」

「痛いのは痛いけど、大して効いてへんのは事実や」

　アルチェムの悲鳴のような言葉にどことなく淡々とした口調で反論し、そのままマイナーヒールを三回発動させて完治させる宏。

　正直なところ、放置していても一分ぐらいでほぼふさがる程度の傷なのだが、同じような攻撃が連続してくるとさすがにじりじりと削られていく。

　イビルエントが行った攻撃のからくりはこうだ。

　この手のボスクラスが多用する、防具および補助魔法、使い捨てアイテムによる防御力を完全に無効化する類たぐいの攻撃を食らっただけの話である。感触からいって、滅多にない耐久値による防御力を一定割合無効化するタイプの機能も含まれていた模様だ。

　相手のこれまでの攻撃力と今回のダメージから予測するに、生身の防御力を25％程度無効化されたといったところだろう。それを、フォートレスの効果がちょうど切れたタイミングで食らってしまったため、予想外に大きなダメージを受けたのである。

　普通なら相当なコストが必要な攻撃だが、伊だ達てにダンジョンボス、それもスタミナや保有魔力が多めの植物型モンスターではないらしく、防御無視のコストが跳ね上がる宏相手でも、ある程度の連射は可能なようだ。

　しかもどっしりと根を張っている今回のボスの場合、普通のダンジョンボスと違い外部からの供給があるようで、どうにもそう簡単にガス欠を起こしてくれそうな雰囲気ではない。下手をすれば地脈からエネルギーを直接引き出している可能性もあり、そうなると相手のスタミナは無限大という事になる。

「あれを出してきた、っちゅうことはや」

　次の動きを見定めるために、ポールアックスを構え直して腰を低くし、慎重に相手の方へにじり寄っていく。

　無論、フォートレスのかけ直しとアウトフェースの重ねがけも忘れない。

「ようするに……」

　根っこがうなり、同じようにアルチェムに向かって攻撃が飛んでいく。

　その一撃を見切って、一発は斧おので切り払い、もう一発は体で止める。

　今度は皮膚の表面で止まったところを見ると、フォートレスをはじめとした自己増幅系スキルの、生身の防御力を増幅する部分は無視できないようだ。今回はフォートレスの増幅量が相手の無効化量を大きく上回っているため、さっきのようなダメージは出せなかったらしい。

　因ちなみに、先ほどのダメージを数値で表すなら、宏の体力最大値の２％強といったところである。

　レベル差のおかげで大体同じ程度の体力を持つ真琴の場合、同じ一撃をくらえば三割近く持っていかれる事を考えると、宏の防御力がどれほど極端なものかがよく分かる。

　言うまでもないが、アルチェムが同じ攻撃を食らえばひとたまりもなく、達也や春菜も瀕ひん死し一歩手前ぐらいのダメージは受ける。

　瀕死一歩手前で済むのは二人ともそれなりに体力の最大値が高いからである。

　もう一つ補足するなら、この攻撃に対してまともに防御力が残るのは宏ぐらいで、25％も生身の防御力を削られてしまえば真琴と春菜達との差はほとんど無くなってしまう。

　それだけ敵はやばい攻撃を仕掛けてきているのだ。

　今まで使ってこなかったこんな大技を連続で飛ばしてくるという事は、結論は一つしかない。

「こいつ、焦っとんで！」

「えっ？」

　宏の言葉に、思わず耳を疑う。

　今までの状況で、相手が焦るような要素が思いつかない。

「焦るって、どうして？」

「簡単な話や。多分、援軍が意外と近くまで来とるんやろう」

「援軍って、ハルナさん達ですか？」

「他におらんやろう」

　アルチェムに当たりそうな攻撃を丁寧に叩たたき落とし、現状を分析してのける宏。

　さすがに気配を確認する余裕はないので、春菜達が目と鼻の先まで来ている事は知らないが、戦闘が始まってから相当な時間が経過しているのは理解している。

　いい加減、真琴達か春菜達のどちらかが到着しかかっていてもおかしくはない。

「せやから、援軍が来るまで凌しのぎきるか、相手との距離を詰めきれたらこっちの勝ちや！」

　そう言って一歩を踏み出すと、慌てて複数の枝と根っこが宏を貫こうとする。

　その態度が彼の推測を裏付ける結果となっているが、分かっていてもやめられないのだろう。

「体の方はどない？」

「全快ではありませんけど、戦闘するぐらいは問題ありません」

「ほな、反撃開始といこか」

　危なげない足取りで立ち上がったアルチェムを見て、そう声をかける宏。

　宏の言葉に頷うなずくと、宏に作ってもらった弓を引き絞るアルチェム。

　樹木系のモンスターには相性の悪い武器だが、使わないよりはマシである。

「他よ所そ見せんと、こっち見ろや！」

　アルチェム狙いなどという余計な真似をさせないため、何度目かのアウトフェースに気合いを乗せて発動させる。

　一連の攻防で宏以外を狙うのは無駄だと悟ってか、アルチェムに向かって伸ばしていた根っこや枝を再び宏に集中させるモンスター達。

　その攻撃を受けてなお、前に出ようとじりじりと進んでいく宏。

「まだまだや！」

　密度の濃い攻撃を全てブロックし、体で止め、斧で叩き落としながら、駄目押しのアウトフェースを乗せて宏が吼ほえる。

　今更こいつらの通常攻撃など、何発受けても撫でられているのと変わらない。

　侵入者を絶対に殺す。そんな意識が透けて見える、難易度の高いダンジョンを作り上げたイビルエントといえども、所しょ詮せん分かりやすく直接的なやり方で攻撃してきているだけだ。

　人間達がたまに見せる本物の濃厚な悪意と比べれば、まだまだぬるいと言わざるを得ない。

　本当に性た質ちの悪いやり方というのは、自らは直接的には一切手を下さずに、何一つ悪い事をしていない相手を自滅を避けられないところに追い込むものだ。

　些さ細さいな事を誇張して伝えて周囲に悪意を持たせ、社会的に孤立させてじわじわとやる悪あく辣らつな手段としての典型ですら、本質的には手ぬるい。

　そういう意味では、今回のダンジョンは自滅を誘うところにすら到達していないのだから、性質が悪いと言っても知れている。

　性根が腐ったとしか表現できない人間の被害に遭った経験がある宏からすれば、イビルエントが見せる程度の殺意など大したものではない。基本的に気が弱くてヘタレでビビりな臆おく病びょう者だが、実際のところ物理的な痛みに対してはそれほどの恐怖心は持っていない。

　彼が怖いのは何をされるか分からない、どれほどのダメージが来るか分からない、という、傷の深さが予想しきれない事に対してだ。

　普通の神経をしているなら絶対に入れない、ましてや人に食べさせるなんてもってのほかと断言できるものが入ったチョコレートという、見た目だけは一見大した事がなさそうな物で死の淵ふちを彷徨さまよい、その後、被害者だというのに追い打ちで社会的に不必要な制裁を受けた身の上としては、未知の被害を過大に想定しがちになるのは仕方がない事だろう。

　つまり、すでにその姿を完全に晒さらし、大体の最大火力とそれによって受けるであろう被害が想定できるイビルエントなど、恐怖の対象にはなり得ない。

　現状怖い事があるとすれば、預かったアルチェムに何か致命的な事が起こって、言いわけの利かない状態でエルフ達から悪意をぶつけられる事だ。

　悪意ならまだいい。彼らがぶつけどころのない怒りを飲みこんで、やりきれない表情で自分達を見るような状況になるのは、多分何より堪こたえる。

　だから、たとえ心臓をぶち抜かれても、これ以上アルチェムにはかすり傷一つつけさせるわけにはいかない。

　そのためにも、イレギュラーを起こさないよう、とっとと目の前にいる材木を切り倒してしまわねばならない。

「バスターショット！」

　本体を叩いても効果が薄いと自覚しているアルチェムが、取り巻きのハンターツリーに吹っ飛ばし系の射撃技を入れる。

　相性の悪い弓で自力移動不可能な樹木系モンスターを倒す場合、相手の射程範囲外からノックバック系や吹っ飛ばし系の射撃を繰り返して、根元からへし折るのが定石だ。

「範囲攻撃は無駄やで！」

　刃となった木の葉が降り注ぐという範囲攻撃を、宏がアラウンドガードで潰す。

　分散するタイプの攻撃だけあって、多分アルチェムに当たっても露出部分にちょっと痛い切り傷ができる程度だとは思うが、状態異常や特殊攻撃に対して極端に耐性が高い宏だと即座に無効化してしまうため、逆にどんな小細工を仕込んであるかが判断できない。

　故に、弱そうだと判断した攻撃でも潰しておくに越した事はない。

　実際のところ、宏のこの判断は正しかった。

　今の攻撃は、麻ま痺ひと混乱を起こす毒が仕込まれており、仮にアルチェムが食らった場合、しびれた体で宏に向かってバスターショットを撃ち込むという、現状では洒落にならない種類の行動をとっていたであろう。

　そこから先は、明らかに碌ろくでもない未来へ一直線だ。

「もう一発です！　バスターショット！」

　軽いノックバック作用のある弓技を叩き込んだあと、もう一度本命の吹っ飛ばし射撃を撃つ。

　さらに追い打ちでノックバック系を二種撃ち込み、クールダウンが終わったバスターショットを発射する。ここまでの連続射撃により、ついにハンターツリーが一本倒れる。

「やった！」

「まだ居おるから、油断はできんで！」

　取り巻きを減らす事に成功し、喜びの声を上げるアルチェムに釘くぎをさす宏。

　ハンターツリーを一本へし折った事によって攻撃の密度は減ったが、その分敵全体がおかしな挙動をする事が増えた。

　これは、絶対に何か違う手口を考えている。そんな宏の思考を肯定するように、枝と蔦つたが大量に伸びて、宏を絡め取る。

　宏を仕留めるのは簡単ではないと判断した樹木達が、行動を封じるために吊つるし上げようとしたのだ。

「ヘヴィウェイトや！　持ち上げられるもんなら持ち上げてみい！」

　宏が対バルド戦のあとで身につけた小技を発動してみせる。

　自重の軽さによるノックバックと吹っ飛ばし攻撃への耐性の低さ、それをカバーするために、一時的に自身の総重量を十倍以上にはね上げるスキルだ。

　当時と違って決して軽装備とはいえない宏がこれを使うと、熟練度が低い現状でも一トンを超える重量になる。

　ハンターツリー一本が全ての枝を駆使したところで、平均重量九十キロのドワーフを持ち上げられないのだから、ハンターツリー六本プラスイビルエントによる総がかりの攻撃でも、軽く浮かせるのが精いっぱいなのは当然であろう。

　持ち上げようとして失敗し、膠こう着ちゃく状態に陥ったところでその馬鹿力で自身に絡みついた枝と蔦を引きちぎる。

　一回の攻撃で出せる最大火力という点でこそ、一般的な火力型の七級冒険者にすら一歩か二歩譲る宏ではあるが、純粋な腕力となると現在こちらにいる人類で宏を超える人間は一人もいない。

　これまた人間離れした感覚値と器用値によって、こうもりのような繊細な骨格を持つ生き物でも骨を折ったりせずにつかむ事ができるが、実際にそういった加減を一切せずにその筋力を振るえば、素手で大木をへし折る事すら容易たやすい。

　いかにイビルエントのものだといえど、たかが十本程度の枝でヘヴィウェイト中の宏を拘束する事など、最初から土台無理な話なのである。

「どんどんこいや！」

　枝と蔦を引きちぎりながら、さらに吠ほえて威圧する。

　とにかく嫌な予感がする以上、きっちりターゲットは固定しておきたい。ハンターツリーはともかく、イビルエントの攻撃は一発でも後ろに通してしまえば致命傷になりかねない。

　足をすくおうと伸びてきた枝を切り払い、腕に絡まった蔦を引きちぎり、顔面を打ちすえた枝を完全に無視して次の攻撃を見定める。

　イビルエントの一連の攻撃、その最後の一撃を潰したところで、足元に不審な気配。

「こらやばい！」

　とっさの判断で、アウトフェースを全力でばらまきながらイビルエントの背後に回る。させじと枝を伸ばすハンターツリーを無視し、一気に距離を取る。

「アルチェム、下がるんや！」

「はい！」

　宏の指示に従い、ほとんどの攻撃の射程外である壁際まで下がったところで、イビルエントの必殺技が炸さく裂れつした。

「がはっ！」

　地面から生えた無数の根。それが槍やりのように宏の全身を貫いた。

　ダメージを受けた事とは別の種類の虚脱感が全身を襲い、次の瞬間に天井からさらに無数の枝が伸びて突き刺さる。

　エント系のモンスターが使う切り札、サウザンドパイク。

　射程内の複数のターゲットそれぞれに個別で攻撃するという嫌らしい技で、個別攻撃ゆえにアラウンドガードでは潰せない。対処方法はただ一つ、攻撃範囲外に逃げるのみだ。

　幸いにして、攻撃できる範囲が扇型に広がるため、宏とアルチェムがある程度離れていれば、同時に攻撃される事はない。

　宏によってその唯一の対処方法を取る事ができたアルチェムが状況を理解する頃には、宏の姿は枝と根に覆われて目視できなくなっていた。

「宏君!?」

　状況を理解したアルチェムが悲鳴を上げるより先に、春菜の声が響き渡る。

　どうやら、ボス討伐のための役者は揃そろったようだ。




　　　　☆




　時間は少しさかのぼる。

「プロテクション！」

「アフェクション！」

　壁から伸びた枝や飛んできた刃の葉を、春菜と達也が防御魔法で防ぐ。ある意味予想どおり、ダンジョンは彼らが無傷でボスルームに到着する事を阻もうと、最後の抵抗を始めた。

「相手にとっちゃ、今来られるとやばいって事だろうな、こりゃ」

「さすがに、この密度はきついよ。防御はまあ、どうにかなるとしても、突破するのは、ね」

「枝堅い～」

「腕力ない～」

「パワーが足りない～」

「魔導力だ～」

　春菜の言葉を肯定するように、口々に攻撃力不足を訴えるオクトガル達。いちいち謎の単語が混ざるのはいつもの事だ。

「魔力を使い潰せばどうにか突破口ぐらいは開けそうだが……」

「達也の火力をここで使いきるのはどうかしら？」

「つっても、足場が無い状態で攻撃できるのは俺と澪だけだろうし、他に手はないだろう。それとも、澪はこういう時に使える技があるか？」

「持ってない」

　想定どおりの澪の回答に、深くため息をついて杖つえを構え直す。

「足場があればあたしがやるのに……」

　様子を見た真琴が、実に悔しそうに呟く。

　その呟きを聞きつけたオクトガルが、不思議そうな顔をして真琴の前に浮かぶ。

「足場いる～？」

「足場あればいける～？」

「足場作る～？」

　いきなりの申し出に、詠唱を始めた魔法を中断して呆ぼう然ぜんとオクトガルを見つめる達也。

「できるのか？」

「最大持続時間約一分～」

「ちょっと柔らかい～」

「問題ない～？」

　質問に対して普通に回答が返ってきて、思わずどうしたものかとお互いの顔を見合わせる一同。

　微妙な沈黙を破って結論を出したのは、真琴だった。

「できるんだったらやって」

「りょうか～い」

「行くよ～」

「がった～い」

　その掛け声とともに、薄く伸びたオクトガル達が床になるように合体していく。

「フィールド展開完了～」

「踏んで踏んで～」

「優しく踏んで～」

「痛いのいや～」

　何とも言えない言葉とともに、足場の完成を告げる。

　それを聞いた真琴が、細かい事は考えないようにして普通に足場の上に立ち、全身のエネルギーを大剣に集中させる。

「行くわよ！　ブレイクスタンピード！」

　無属性という条件と、大元はダンジョンの壁であるという事実。それらを加味して最強クラスの大技で伸びた枝を粉砕する。

　どうやら重量のある大剣による連続攻撃は厳しかったらしく、この一撃であらかた道が開ける。

「もう一発行くわよ！　スマッシュインパルス！」

　今の一撃を警戒して、枝を高密度で絡ませて新たな壁を作り出したダンジョンに対し、スマッシュの二段上の上位技をぶつけて黙らせる。

　この調子で一分の持続時間ぎりぎりを使って、完全に道を切り開く真琴。

「ダンジョンの壁を貫くのは無理でも、たかが枝で作ったこの程度の厚みのバリケードぐらい、どうとでもできるわ」

「真琴姉、格好いい」

「たまには活躍しないと、ね」

　そんな風にうそぶいて、再びオクトガル達にその身をゆだねる真琴。

　真琴がいろいろ対処している間も、オクトガル達は律義に前進を続けてくれたらしい。気がつけば、もうすぐ対岸に到着するところまで進んでいた。

「これ以上は妨害する事もなさそうね」

「だといいんだがな」

「あるとしても、陸地が逃げるぐらいでしょ？」

「かねえ」

　真琴の言葉どおり、何事もなく陸地の上空まで移動できる。

「運搬運搬～」

「輸送輸送～」

「現地到着～」

「遺体遺棄～」

「遺棄するな！」

　遺体遺棄、の掛け声と同時にかなりアバウトな落とし方をされた達也が、どうにか着地を決めながら突っ込みを入れる。

　他の三人は同じような落とされ方でも割と華麗に着地しており、身体能力の差を思い知らされるようで微妙にへこむ。

「っと。さっさとヒロ達に加勢……」

　と言って、瘴気の中心に目を向けたところで、

「宏君!?」

　悲惨としか言いようのない光景が目に飛び込んできた。

　ようやくの宏との再会だったが、春菜達にとって状況は最悪そのものだった。
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「ヒロがまずい！」

「さすがにあれは、宏ひろしでも無事じゃ済まない！」

　今の一撃に戦せん慄りつしつつ、救出するために即座に手を打とうとする達たつ也やと真ま琴こと。

　春はる菜なはすでに回復魔法の詠唱に入り、澪みおはアルチェムのカバーのために走り出している。

「……何ぼの」

　それらの行動が結実する前に、宏を包みこんだ枝の塊がみしりと音を立てて膨れ上がる。

　そして、

「もんじゃーい！」

　宏の絶叫とともに、ポールアックスが大きく動き、強引に全ての枝と根を叩たたき斬きり、引きちぎって粉砕する。

「宏!?」

「宏君、大丈夫!?」

「これぐらい、知れとる！」

　今の一連の動作で全身から流れ出た己の血を周囲にまき散らしながらも、大して堪こたえた様子も見せずに健在をアピールする宏。

　もっとも、真琴ですら即死するほどの一撃を、それも防御力低下の特殊能力付きで食らったのだ。

　口で言うほど無事ではない。

　微妙にドレインも食らっているため、スタミナも若干危険領域に入りかかっている。

　とはいえ、口で言うほど無事ではないにしても、二発や三発同じ攻撃を食らった程度で死ぬほど、危険で余裕のない状況ではない事も事実ではあるが。

「本当に、本当に大丈夫なの!?」

「春はる姉ねえ！　それ確認する前に回復魔法！」

「あ、うん！」

　どう見ても大丈夫には見えない宏に詰め寄りそうになり、澪にたしなめられて再び回復魔法の詠唱に入る春菜。その間に、当の宏もマイナーヒールを連打して自身の傷を癒いやし始める。

「ごめん、宏！　遅くなった！」

「間にあったんやからかまへん。こっから巻き返すで！」

　ある程度傷を癒して息を整えながら、真琴の謝罪にそう応じる宏。

　そんな宏に、おずおずとアルチェムが声をかける。

「ひ、ヒロシさん……？」
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「アルチェム、無事か？」

「無事です。無事ですが……」

「ほな、気にせんでええ。これが僕の仕事やからな」

　声が震えているアルチェムをなだめるように告げると、春菜の治療魔法を受けて全快した体を再びイビルエントに向ける宏。

　そうやって何度も自分を守ってくれた背中を見上げ、いろいろな意味でドキドキする心を抑えながら立ち上がるアルチェム。

「宏君、みんな揃そろったんだから、ここからは安全策でも……」

「そんなにちんたらやっとって、また大技来たらたまらん。それに、あいつはダンジョンそのものと一体化しとるみたいやからな。どこが安全圏かとか断言できん」

　いつものように前に立とうとする宏を、不安げな顔で止めようとする春菜。

　その春菜の意見を、それまでの戦闘中に重ねた考察をもとに却下する宏。

　恐らく無限大のスタミナを持ち、すでに暴走モードに入っているであろうイビルエント。今更安全策で戦うのは無理がある。

「春菜さん、オーバー・アクセラレート、いける？」

「できるけど、大丈夫なの？」

「今ので治った」

「確かに、表面の怪我は治ったけど……」

　ダメージを心配しての春菜の言葉に、平然とした態度で答える宏。

　日ごろのヘタレが嘘のようになりを潜め、まるで物を作っている時のように無駄に頼りがいがあるその態度に、思わずドキッとしながらもつい心配が先立ってしまう春菜。

　もっとも、戦場というのは常に状況が変わる。春菜達が合流した事で一気に天てん秤びんが傾くかと思われたところで、イビルエントが最後の悪あがきでハンターツリーを大量に呼び出した。

「取り巻きが増えたわ！　あんまりちんたらやってる暇はなさそうよ！」

「フレイムバスターを使う！　ヒロ、余波を押さえてくれ！」

「了解や！」

　オーバー・アクセラレートをかけるかどうかでまごつく春菜をよそに、一気にけりをつけるための手を打ち始める達也。

　着弾地点を中心に炎の渦が広がっていく、コストパフォーマンスに優れる火か焔えん魔法。それが、半数近くのハンターツリーを一気に焼きつくす。

　まごついていてはまずい。そう頭を切り替えた春菜が、炎の渦が収まる前に宏に最高位の補助魔法・女神の加護をかける。

　そのタイミングで、敵のターンが訪れた。

「もう一発来る！　散るんや！」

　取り巻きを潰つぶされたイビルエントが再びサウザンドパイクの挙動に入ったのを見て、距離を詰めながら宏が叫ぶ。その声に反応して散開するより先に、

「もうやらせない」

　地味に怒りをにじませた澪が、スキルの発動妨害に特化した射撃スキル、インタラプトショットを叩き込んで技を潰す。

　クールタイムが長いスキルゆえ、次にイビルエントが大技を使おうとした時に阻止できるかどうかは微妙だが、温存して毎回毎回馬鹿正直に攻撃を許すよりはマシだ。

「もう、鬱うっ陶とうしいわね！」

　フレイムバスターの範囲外にいたハンターツリーを数回の攻撃で斬り倒し、大量に飛んできた枝をまとめてスマッシュインパルスで粉砕しながらぼやく真琴。

「もう一回、フレイムバスターいくぞ！」

「了解や！」

　どうあっても距離を詰めさせるつもりはないらしいイビルエントに業を煮やし、邪魔をするハンターツリーを減らすために再びフレイムバスターを放つ達也。

　この一撃により数本の生焼けを残して、ほぼ全てのハンターツリーが倒される。だが、

「達たつ兄にい、また増えた」

「恐らく、これが本来のパターンなんだろうな……」

　ほぼ全てを駆く逐ちくしたところで、再びハンターツリーが呼び出される。しかも、

「またサウザンドパイクや！」

　今度こそ誰か一人でも、と言わんばかりに、三度目のサウザンドパイクの挙動に入る。

　食らったら終わりだと分かっており、しかも今度は誰も妨害する手段を持っていない。今回ばかりは仕方がない、と無念そうな顔のまま、それでも大急ぎで範囲外から避難する宏以外のメンバー。

　それを視界の隅でとらえ、自分の背後に誰もいない事を気配で確認してから、念のために攻撃を集中させるため、いつの間にか拾っていた手斧おのを投げつけて注意を引く宏。

　やはり宏を排除しなければどうにもならないと判断したらしい。射程外ぎりぎりに逃げられた他の獲物を諦あきらめ、再度攻撃を宏に叩きつける。

「アフェクション！」

　そのタイミングを見切り、自身の持つ最大の防御魔法でイビルエントの必殺技を潰す春菜。

　さすがにダンジョンボスだけあって、上級の防御魔法であるアフェクションを以もってしても完全に攻撃を防ぐ事はできなかったが、それだけの事である。

　アフェクションを貫くだけで攻撃力の八割近くを削り取られ、サウザンドパイクは宏の皮膚を軽く撫でるだけにとどまる。

　その結果を確認し、女神の加護と重ねがけができる補助魔法を宏にかける春菜。

「ええ加減観念せい！」

　春菜から貰もらった補助魔法によりさらに上がった攻撃力を活かし、邪魔なハンターツリーを排除しながらじわじわと距離を詰めていく宏。

　その姿に恐怖したか、闇やみ雲くもにハンターツリーを増量して攻撃密度を上げようとするイビルエント。

（私は、ここで何をしてるの……？）

　着々と自分達の役割を果たすために行動を起こす彼らを見て、自身に向かって問いかけるアルチェム。ハンターツリーは増えたが、全員揃った以上は悪あがき以上の結果は出ないだろう。

　すでに彼女にできる事はない。否、下手な事をするとかえって邪魔になる。

　自分が足手まといになるだろう、というのは最初から分かっていた。だから、宏の行動に突っ込みはいれても特に反対はせず、基本的に指示に従って大人しくしていた。所しょ詮せん素人のアルチェムには、正確な判断はできないからだ。

　だが、探索に関してはそうでも、戦闘に関しては完全な素人ではない。ボス戦の前半はともかく、後半になって攻撃に参加してからは、できる事はもっとあったはずなのだ。

　なのに、アルチェムは相手の挙動も碌ろくに観察せず、ただ定石に従ってハンターツリーを攻撃していただけ。ちゃんと見ていれば、自分をかばった宏が無防備に相手の必殺技を食らうような事態にはならなかったのである。

　攻撃にしてもそうだ。相性が悪くて他にやりようがなかったといっても、相手の攻撃を妨害する工夫ぐらいはすべきだった。何も考えずにただ攻撃するだけなら、アルチェムがやった程度の事は村の子供ですらできる。

　このままでは自分は、無駄に体と胸が大きいだけの子供で終わってしまう。

（何か、何かできる事があるはず！）

　女性が致命的に苦手なのに、それでもアルチェムに親切にし、とことんまで体を張って守ってくれた宏。このままではそんな彼におんぶにだっこのまま終わってしまう。彼の役に立ちたい。それも、自分にしかできない事で。

　何かできないか、その言葉が頭の中をぐるぐるしているうちに、達也の魔法が完成する。

　その一撃で新たに増えたハンターツリーを全て焼き払うも、三秒後に再び同じ数のハンターツリーが生えてくる。

　春菜の魔法は、まだ完成しない。

　聞こえてくる何かの声。

　再び宏に大量に突き刺さる根と枝。

　聞こえる何かの声。

　宏の血を吸い上げ、再生するイビルエント。

　語りかけてくる何かの声。

（……そっか……）

　頭をクールダウンするために声に耳を傾け、自身の役割を理解する。

　アランウェンから巫み女こに指名され、とりあえず言われたとおりのお清めを朝晩続けていたが、今まで肩書だけで本質的にはただのエルフだったアルチェム。

　この時彼女は、本当の意味でアランウェンの巫女になった。

「皆さん、少し下がってください！」

　アルチェムが声を張り上げる。

　唐突にかけられたその言葉に、一瞬動きが止まる一同。

　それに頓とん着ちゃくせず、眠りを妨げられ、怒りと悲しみの声を上げる祖霊達に、人間には聞きとれはしても意味を理解する事はできない音の羅列で語りかける。

（お願い！）

　ただ一つだけの願いを込め、何かに突き動かされるように音を発し続けるアルチェム。

　アルチェムの願いを聞き届けた祖霊達が、増えたハンターツリーを全て枯死させ、地脈に食い込んだイビルエントの根に干渉し、新たな魔木を召喚できないように場を支配する。
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　吼ほえるように枝を鳴らし、暴れるように地表近くの根をのたうたせるイビルエント。

　だが、それらの行動を全て、アルチェムからの願いを受け、対価として彼女のマナを貰いうけた祖霊達が妨害する。

　歌詞も旋律も存在しないながらも、アルチェムが発している音は間違いなく歌であった。

　エクストラスキル・トーテムコール。神々の巫女にとって基本にして究極の技。

　本来はこれを身につける事によって、はじめて巫女を名乗る事ができる最重要スキル。特定の資質を持たない人間には、絶対に身につける事ができない力。

　エアリスが生まれた時から備え、無意識に使いこなしていたそのスキルを、ついにアルチェムは自分のものにしたのだ。

「春菜さん！」

「分かってる！　オーバー・アクセラレート！」

　アルチェムが起こした奇跡に一瞬呆ぼう然ぜんとしたところを祖霊達にたしなめられ、慌てて自分達が取るべき行動に移る宏達。宏と祖霊達の言葉に促され、ただ一人詠唱を続けていた切り札を発動させる春菜。たとえ巫女の力があったとて、普通の人間には本来聞こえぬはずのその声。それを彼ら五人が聞きとれたのは、日本人達が知られざる大陸からの客人だからであろうか？

「往生、せいやあ!!」

　当人以外には単なる超音波でしかない掛け声とともに、遮二無二イビルエントにポールアックスを叩きつける宏。当人の意識では百秒七十発、外部の視覚では約一秒。一筋の亀き裂れつが見ている前で広がり、ついにダンジョンのボスが切り倒された。

「よっしゃ！　上級木材ゲットや！」

「死にかけたってのに、真っ先に反応するのはそこなの!?」

　見事に切り倒されたイビルエント。それに対して目にお宝マークを浮かべながら一目散に駆け寄る宏。

　そんな平常運転の宏に対する真琴の突っ込みが、あたり一面にむなしく響くのであった。




　　　　☆




「復帰～」

「空間解放～」

　イビルエントが死んだ事により、ダンジョンが消滅。

　しばらくして異界化が収まり通常空間に復帰したところで、ボス戦の時は大人しくしていたオクトガル達が妙に嬉うれしそうにあたりを飛び回っていた。

「お前ら、さっきはえらく大人しかったが、どうしたんだ？」

　通常空間に戻った事を一切気にせず、ひたすらイビルエントの解体を続ける宏を何とも言えない感じの笑みで見守っていた達也が、急に騒ぎ出したオクトガル達に視線を移して声をかける。

「さっきシリアス～」

「空気重い～」

「私達、空気読めるいい子～」

「本音は？」

「痛いのいや～」

　正直に答えるオクトガル達に思わず苦笑し、なんとなくただならぬ様子で宏の姿を見つめる日本人とエルフの女を観察する達也。正確には、イビルエントの解体を手伝っている澪を羨うらやましそうに見ている、であるが。

「なあ、真琴」

「言わなくても分かるわよ」

「どうなると思う？」

「まあ、春菜が一番有利なのは変わらないんじゃない？」

　ヘタレで女性恐怖症のくせに妙にモテる宏を肴さかなに、こそこそと盛り上がる年長者二人。

　人生に一度はあると言われているモテ期。時期的にある意味一番いいタイミングで来ている印象があるが、本人的にはもっと症状がよくなってからモテてほしかったに違いない。

「それにしても、何でモテるんだと思う？」

「あたしが言うのも変な感じだけど、女ってギャップに弱いところがあるし、宏ってなんていうかこう、母性をくすぐるところがある気がしなくもないし」

「ああ、なるほど」

　情けないと思っていた人間が予想外に頼りになるところを見せられると、普通に頼りになって格好いい人間よりプラスに見えるという事であろう。そこは価値観が違うエルフでも同じだったわけだ。

「それに、体を張って守ってもらえて、嬉しくない女はいないって事ね」

「なるほどなあ」

「まあ、エルもアルチェムも、人のものが欲しくなるタイプの女ってわけでもなさそうだから、そういう方向で泥沼になる事はないんじゃない？」

「泥沼になる前に、あいつが女を受け入れられるようになるかどうかがまず疑問だがね」

　などとこそこそ会話を交わしていると、ふよふよ飛び回って遊んでいた例の面々が行動を起こす。

「チェムちゃん久々～」

「チェムちゃんおっきい～」

「チェムちゃんプニプニ～」

「チェムちゃん挟める～」

　ひとしきり外を堪能したオクトガル達が、アルチェムを捕獲してもみくちゃにし始めた。当然普通にオールレンジセクハラ攻撃付きだ。

「ひゃんっ!?　ひっ!?　あ、ちょっと!?」

　妙に色っぽい声でもだえながら抵抗しようとするアルチェム。

「そういや、こいつら何ぞ？」

「私達はオクトガルなの～」

「アランウェン様のペット～」

「ペット、ペット～」

「眷けん族ぞく、眷族～」

「いあいあ、いあいあ？」

「窓に？　窓に？」

「要するに、謎生物っちゅうことやな」

　さっくり正体をまとめた宏に喜んで、サービスとばかりにアルチェムに対する悪戯いたずらを加速させる。とばっちりを受けて、非常にエロス駄々漏れな声で悶もだえながら無駄な抵抗を続けるアルチェム。

　その声に一瞬動きが止まり、そのままスルーを決め込んで解体を続ける宏。背中には、触らぬ神にたたりなし、と書いてある。

「チェムちゃん美人～」

「チェムちゃん可愛い～」

「チェムちゃんしましま～」

「あの、ちょっと、ここでそういう事はっ!!」

「じゃあ、向こうでする～」

　そう言ってきっちり空気を読み、宏の目の届かない場所にアルチェムを拉ら致ちするオクトガル達。

　かつてはこういう状況を他人に見られる事に無頓着だったアルチェムだが、真琴と達也の教育の成果が出ているらしい。セクハラされる事だけでなく、それを見られる事も恥ずかしがっている様子が如実に表れている。

　何がしましまなのかはあえて秘す。折角巫女としての資質を開花させたのに、お色気担当なのは変わらないアルチェムであった。








エルフの森編　第一〇話






「もうそろそろ、いいか？」

　宏ひろし達の解体作業とオクトガル達のアルチェムいじりがひと段落したのを見計らって、達たつ也やが声をかける。

　すでにあたりは完全に日が落ち、いくら満月とはいえ明かりなしではまともな作業は何一つできない状態になっている。

「せやな。ええ加減さっさと神殿に、って思うたけど、よう考えたらいっぺん戻って晩飯でもええぐらいの時間になっとんなあ」

「月があんなに高い」

　澪みおが指さした先には、不気味な青紫に輝く満月が。

　その巨大な満月は、相当長い時間ダンジョンで足止めを食らっていた事を示すように、天頂に来ていた。

「どないする？　まだまだ草を始末せんと先には進めん感じやけど、気合い入れたらあと一時間もすれば神殿つく感じやで」

　この後どうするかを周りに振る宏。

　何かよからぬ事が起こりそうな不気味な色の月だが、アルチェムもオクトガル達も何も言わないので、とりあえず大丈夫だろうと気にしない事にする。

「この暗い中、草刈りしながら進むのはパス……」

「だよね……」

「ほな、戻るか」

「いや待って」

　木材を鞄かばんに詰め終わり、よっこらせっ、とオヤジ臭い掛け声で立ち上がって鞄を担ぎ直した宏に、またしても待ったがかかる。

「今から戻るんだったら、もうここで普通に野営したらいいじゃないの。ダンジョンの跡地だから、開けた状態で草もそんなに生えてないし」

「そうだよね」

「戻るのもテント張るのも大差ない」

　もうこれ以上うろうろしたくない。そんな日本人女性達のわがままが炸さく裂れつし、結局のところ数の暴力で押し切られる。

　まあ、押し切られたといっても、男性陣も強固に反対するような理由があったわけではないが。

「見張り、どないする？」

　もはや手慣れた作業をこなしながら、野営をするなら絶対必要な事を宏が確認する。

　いつもは大体決まったローテーションでやるのだが、今日は全員ものすごく疲れている。正直な話、体力的には相当きつい。

「私達がやる～」

「見張り見張り～」

「前張り前張り～」

「微妙な単語が聞こえてきて非常に不安だけど、任せても大丈夫？」

　確認してくる真ま琴ことに肯定するかのごとく上下運動をして見せ、周囲にフォーメーションを組んで散開するオクトガル達。

「こんな感じ～」

「バリア張ったの～」

「これでいい～？」

　キャンプ地点に残ったオクトガルが、確認を取る。

「配置はそれでいいんだが、これから飯だし、今すぐでなくてもよかったんだぞ？」

「ご飯？」

「ご飯ご飯～」

「お肉？　お魚？」

「食べていい？　食べていい？」

　あちらこちらに散ったばかりのオクトガル達が、夕食と聞いてわらわらと戻ってくる。

「リス肉でよかったら、食うてもええで」

「食べる～」

「食べるの～」

　宏の言葉に飛びつくと、キャーキャー言いながらどこからともなくナイフとフォークとお皿を取り出す。その様子に思わず吹き出しながら、手を洗ってから鉄板を二組用意し、ありったけのリス肉をタレに漬け込み始める宏。

　宏の作業に合わせ、とりあえずわかめスープの調理に入る春はる菜なと、小麦粉をこねてナンのようなものを鉄板で焼き始める澪。

　その作業を食い入るように観察するオクトガル達。

　因ちなみに、魔道具仕様の鉄板が二組あるのは、護衛任務の時にもう一つあれば便利だという意見が出たため、工房に帰ってから急きゅう遽きょ作り上げたものだ。

「ご飯ご飯～」

「お肉まだ～？」

「我々は～、空腹だ～」

　とうとう鉄板の上に肉がのせられたところで、タレの焦げる匂においに反応して一斉に騒ぎ始めるオクトガル達。八本の足のうち二本で支えた皿を、ナイフとフォークで叩たたいてちんちん鳴らす。

　明らかに自分達より先にこいつらに食わせなければ、落ち着いて食事などできない。そう判断した宏が、オクトガルの体格に合わせたサイズにリス肉を切り分け、彼女（？）達の皿にのせていく。

　宏の判断に従いたくさん焼いたナンもどきや野菜を配る澪と、小さいカップに苦労しながら適量を注いでいく春菜。

　オクトガルの数が数だけに、それなりの規模の炊き出しのような状況になっている。

　足が八本ある上に宙に浮けるため、それほどの面積がなくてもオクトガル達は食事できる。そうでなければとても食事のスペースが足りていなかっただろう。

　その事に感謝すべきか否かに悩みながら、どんどん料理を配っていき、ようやくオクトガル全部に行き渡ったところで、タレに漬け込んだ肉や仕込んだスープが全部なくなる。

「ありゃ……」

「追加で作らんとあかんなあ」

「ごめんね、もうちょっと待って」

　二人の言葉に、思わずため息が漏れる料理していない組。美お味いそうな匂いに耐えられそうになかったのは、何もオクトガルだけではないのだ。澪の焼いていたナンもどきも、それほどの分量は残っていない。

「待つのはいいんだが、肉は足りるのか？」

「肉もタレも十分あるから、そっちは問題ないで」

「わかめもまだまだ在庫は十分」

　二人の返事を聞いて、とりあえずひと安心する達也と真琴。

　何から何まで申しわけない、という感じで思わず俯うつむくアルチェム。手伝おうにも、三人の手際があまりにもよすぎるのと調理器具の数がぎりぎりなのとで、手を出す隙すき間まがないのだ。

「達たつ兄にい、真琴姉、アルチェム、とりあえずこれかじって待ってて」

　あまりに空腹がつらそうな待機組を見かねて、少しだけ残ったナンもどきを三等分して差し出す澪。

「いいのか？」

「ん、我慢しないほうがいい」

　オクトガル達を視線で示しながらの澪の言葉に、力なく首を左右に振る三人。

　なにしろ連中ときたら、

「うまうま～!!」

「肉汁～！」

「まいう～!!」

「わかめ～、わかめ～！」

「う～ま～い～ぞ～!!」

「三つ星の～！　通～!!」

　などと騒ぎながら、その飛行方法でどれだけうまいかを力説してくれているのだ。

　中にはグルメごっこのつもりか、妙に詳細に味を解説しながらうっとりしてるやつまでいて、正直辛抱たまらなくなってきた。

　はっきり言って、空腹の時には拷問以外の何物でもない。

「まあ、そんな手の込んだ料理じゃないし、すぐできるから」

「しかし、あいつら結構よう食うなあ。あの調子で食われたら、食材いくらあっても足らんで」

　体の大きさからすれば明らかに多めの肉や野菜を、平気な顔で平らげているオクトガル達。

　あの数であの食欲というのは、何とも燃費が悪そうだ。

「普段はそんなに食べないの～」

「さっきいろいろやって、エネルギー切れ～」

「美お味いしい料理でチャ～ジ」

「お肉うまうま～、野菜うまうま～」

　宏のコメントを聞きつけたか、上下運動と食事を続けながらオクトガル達が自己主張する。

　実際のところ、オクトガルはその主張どおり、普通なら一度体格に合わせた量を食べれば一カ月以上飲まず食わずで普通に活動できる。

　今回は真琴と澪を回収し、春菜達を運搬し、足場にまでなったためにエネルギーを大量消費しており、とにかく空腹だったのだ。

　数匹がエネルギーを大量に消費する場合、その消費を群れ全体で分担するという、謎生物らしいシステムを持っているため、全体が一気に空腹になってしまうのである。

「まあ、今回はいろいろ世話になったし、腹いっぱい食わせてやったらいいさ」

「あんたはいいわよね、基本的に恩恵だけ貰もらってるんだから……」

　達也のいい子ちゃん的な発言に、即座にジト目で突っ込みを入れる真琴。隅々までいろいとやられたアルチェムを除けば、精神的に一番被害が大きかったのはおそらく彼女だろう。

「そりゃ確かに、こいつらがいなきゃ詰んでた可能性があるのは認めるわよ。でもね……」

「ま、まあまあ、そんなにとがらなくてもいいんじゃないかな」

「オクトガルは、言ってる事が腹立つだけで、やってる事は動物が懐いてきたレベル」

　ある面真琴と大差ない扱いを受けていた澪の、実に割り切った言葉。

　それを聞いてがっくりと肩を落とす真琴。

　動物なら何を思っていてもこっちには伝わらないが、こいつらは半端に言葉で意思疎通できるのが問題なのだ。春菜の言葉に持てる者の余裕のようなものを勝手に感じ取ってしまう点でも、真琴は実に大きなダメージを受けていた様子である。

「その、言ってる事が腹が立つってのが最大の問題だと思うんだけど……」

「貴族の人達の蔭かげ口ぐちよりよっぽどましだったから、そんなに気にはならなかったけど？」

　ぼやけばぼやくほど立場が悪くなっていく真琴。ついにはすっかり諦あきらめていじけてしまう。

　一応フォローしておくなら、あれだけいろいろセクハラされて、あれだけいろいろ暴言を吐かれれば、普通は真琴くらいには腹を立てるものである。

　あっさり割り切った澪や、最初から気にしていない春菜の方がおかしいのだ。

「とりあえず、肉は焼けたで」

　会話に加わらずに肉を焼く作業に専念していた宏が、真琴の皿に一番いいところをたくさん盛ってやる。飯でフォローできるほど簡単な事ではないだろうが、美う味まいものを腹いっぱい食べれば少しはマシになるものである。

「そういえば、リスっていってもいろいろいるけど、このリスってどんなモンスターだったの？」

「ここ来る途中に何べんか夕飯のために仕留めたモンスターのリスおったやろ？　あのリスが全長二メートルぐらいの大きさに巨大化しただけのやつや。それがざっと見たところで百匹前後のコロニー作っとったから、ポメで一網打尽にしてん」

「あれは、横で見ててびっくりしました……」

「効率的やったやろ？」

　突っ込みに対してあっさり切りかえされ、何とも言えない乾いた笑みを浮かべるアルチェム。

　彼女の攻撃が効きやすい数少ないモンスターだったのに、普通に活躍の場も与えられずに始末されてしまったのは微妙に寂しい気がしなくもない。

「因みに、肉は食えるけど内臓は肝臓がドーピング系のアイテムに使える以外は用途が微妙やったし、骨はあんまりダシも出えへんから、使えるとこ以外はほってきたで。毛皮はまあ、売りもんぐらいにはなりそうやったから、無事なやつだけ回収してきといた」

　素材を回収してきた事は知っていたが、そこまで事細かく仕分けして回収している宏に、思わず呆あきれた目線を向ける一同。

　真琴と澪も中ボスの粘菌を多少は回収したが、ここまで細かくはやっていない。

　春菜と達也に至っては、回収できるような仕留め方を一切していないので素材はゼロだ。

「ほかにもいろいろ取ってきたから、戻ったら整理やな」

「素材といえば、イビルエントの木材でどの程度のものができるんだ？」

「せやなあ。弓にするんやったら、ハンターツリー製より三つはランク上がるで。あと家具とかやったら千年単位で使えるもんになるし」

　現状、このチームの装備品で素材のメインが木材なのは弓だけなので、他の用途となるとどうしても家具とか道具になりがちである。もっといい金属を手に入れたら鎌かまや手斧おのの柄もいい木材が必要になるのだが、現状では普通の木材で特に問題がない。

　春菜のレイピアや真琴の大剣は柄つかも金属製で、握りのところにいい革を巻いているだけなので木材は使っていない。達也の杖つえも特殊な精製方法で魔力伝導率を高めた鉄を一体成型した短いもので、これまた木材は使っていない。

「木材で思い出したけど、織機は作れないの？」

「作れるけど、自動修復と耐久強化を三回ぐらい重ねがけしてガチガチに強化して、やっと二日ごとに一着分の霊布が作れる程度の性能やな」

　前々から気になっていた不良在庫の霊糸。それをどうにか物にできないかと考えた春菜の問いかけに、かなり微妙な回答が返ってくる。

「それで霊布を織るとしたら、どれぐらい時間がかかるの？」

「布織るだけやったら十分ぐらいやで。その間にものっそいぼろぼろになるから、残りは修理の時間やな」

「……微妙だね」

「微妙やねん。シャトルなんかは下手したら使い捨てやし。あと、さすがに持ち運べるようなサイズにはならんで」

　つくづく最上位素材というやつは厄介だ。

　考えてみれば、魔鉄の加工も似たような騒ぎがあったのだから、下位の素材で作った道具で上位の素材を加工しようとすれば、これぐらいの問題は当たり前なのかもしれない。

「とりあえず、何作るかは村に戻ってから考えるわ。今は飯や」

「そうだね」

　いろいろ先送りした宏の言葉に素直に同意し、いただきますをして料理に手をつける一同。

　基本シンプルな、調味料以外は誰でも作れるような代物だが、シンプルだからこそ実に美味い。

　オクトガル達が急に静かになった事に気がついた真琴。周りを見ると、いつの間にやら見張りに入ったらしく、すでに周囲には影も形も見当たらなかった。

「悪戯いたずらさえしなきゃ、あの子達もすごくいい子なんだよね」

「いい子なんですよ、連想ゲームでおかしな事を言い出さなければ」

　さすがに神様のペットだけあって、その性質自体は実に善良だ。

　言動が妙にうざい事とやたらと好奇心だけで性的な悪戯をしたがる事が問題ではあるが、悪戯に関しては犬猫あたりが本能でやらかすものと大した違いはないレベルなので、そういうものだとスルーしたほうが精神安定上問題が少ない。

「それにしても、リスの肉って美味しいですね」

「サイズ以外の見た目が同じっちゅうだけでモンスターの肉やから、この肉が普通のリスと同じような味とは限らへんけどな」

「だよね」

　いろいろと見た目と味が違う物の実例を連想しながら、アルチェムの感想に余計な補足を入れる宏と春菜。実際、このリス型モンスターの味も、モンスターではないリスと似ているようで結構違う。

　その言葉にそういうものかと思いつつ、こんな場所で食べるものとしては味も見た目も極上の料理に幸せな気分になるアルチェム。

　たっぷりの美味い飯と特別に解禁されたいい麦むぎ焼じょう酎ちゅうのおかげで、真琴の機嫌も少しばかり上向きになるのであった。
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「本当に、今回はいろいろ心配したよ……」

「悪いけど、今回は不可抗力もええとこやで」

「分かってるよ。分かってるんだけど……」

　早朝。見張りのために早く起きた宏と春菜は、朝食の準備を始めながら昨日の事について話していた。

　といっても、宏の側に特に語る事があるわけではないので、主に口を開いているのは春菜ではあるが。

「そもそもダンジョンやねんから、何があってもおかしくはないで」

「それも分かってる。でも、すごくショックだったんだよ……」

　ダンジョンに入る以上、どんな危険があっても文句など言えない。そんな事ぐらい、春菜だって重々承知だ。

　それでも、サウザンドパイクで全身を貫かれていた宏の姿は、それこそ心臓が止まりそうなほどショックだったのだ。

　戦闘中だった事と、見た目こそ悲惨な姿でも宏の気配はしっかりしていた事、そして仲間がいた事によりその場ではすぐに立ち直れた。

　だが、ボスも倒してダンジョンも消滅し、ある程度安全が確保された状態で一晩休んだ事で、今更ながら一歩間違えば宏を失っていた事を実感してしまったのだ。

　自身が宏に恋をしてしまった。その事を自覚したばかりの春菜にとって、宏を失ってしまうという事は壊れそうになるほどの恐怖だ。

　それが、言っても仕方がないと分かっていてなお、アルチェムというお荷物を抱えた状態で戦闘に突入した宏に対して文句を言う事につながってしまうのだ。

「それで、本当に体は大丈夫？」

「大丈夫やって。もう一晩経ってんねんで？」

「後遺症っていうのは、あとから出てくる事もあるんだよ？」

「僕の体がそう簡単に壊れるような作りになってへんのんは、春菜さんもよう知っとるやろ？」

　宏の、自身の頑丈さを過信するような言葉に、今日ばかりは素直に頷うなずけない春菜。

　確かに宏の体は頑丈だ。普通の人間なら一撃で首をへし折られるような攻撃をくらっても、せいぜい強めの突っ込みを受けた程度の扱いで流してしまえるほどに。

　だが、頑丈だといってもやはり限度はある。

　並の手段では無理だというだけで、頭や心臓をつぶされてしまえばひとたまりもないし、血を流しすぎればやはり命にかかわる。

　昨日の戦闘では幸いにして、あちらこちらを貫かれているように見えて重要な器官に傷が入ったりはしていなかったが、それでも大量に血を流している。

　ワイバーンレザーアーマーの損傷具合や地面にできていた血ち溜だまりから、普通の人間ならその出血だけでも命にかかわりかねないと判断できる程度には血が出ていたのだ。

　そこにノックバックのきついオーバー・アクセラレートをかけたのだから、春菜が何らかの後遺症を気にするのは当然すぎるほど当然であろう。

「どう考えても宏君は血が足りなくなってるはずだし、しかもその体でオーバー・アクセラレートまで使ってるんだから、本来なら今日はゆっくり休んでなきゃダメなんだけど……」

「そんな状況でもないやん」

「うん。だから、いろいろ心配なんだ」

　いつになく心配しすぎる春菜に、はぐれている間に何かあったのかと気になってしまう宏。

　今までの春菜なら、ここまでしつこく心配してくる事はなかった。

　正確にいうならば、内心では心配はしていても、それをこれほどまでに念入りに主張する事はなかった。いかに再会時の宏の状況がひどかったとしても、今現在特に問題を見せていないのだから、内心でどう思っていても口には出さなかっただろう。

　心配されているのが宏で、心配しているのが春菜でなければ、いい加減鬱うっ陶とうしいと思われても仕方がないほどに、今の春菜は宏の体調を気にかけている。

　宏が何かあったのかと気になるのも当然ではある。

　だが、残念ながら、こちらの世界に飛ばされてくるまで、宏は明確に同年代の女の子と分かる相手と話をしたのは小学校の頃が最後だ。

　その上、告白されるといえば罰ゲーム、女子からは人権はおろか生存権すら認めてもらえない環境で中学時代の大半を過ごし、それ以降は女性恐怖症ゆえに事務的な会話以外はまともにした事のない宏に、春菜の恋心を理解しろというのはどうあがいても不可能だ。

　さらに厄介な事に、共同生活が長いために距離が縮まりはしたが、基本的に春菜は高たか嶺ねの花だ。元々の日本での立場に差がありすぎて、宏が恋愛感情を持ったり、自分に気があるんじゃないかと勘違いしたりするのは、女性恐怖症の問題がなくても無理だ。

　そもそも、前提となっている感情をありえないと切り捨てているのだから、春菜がなぜここまで心配しているのかを察する事ができたら奇跡だろう。

「まあ、見た感じ、これから戦闘とかありそうな雰囲気でもあらへんし、今日はそんなに心配いらんと思うで。このあたりは瘴しょう気きもちゃんと浄化されとるし、第一アランウェン様の神殿近くで昨日みたいないかついモンスターがうろついてるっちゅうんもまあ、ないやろうし」

「だといいんだけど……」

「ちゅうか、おったらオクトガルが騒いどるんちゃう？」

「……そうかも」

　宏のその指摘に、妙に納得して警戒を緩める春菜。

　そもそも、すぐに対応できるように一応見張りを立てていたというだけで、警戒自体はオクトガルに任せておいても大丈夫だったのだ。

　体調に不安がある宏との組み合わせ故に気張っていたが、少なくとも対応するだけの時間は得られると分かっていれば、わざわざ神経をすり減らす必要もない。

　ここまで来て、ようやく春菜が平常心を取り戻した。

「まあ、それはええとして、朝飯何にしよか？」

「ん～、そうだね。リスの肉はあまり残ってないんだっけ？」

「そうでもないけど、昨日食うたもんを朝まで食わんでもええやろう」

「了解。じゃあ、適当にありあわせで考えよっか」

　食材を確認しながら、方針とも言えない方針を決める二人。昨日は空腹感の問題であまり時間をかけて下ごしらえができなかったが、今日は多少手間をかける時間はある。

　時間があるなら、食材は十分なので選択肢はいくらでもある。

「……そろそろ、オルテム村に着くまでに調達した食材、使い切っちゃおうか」

「せやな。ほな、タヌキベーコンにでもするか？」

「あとは山菜をおひたし、かな？」

「ご飯どないする？」

「昨日の晩がナンもどきだったから、朝はお米が食べたいかも」

「ほな、味み噌そ汁もいるか」

　適当に、などと言いながらも、阿あ吽うんの呼吸で朝食のメニューを決定する。

　メニューが決まれば、あとは早い。

　宏があっという間にタヌキ肉のベーコンを作り始めると、同じぐらいのタイミングで春菜がご飯を炊き始める。

　ある程度放置して大丈夫、となったあたりで、二人して別のメニューに手をつけ、次々に調理を終えていく。

「……ん？」

「どうしたの？」

「いや、春菜さんが作ってる料理、予定になかった上に妙に量が少なない？　それやとどう頑張っても一人分やねんけど……」

「うん。一人分だし」

「ちょいまち……」

　宏の疑問をあっさり肯定する春菜に、思わず突っ込みを入れてしまう。

　別に思いつきで品数を増やすのはいい。が、一人分だけ、というのはいただけない。

　好き嫌いや体質に合わせるのは問題ないが、一人だけ露骨に品数を増やしたりするのは、もめごとのもとになる。

「血を増やすのにいい料理を、ね」

「……まだ引っ張っとったんかい……」

「当然だよ。体は資本なんだから」

「こだわるなあ……」

　落ち着いたように見えてまだ気にしていた春菜に、さすがに呆れた声を出してしまう宏。

　不調が出るならとうの昔に出ているだろう。すでに、それだけの時間は経っている。

「というか宏君、増血剤とかその類たぐいのものは飲んでないの？」

「飲んでへんなあ」

「せめて、そういうのは飲んでおこうよ。回復魔法とか四級以下のポーションとかは、治癒力ほどは血を作る能力はないんだから」

「終わったあと、特にだるいとかなかったから、飲む必要を感じんかったんよ」

　料理の手を止めず、先ほどの話を蒸し返す宏と春菜。

　宏からすれば、心配性にもほどがある、という事になるが、他の人間からすればやさぐれた顔で勝手にやってろとか言いたくなる光景である。

　春菜ほどの美少女に心の底から心配してもらえるという価値を、宏は理解するべきかもしれない。

「とりあえず、この料理については誰にも文句は言わせないから」

「いやいや、そこはどうなんよ……」

「いいからいいから。昨日一番大変だったんだし、これぐらいの役得は必要だって」

　などと押し問答を続けつつ、ちゃんと料理を失敗せずに完成させていく宏と春菜。身についた習慣というのは恐ろしいものである。

「師匠、春はる姉ねえ。そろそろ参加していい？」

「あ、澪ちゃん、おはよう」

「おう、おはよう。もうちょいでベーコン仕上がるから、焼くん手伝ってんか」

「了解」

　朝からいちゃついているようにしか見えない宏と春菜にじとっとした視線を向けつつ、朝食準備に参加する澪。

　宏が自分から女といい雰囲気になるように話題を振るなどあり得ない以上、春菜がそうなるように誘導したのは明白だ。

　おそらく恋愛初心者で天然ボケの春菜にそんな策略をめぐらす能力はないから、純粋に昨日の事に対する心配を暴走させただけなのだろうが、それでも澪的にはもやもやしたものを感じざるを得ない。

　そうでなくても、アルチェムという絶大な戦闘能力を備えた胸部装甲の持ち主が露骨に宏に対してラブラブオーラを放ち始めているのだ。そこにスペックだけなら完かん璧ぺき超人と断言できる春菜まで参戦してきた日には、澪など割り込める気がしない。

「さて、そろそろ達也さん達も起こそっか」

「せやな」

　朝食の準備もめどが立ち、冷める前に皆を起こすべきだろう。

「ボクが起こしてくる」

「頼むわ」

「ん」

　盛りつけを宏達に任せ、達也と真琴、アルチェムの三人を叩き起こす。

「……朝からやけに気合い入った飯だな……」

「僕だけなんぞ一品多なったんやけど……」

「まあ、宏は昨日の今日だから、ちゃんと食べておかなきゃいけないんじゃない？」

「そうですね。魔法で治したっていっても、大怪我してたのは間違いないですし」

　春菜の予言どおり、起きてきた三人は宏だけ一品多い事には特に文句を言わず、いつものように野営地とは思えない豪勢な朝食に舌鼓を打って朝から気合いを入れるのであった。
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「何ぞ、さびれた感じやなあ」

「三十年ですからね～」

　朝食後、十分強の移動でついに到着したアランウェン神殿を見上げて、正直な感想を漏らす宏とアルチェム。

　ここ三十年ほどは危険が一杯の裏ルートを命がけで突破して奉納、という形が続いたため、神殿の手入れがかなりアバウトなまま放置されているのだ。木材と細かな石材を組み合わせて作られた神殿は、あちらこちらが周囲の植物に侵食されてなかなか大変な事になっていた。

「……せやなあ。折角来たんやし、春菜さんと澪の訓練も兼ねて、ちょっくら大規模改修としゃれこむか」

「えっ？」

　いきなり行動が脇道にそれ始めた宏に、思わず乾いた声を上げる春菜。

　さすがに、この場でいきなりそっちに話が流れるとは思わなかったのだ。

「えっと、今からやるの？」

「逆に、あとに回すと面倒やん」

「っていうか、ボク達がやる作業なの？」

「こういうんを見ると、何っちゅうかむずむずしてくんねん」

　完全にスイッチが入ってしまっている宏に、思わず揃そろってため息をつく春菜と澪。

「やるのはいいが、材料は足りてるのか？」

「そらもう、兄貴らが狩ってきたモンスター素材とか、だぶついとるんがようさんあるし。それに……」

「それに？」

「どうせハンターツリーも、絶対材料としては余らせるしな」

　やけに説得力のある宏の言葉に、諦めの表情で同意するしかない達也。

　何しろ、ボス戦で大量に湧いたハンターツリーの無む垢く材が、数にして三十本以上あるのだから、間違いなく普通に余る。

　大した規模の神殿でもないので、それだけあれば余裕で修理ができるだろう。

「そういえば、アルチェムが何かやって枯らせたやつは、普通に使えるのか？」

「まあ、使えん事はないで」

「それなら別にいいんだがな」

「っちゅうわけやから、ちょっと儀式したら作業開始や。まずは、寸法測りつつ状態チェックからや」

　そう言って祭壇にいろいろお供え物をして何やら簡単な儀式をしたあと、巻尺やら何やらを取り出してあちらこちらをチェックして回る宏。

　本来ならアランウェン神殿なのでアルチェムが儀式をするべきなのかもしれないが、今回は伝統的に工事の責任者が行う類たぐいのものだ。なので、今回は宏が儀式を主宰する。

　その宏にならって、それほど間違いようのない場所を測定し始める春菜と澪。

　待っている間、暇な達也と真琴は、何もしないのもあれなので神殿の周囲の草引きや掃除。

　アルチェムは手が足りないところのお手伝い、という感じだ。

「アルチェムさん、ちょっとこっち押さえて」

「はーい」

「そっちが終わったらちょっとこの材木支えとって」

「分かりました」

　宏がざっと起こした図面に合わせて、てきぱきと作業を進めていく一同。

　神殿を貫通している大木の枝はどうにもならぬと早々に対処を諦め、建物の一部として利用。

　方々の腐った柱や壁を取り外し、基礎が駄目になっている部分に防腐加工したハンターツリー製の杭くいを打ちこんだあと、鉄筋に近いものを含めた何種類かの材料を入れて補強し、撥はっ水すい性のセメントもどきで固め直す。

　そうやって、最低限の枠組みだけを残して柱を修復し、屋根から壁から全て取っ払い、ハンターツリーを加工して作った柱を組み木の要領で取り付けて補強。足元からの水の浸入を避けるため、ある程度の高さまで石や砂利を組み合わせて隙間を埋め、再びセメントもどきで固める。

　そこまで終わったところで、これまたハンターツリーで作った板を釘くぎを使わずに固定していき、ようやく神殿としての体裁が整う。

　当然の事ながら取り付けそのものはともかく、取り付けられるように加工するのは宏しかできない。故に、取り付けと固定は宏の指示に従い、他の人間が総出で行う形になった。

　神殿までの移動中はどこかに行っていたオクトガル達もいつの間にか戻ってきており、高所作業となる屋根の取り付けを進んでやってくれたのは日本人達にとってはありがたい支援であった。

　板の配置が終わり、雨漏りがしないようにあれこれ屋根に細工をしたあと、防腐剤代わりの汁を全体に塗って、ようやく神殿の修復が完了する。

　朝から始めて昼食をはさみ、日が落ちようかという時間までかかる大工事であった。

「大きめのあばら家ぐらいの建物でも、結構大変なもんだな……」
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「そらまあ、日曜大工、っちゅうレベルではあらへんし、しゃあないで」

「そういう作業を、思いつきで突発的に始めないでよ……」

「放置しとくんも、気分悪いやん」

　達也と真琴の苦情に、悪びれる様子もなく平然と答えてのける宏。

　土木レベルの作業がせいぜい基礎のやり直し程度だった事に加え、エクストラスキル『神の城』を持っているからこそ、このぐらいの時間で済んだが、本来はその場で材木を加工しながらだと一日やそこらで終わるものではない。

　そもそも、基礎自体が一日で終わるなどあり得ない作業である。基礎工事が土木と大工、どちらのスキルでも可能な作業でなければ、今頃、基礎以降の作業もできずに酒盛りの類でもする羽目になっていただろう。

　本来、決して思いつきで始めるような工事ではないのだ。

「新しい建物って気持ちいいし、別にいいんじゃないかな？」

「そこは否定しないけどさ」

「師匠、春姉。考えてみれば、神殿の修理って職人冥利みょうりに尽きる？」

「そうだね。言われてみれば、結構大それた仕事をしてたんだよね、私達」

　今更ながら、自分達が大それた仕事に手を出した事に思い至る春菜と澪に、思わず苦笑を漏らす年長者組。

「じゃあ、最後に結界やらなんやらの手直しと再起動してから、修繕作業完了の報告も含めて祭壇にお供えしてくるわ」

　駄だ弁べりながらも祭壇のチェックと手入れを終えた宏が、神殿を神殿として機能させるために必要な、残りの作業を終わらせに向かう。

　三十年お供え程度で放置されていた上、至近距離に結構な濃度の瘴気をため込んだダンジョンが存在した影響もあり、結界も随分とへたっている。

　このままでは、器だけ作って魂を入れないという言い回しそのものの状態になる。

「どんな状態ですか？」

「予想どおり、相当へたっとるわ」

　いつ破れてもおかしくないレベルで弱っていた結界を張り直し、そのまま流用した神具でいろいろな術式の再起動をかける。

　片づけを済ませて春菜や澪と一緒に外に出たアルチェムが、その作業の様子を見守る。やがて敷地の中に清浄なエネルギーが充満し、神殿が神殿として再び機能し始める。

「あとは、お供え物やな」

「ドワーフ殺しがあるのなら、燻くん製せい肉を一緒に供えてくれればありがたい」

　祭壇前でお供え物の準備をしようとしたところで、唐突にそんなリクエストが聞こえてくる。

　振り返るといつの間にか、やたら立派に枯れきった雰囲気を発散する、見た感じ中年ぐらいの、森の奥深くに隠いん棲せいしています、みたいな感じの男が佇たたずんでいた。

　町に出て托たく鉢はつでもすれば、その気もないのに無意識にお布施をしてしまいそうな風ふう貌ぼうである。

「もしかせんでも、アランウェン様でっか？」

「もしかしなくとも、アランウェンだ」

「おやまあ」

　神殿の主あるじが直々に登場する。そんな珍事に、思わず唖あ然ぜんとするしかない一同であった。
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「いろいろ聞きたい事もあろうが、まずは食事にしたらどうだ？」

　供えられたドワーフ殺しの蓋ふたを躊躇ためらいも見せずに開けながら、何か言いたそうにしている達也を制してそんな事を言う。

「いきなり酒からいきますん？」

「供え物をどうしようが、私の自由だと思うが？」

「そらまあ、そうですけど」

　供えられてすぐに供え物の酒を飲む。その行動に、思わず宏が突っ込む。

　なんだかんだと言いながらも真っ先に立ち直った宏が、リクエストどおりロックボアとトロール鳥の燻製肉に野菜と果物を祭壇に備えた直後の行動である。

　さすがにあのエルフやフォレストジャイアントを守護しているだけあって、この神様は飲兵衛でザルのようだ。

「……とりあえず宏、春菜。夕飯の準備に入っちゃっていいんじゃない？　てか、あたしアランウェン様が飲んでるの見てるだけって、結構くるものがあるんだけど」

「あ、そうだね。というか、その前にお神酒はあるだけ全部お供えしちゃったほうがいいかも」

「そうね。さすがはあのエルフ達を守護する神様だわ。ドワーフ殺しの一本や二本で酔っぱらう気がしないわね」

「これでも神だからな。酒の一本や二本でつぶれるほど軟弱な鍛え方はしておらんよ」

　アランウェンの自己申告に、失礼だと思いつつも苦笑を抑えられない日本人一行。

　とりあえず、準備が終わるまでに酒がなくなる事態を避けるために、残った六本ほどのドワーフ殺しを全て祭壇に供える。

　そのままさっさと夕食の準備に入るべし、とメニュー決定のために食材リストを眺めていると、マイペースにお供え物に手を付けていたアランウェンからコメントが。

「ふむ。この燻製、なかなかいい味だな」

「それはどうも」

　優雅に燻製をかじる神様に苦笑しつつ、夕食のメニュー決定のために再び食材の検討を始める春菜。真琴と澪が焼き払って回収してきた中ボスのきのこもどきか、同じく中ボスの宏が仕留めたオオサンショウウオか、微妙に悩ましいところである。

「迷った時は、両方使う！」

　豪快に言い切って、適度な大きさの粘菌とオオサンショウウオの切り身を用意する。

　そのまま流れるように宏がダンジョンで採取した謎の野菜や木の実、根菜などを準備し、食べ方を決定するために全ての食材の味やら何やらを確認。

　いくつものメニューが頭をよぎるが、調理する食材の種類と数を考えて、全部揚げ物にする事にする。味や肉質の問題からオオサンショウウオの切り身を唐揚げに、それ以外は全て天ぷらにする春菜。

　高熱で火を通してしまえば、大抵の問題は解決する。揚げ物を選んだ背景には、そういう思想もあったりする。

　その剛ごう毅きな料理方針に、全力でひく真琴。達也も微妙に心配そうだ。

「アク抜きとか、大丈夫なのか？」

「齧かじった感じ、火を通せば問題ないレベルだったよ」

「ならいいんだが……」

　春菜の言葉に、無理やり納得して完成を待つ事にする達也。

　真琴の方も不安を隠しきれないながら、下手に口を挟まない事にしたらしい。

「というわけで、完成」

「……澪は何作ってたんだ？」

「天つゆとお吸い物？」

「天ぷらだからまあ、普通よね」

　素材が全部謎である事を除けば、実に普通の話である。

「で、春菜がメニュー決めるより早く何か仕込んでたけど、ヒロは何してたんだ？」

「釜かま飯めしや」

　宏の言葉に、何の釜飯？　とは怖くて聞けない一同。

　ダンジョンで拾ってきたものを全て把握しているわけではないため、中身が想像できない。

「とりあえず、その天ぷらと唐揚げ食べ終わるぐらいに炊き上がるから、先そっちいこか」

　宏の言葉に、火にかけられて微妙に湯気を出している釜飯から視線をそらす。

　今日の夕食は、どうしてこうも覚悟が必要な内容なのか。

「それならまあ、先にこっちを食うか」

「そうね」

　正直なところ、瘴気たっぷり殺意バリバリだったダンジョンで回収した、まともに毒見もしてないような食材を山盛り使った天ぷらや唐揚げなどあまり食したいものではない。

　が、とりあえず唐揚げの方は、宏とアルチェムが材料であるオオサンショウウオの肉を一度食べているので問題はなかろう。昨日のリス肉も同様に問題なかった。

　故に、問題となるのは妙な寄生の仕方をしていたきのこや、イビルエントの一部分としか言いようがない木の実、根菜、木の葉の類だろう。

　もっと平たく言うなら、春菜が作った天ぷらが怖いのだ。

　普通に考えれば、あんなダンジョンに住んでいたモンスターの肉など、どれほど高度な料理人の手で毒抜きをしてもらっても怖くて下手に食えない気がするのだが、実際に食って確認した人間がいるものに関しては、未知の食材には腰が引け気味な達也と真琴もまったく文句を言わない。

「ん、いい感じ」

　特に構える事なく粘菌の天ぷらを口にした春菜が、満足げに頷く。

　その様子に大丈夫そうだと判断した真琴があとに続く。驚いた事に、味そのものはまいたけに似ており、天ぷらにするとなかなかの美味だ。

　澪はすでにサンショウウオの唐揚げを平らげている。こちらでのこの手の生き物は割合淡白な味のものが多いのだが、このサンショウウオはボスだけあってか、肉自体がなかなかしっかりした味をしており、食欲魔神の澪も大満足である。

「ふむ、それもうまそうだな」

「言うと思って、分けとります」

「すまんな」

　お供え物として別に分けてあった天ぷらとお吸い物、それから唐揚げをとりあえず麦焼酎と一緒に祭壇に供える。

「うむ、美味い」

「こんなところででっち上げた即席料理で申しわけないんですけど」

「美味ければ気にするような事でもあるまい」

　などと言い切って酒をかっ食らいながらどんどんお供えを平らげていくアランウェン。

　眷けん族ぞくの方は昨日たくさん食べたからか、食わせろと騒ぎ出す事はなかった。アランウェン本人がいるからか、周囲を囲んでぷかぷか浮くだけで、これといって口を開く様子も見せない。

「で、そろそろ釜飯がええ具合になりそうやけど」

「もう腹はくくってるから、とっとと用意して」

「了解や」

　真琴の催促を受け、釜の蓋を開けて中身をざっとかき混ぜる。先に一膳ぜん分をよそって祭壇に供えると、残りを大体等分に盛って配っていく。

「で、結局何の釜飯なんだ？」

「季節の釜飯、森のダンジョン風味やけど？」

「……回答になってねえ……」

　宏のあまりな回答に呻うめくように突っ込みながら、魚のようなものが入った釜飯を食べる。

　美味い。美味いのだが……。

「宏君。この魚、何？」

「多分、サンショウウオの取り巻きやったはずの魚」

「取り巻きだったはず、ってのはどういう事だ？」

「速攻で陸の上に引きずり上げたもんやから、基本なんもできんままアルチェムに止とどめ刺されとったわけやけど、何か？」

　宏の回答に、視線がアルチェムに集中する。

　アランウェンの存在に緊張し、萎い縮しゅくしたまま非常に大人しい食事を続けていたアルチェムが、突然向けられた視線にびっくりして硬直する。どうせ宏はしらばっくれるだろうと、達也が代表でアルチェムに確認をとる。

「今の話は？」

「えっとですね。一番最初、陸に引っ張り出すためにヒロシさんが水に入ってスマッシュでサンショウウオを跳ね飛ばしたわけなんですけど……」

「けど？」

「その時一緒に巻き込まれたらしくて、サンショウウオの体に弾き飛ばされた魚が地べたをびちびち跳ね回ってまして……」

「邪魔だからしめた、と」

　達也の言葉に頷くアルチェム。

　それで大体出所が分かったところで、大人しく一緒に添えられたごく普通のたくあんなどと一緒に黙々と平らげていく一同。

「美味いものをそんな辛気臭い雰囲気で食うのはどうかと思うが」

　魚の出所ひとつで妙に辛気臭い雰囲気になった事に、アランウェンが不思議そうに言葉を発する。

「ちょっと食材がねえ」

「ロックボアやワイバーンを食っているのなら、今更だろうに。あのダンジョンも、構造としては性根が相当曲がってはいるが、肉や魚で食えないものはいなかったように思えるが？」

「理屈で分かってるのと、実際に経験してるのとではいろいろ違うんですよ……」

「そういうものか」

　納得したようなしていないような、という風情で達也の一連の言葉に頷くと、供えられた麦焼酎を飲み干し、ドワーフ殺しの瓶を新たに開けるアランウェン。

　素面しらふでやってられるか、という感じの飲み方に見えなくもないが、さすがに神様だけあって酔っ払う気配はまったくない。

「さて、飯も終わった事だし、一杯やりながら本題に入るとしようか。付き合え」

「さすがに、俺はそのドワーフ殺しは無理ですが……」

「好きな酒を飲めばよかろう。酒蔵ぐらいあるのだろう？」

　アランウェンの言葉にしぶしぶ頷くと、とりあえず焼酎を一本引っ張り出す。

　未成年組はさすがに酒はまずいという事で、とりあえず適当に用意したバウムクーヘンとフルーツジュースで代用する。

　こうして、ようやく本来の目的であるアランウェンにいろいろ聞くというところにこぎつけた一行であった。
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「さて、まずはアルチェムの巫み女ことしての覚かく醒せいと、眷族の解放に協力してくれた事に礼を言おう」

「まあ、成り行きみたいなもんやし、そこは礼を言われる筋の話でもありませんで」

「こういう事は、けじめだからな」

　元々そのつもりで宏達にアルチェムを押し付けたくせに、妙にまじめぶって言うアランウェン。

　その雰囲気だけは賢人という風情をたたえているが、前に並んでいる酒瓶が微妙に台無し感を演出している。

「アルチェム。イビルエントの時に聞いた声は、今もちゃんと聞こえているか？」

「はい」

「その声を聞き、向き合っていくのがお前の役割だ。さすがにまだウルスの姫ひめ巫み女こほどの力は使えまいが、お前はエルフだ。時間はいくらでもある」

「日々、精進してゆきます」

「あまり肩ひじ張る必要はないぞ。努力して腕が伸びるようなものでもない」

　アランウェンにたしなめられても、今一歩肩から力が抜けない感じのアルチェム。

　そんな彼女を思わず生温かい視線で見守ってしまう一同。

「こちらからもいくつか用件はあるが、まずはそちらの聞きたい事を聞いておこう」

　アランウェンから振られて、アイコンタクトで役割を押し付けあう。

　結局最年長で一番常識人で、もっとも切実に帰りたい達也が代表で口を開く事に。

「いくつか質問はありますが、まず最初に一つ」

「うむ」

「私達は、向こうに帰る事はできるのでしょうか？」

　一番最初に核心を突いた質問を飛ばす達也。

　それを聞いたアランウェンが、やはりそこからかという表情で酒を一口飲み回答を返す。

「それに関しては、アルフェミナから伝言がある。帰る方法はちゃんと存在していると伝えておけ、とな」

　非常にあっさりと知りたい事を教えてくれたアランウェンに対し、さすが神様と感心しながらも動揺を抑えきれない日本人達。

　無いといわれる覚悟もしていたため、ありがたいといえばありがたいのだが、実現できる方法なのかどうかが分からない以上、まだ素直には喜べない。

「その方法は？」

「私の管かん轄かつ外がいだから知らぬ。が、お前達の同類は全て、向こうに帰っていると聞いている」

「なるほど、それはつまり……」

「方法は知らんが、不可能な方法ではない、という事だな」

　詳しくは三女神に聞け、と言われて思わず困った顔をしてしまう一同。

　ウルスにいる間にそういう話をしたかったのに、アルフェミナが何一つまともに話してくれなかったのだ。割と頻繁にエルの口を通していろいろと会話はしたのだが、オンオフが激しくて、落ち着いて話をする機会には恵まれなかったのである。

「まあ、アルフェミナは今、地味にいろいろ忙しいからな」

「エルの体に頻繁に降りとるくせに？」

「ある程度の頻度で巫女の体に降りておかねば、リンクが切れやすくなるからな。それに、現在の巫女は歴代で最も力が強く、また就任した年齢も屈指の幼さだと聞く。今のうちから体を慣らしておいたほうが、後々いろいろと便利だ」

「それ、降りるたびに寿命に影響する、っちゅうんは？」

「初代を超えるほどの資質となると、早死にする方向での影響はなかろう」

「なるほど……」

　それはそれで物騒な、と言いたくなる回答に微妙に納得し、よくよく考えれば聞きたい事がほぼ終わったのではないか、という事に気がつく。

「他には？」

「あの、アルフェミナ様からの伝言、なぜ今回の話し合いの一番最初に教えてもらえなかったのでしょうか？」

「こちらへの移住を望む可能性もあるから、聞かれるまでは言う必要がないと、アルフェミナから言われておってな」

「……もしかして」

「こちらに迷い込んできた連中、全てが故郷に戻る事を望んだわけではない、という事だ」

　どうにも、歴史の裏側にはいろいろな話がありそうだ。

　所しょ詮せんあいまいな歴史書と童話もどきだけでしか確認していない話なので、ある意味当然だろう。

「まあ、たいした意味はなかろうが、知られざる大陸からの客人について詳しく知りたければ、禁書『フェアリーテイル・クロニクル』を探せ」

「……！」

「それって！」

「お前達がやっていた、ＶＲＭＭＯとやらの名前と同じだろう？」

　唐突に出てきた名前に、今度こそ動揺を隠し切れない日本人達。

　いくつか知らない単語に加え、禁書のタイトルに対する凄すさまじいまでの動揺を見せる日本人達に対して、不思議そうな視線を送るアルチェム。

「アルチェムよ。今の話は、こちら側の人間には関係のない話だ。忘れる必要はないが、気にしたところでまったく意味はない」

「分かりました」

　神様が言うのだから間違いないのだろう。そうあっさり納得して、さっくり疑問を捨て去るアルチェム。知らなくても困らないことを穿ほじくり返す趣味は持ち合わせていない。

「その名前が出てくるということは、この世界はやっぱりゲームと同じ？」

「あくまでも極度に似ているだけだ。思い当たる部分はあるだろう？」

「それはもう、山ほどあります……」

「人間が物語という形で空想している世界は、大体同じような世界がどこかに存在していると思え。詳しい理屈は知らんがな」

　そのアランウェンの言葉に、知っても意味のないことだと頭を切り替える宏達。

　実際、この世界がゲームの世界そのものだろうがそうでなかろうが、今更どうでもいい話である。

「で、『フェアリーテイル・クロニクル』が禁書というのは？」

「そちらでの扱いは知らんが、こちらでの『フェアリーテイル・クロニクル』は、この世界の御お伽とぎ噺ばなし、その全ての成り立ちと裏側の事情を余すことなく記載しているからな。当然都合の悪い事実も山ほどあるだろう」

「うわあ……」

「他に質問は？」

　アランウェンから聞き返され、いろいろ衝撃的な話に混乱する頭を必死に回転させながら漏れがないかを確認しなおす。が、微妙に空回り気味の思考では効果的な質問などすぐに出てくるはずもなく……。

「その、『フェアリーテイル・クロニクル』はどこに？」

「ルーフェウスの大図書館あたりにあるのではないか？　管轄外だから、他にありそうな場所など知らん」

　聞いてからいまいちだと思った質問に対して、身も蓋もない回答が返ってくる。

「さて、その様子ではどうやら、今はまともな質問は思いつかんようだな」

「すんません……」

「なに、私は他の神に比べれば比較的暇だからな。聞きたいことがあれば、また聞きにくればよい」

「ほんまにすんません」

　妙に恐縮して見せる宏。

　その様子に失笑を漏らしつつ、自身の用件を済ませることにするアランウェン。

「さて、ではこちらの用件に入ろう」

「俺達に何か？」

「言葉だけでなく、実用的な礼をしておこうかと思ってな」

　そういうと、軽く手を上下に振る。

　指先から溢あふれ出た光が、五人を包み込む。

「えっ？」

「今のは？」

「とりあえず、森の中で役に立つあれこれの技を、二年ほど修練すれば身につけられるであろう程度に刻み込んでおいた。それと、宏、春菜、澪だったか？」

「私達、ですか？」

「ああ。お前達は土木と農業の技を身につけているようだから、そのための知識と感覚を少しばかり引き出しておいた。あまりやると大地母神の領域に引っかかってエルザがうるさいから、神の技に届くほどではないがな」

「いや、今回の頼み事ぐらいで届いたら、それはそれでまずいですやん」

　そんな微妙な会話を続けていると、唐突に澪の様子がおかしくなる。

「どうしたんだ、澪？」

「す、すごい力が……」

「えっ？　……もしかして!?」

「うむ。春菜、お前のオーバー・アクセラレートに相当する弓の技を澪に伝授した」

　あまりの大盤振る舞いに、思わず絶句する一行。

「……この程度のことで、そこまでしてもらうんはちょっと……」

「ダンジョンを一つつぶして、地脈を浄化して、さらに神殿の修復と結界の強化までした報酬と考えれば、それほどおかしなものでもなかろう？」

「だ、だけど……」

「所詮、われわれ神など、意思と人格を持った舞台装置に過ぎん。舞台装置として許される以上のことはできんからな」

　またしてもあまり知りたくない裏側をもらし、新たに封を切ったドワーフ殺しをあおるアランウェン。さすが神様、本当にざるだ。

「何か、あたしと達也はあんまり強化された感じがしないんだけど……」

「魔法使いは微妙に管轄が違うからな。いろいろ使えそうな魔法は伝授しておいたから、それでしばらくはしのいでくれ」

「いや、伝授してもらえただけで十分なんで、そこは気にしないでください。ですけど、確かに俺はともかく真琴が微妙なのは気になりますね」

「相性の問題もあるが、出し惜しみしている人間にわざわざ新しい技を与えるのも、と思ってな」

「出し惜しみって、もしかして刀のことですか？」

「他に何がある？」

　アランウェンの言葉に、なんともいえない表情になってしまう真琴。

　確かに、スキルの充実度合いで言えば、大剣より刀の方が上だ。だが、刀という武器そのものの限界に負けて転向してからずいぶん経つ。今更戻しても勘を取り戻せるかどうかは微妙だ。

「せっかく、神の武器を打てる男がいるのだ。こき使って本領を発揮してはどうだ？」

「武器だけの問題じゃ……」

「一度体に刻み込まれた技など、そう簡単には忘れん。言い訳している暇があれば、一回でも多く武器を振れ」

　そのまま、これで話は終わりだと言わんばかりに無理に酒盛りに年長者二人を巻き込むアランウェン。

　アランウェンとの邂かい逅こうは、いろんな意味で物事が動く新たなきっかけとなったのであった。








エルフの森編　エピローグ






「オルテムよ～！」

「私達は～！」

「帰ってきた～!!」

　アランウェンと酒盛りをした翌日。一行は、なんだかんだで二日も留守にする羽目になったオルテム村に、ようやく戻ってくる事ができた。

　道中、今後少しでも行き来しやすいようにと道をふさぐ雑草を刈り、木を切り倒し、ある程度道として成立するように作業しながらだったため、村に到着した時にはすでに昼を過ぎ、太陽が随分と傾いていた。

「アルチェム、無事だっただか!?」

「心配したんだべ！」

　村に入ると同時に叫び出したオクトガル達をきっちりスルーし、我先にとアルチェムの様子を確認するエルフ達。彼らの顔には、一様に安あん堵どの表情が浮かんでいた。

「遅くなってごめんなさい。ダンジョンとか神殿の補修とかいろいろあってすぐに帰ってこれなかったんです」

「よかよか。無事に帰ってこれたなら、それだけでよか」

　年長のエルフ女性が、涙を湛たたえながらアルチェムを抱きしめて言う。

　おっさんどもと結託してアルチェムの性教育をいろいろと歪ゆがめていた張本人の一人だが、やはり人一倍の愛情は持ち合わせているらしい。アルチェムにおかしな性教育を施していたのも、ある種の親愛の表現のようなものだから、当然と言えば当然だろう。

　外野のお堅い価値観の持ち主なら、その表現の仕方はどうかと小一時間ほど問い詰めたくはあるだろうが。

「だどもチェム……」

「はい？」

「たった二日で、えらく変わっただなあ」

「んだんだ」

　ひとしきりアルチェムの無事を確認し帰還を喜び合ったところで、ゴヴェジョンが彼女をしげしげと観察した後にそんな事を言い出す。

　フォレダンや他の人間も同じ感想を抱いたらしい。

「そんなに変わりましたか？」

「えらく綺き麗れいになっただよ」

「んだ。それに、なんか風格のようなものが滲にじみ出てるべ」

「立派になっただ」

「元々胸は立派だっただがなあ」

　そんな風にアルチェムの変化を口々に語り合う村人達。

　二百から三百歳ぐらいのまだまだ若いエルフなどは、不思議そうに首をかしげるアルチェムに一瞬見とれ、目が合った時に恥ずかしそうに視線をそらしている。

「まあ、風格っちゅうんは心当たりあるわ」

「チェムちゃん覚かく醒せい～」

「巫み女こ巫女～」

「ナ～ス？」

「……そういうネタはいい」

　微妙に危険なネタを挟むオクトガルに、空気を読めとばかりに突っ込みを入れる澪みお。ネタがなんとなく分かるため、微妙に居心地が悪い。

「覚醒だか？」

「何ぞ、アランウェン様の巫女として大事な能力を身につけたらしゅうてな。まだまだ使いこなせてへん、みたいな事は言うとったけど、そういう面では一皮むけた、っちゅうことやろう」

「なるほど」

　アルチェムの変化、その一方については、宏ひろし達の説明で大体理解する。

　だが、それだけではもう一つの綺麗になった理由は説明できない。

　もっとも、比較的狭いコミュニティの中とはいえ、さすがに人生経験豊富なエルフ達。

　特に年長者は説明する宏の顔を見たアルチェムの態度で、なんとなくいろいろと悟る。

「アルチェムさも、女になっただか」

「こらまた二重にめでたいべ」

「えっ？　えっ？」

「子供さいつこさえるだ？」

「えっ？　あの？」

　何やら早合点した幾人かが、先走った事を言い出す。その言葉に便乗して、オクトガル達が騒ぎ出す。

「チェムちゃんらぶらぶ～」

「ライバル多い～」

「泥沼の多角関係～」

「遺体遺棄～」

「だから物騒な事を言うなって……」

　隙すきあらば遺体を遺棄しようとするオクトガルに、疲れたように突っ込みを入れる達たつ也や。今回の場合、微妙に洒しゃ落れになっていないところが怖い。

「ほほう？」

「ヒロシさ、そんなにもてるだか？」

「おなごさ怖えのに大変だなあ」

「こりゃ、まだ乙女のままだべな」

　オクトガル達の言葉と、子供だなんだと言い出したあたりで微妙な変化を見せた春はる菜なと澪の態度から、そんな風に結論を出すエルフ達。

　他人の色恋沙ざ汰たが好物なのは、何も女だけではないのである。

「とりあえず気になったんだけど、いい？」

「なんだべ？」

「アルチェムと宏が仮に子供作ったとして、その子はハーフエルフよね？」

「なんか、いきなり非常に物騒であり得へん話、振られてる気がするんやけど……」

　真ま琴ことがエルフ達に振った質問、それに対する宏のコメントに、今までからかわれて恥ずかしがっていたアルチェムが微妙にぐさっと来た感じの表情を浮かべる。

　もっとも、宏に子作りするか？　などと聞けば、相手が誰であろうとあり得ないと答えるのだから、別にアルチェムに対して何か不満があるわけではないのだろうが。

「確かにハーフエルフだべが、それがどうしただ？」

「エルフって、割とそういうの嫌いそうだからどうなのかなって？」

「子供は子供だべ。ハーフだろうが純血だろうが関係ねえだ」

「んだんだ。親の方には寿命の違いに対しての覚悟さ問い詰めるだが、子供にゃ関係ねえべ」

「子供っつうんは世間でも可愛がって褒めて叱しかって育てるもんだべ。ハーフだからってだけで村八分とか、大人がすることじゃねえだ」

　どうやら、エルフ的にはハーフとか特に関係ないらしい。

　つくづく一般的なイメージとはずれた連中である。

「まあ、そっちが別にハーフでもいいってんだったら、後は当人の問題だからいいんだけどさ」

「んだ。まあ、他よ所その村にゃハーフはアウトって掟おきてのとこもあるみてえだが、うちはそんな小せえ事は言わねえだ」

　さすがに南部大森林地帯で最大規模のエルフの村だけの事はあってか、この村は種族という点ではかなり懐が広いようだ。

「だども、ありゃあかなり難儀だべ」

「あの男、前に事故でアルチェムさに押し倒された時、今にも胃の中身さぶちまけそうな顔してただよ」

「女性恐怖症～」

「一周回ってヤリ捨て男～」

「だからろくでもない事言うんじゃねえ……」

　エルフ達のわけ知り顔での会話、その尻馬に乗ってろくでもない事を言い出すオクトガルに突っ込みを入れ、そのままため息をつく達也。

　正直むしろ一周回ってヤリ捨てるだけの根性があれば、いろんな意味でもう少しましなんじゃないかと思わなくもない。

　だが、そうなればそうなったで他の心配事が付いて回るわけで、正直面倒なことこの上ない。

「それにしても、おめえら結構長い事見かけなかっただが、どこさほっつき歩いてたんだべ？」

「ダンジョン～」

「異界化発生～」

「巻き込まれた～」

「脱出不能～」

「そら大変だっただなあ」

　合体分離を繰り返しながら、断片的な単語で端的に説明を終えるオクトガル達。

　それだけで大体の事情を察したエルフ達が、巻き込まれてダンジョン生活をしていたオクトガル達と、それを救出したであろう宏達双方にねぎらいの言葉をかける。

「何にしてもいろいろめでたい事さあっただし、今日は宴会だべ！」

「んだんだ！」

　この中で最年長のエルフが声を上げ、周りにいた連中が一斉に同意の声を上げる。

　この日、村のエルフ達は史上最速で残りの仕事を終え、村の歴史始まって以来の大宴会のために全力で突っ走るのであった。




　　　　☆




「マルゲリータ、第一陣が焼けたよ～」

「揚げ物各種、完成」

　折角だからと手伝いを買ってでて、宴会料理の定番的なものをいくつか用意している春菜と澪。

　ピザはわざわざ宏に即席の石窯を作らせて何枚も一気に焼き、揚げ物にしても屋台で使っていた機材をありったけ用意して、流れ作業でどんどん揚げている。

　先ほどまで手伝っていた宏は、別の作業のため席を外している。

　宏が席を外した当初こそどことなく挙動不審だった春菜だが、あまりの忙しさにすぐに平常運転に戻り、今では完全に料理脳に切り替わっている。

「豚の角煮も、そろそろいい感じ」

「春はる姉ねえ、揚げだし豆腐のダシ、これでいい？」

「ん、こんなもんかな？　あ、アルチェムさん、蒸し鳥とか適当に配ってきて」

「了解です」

　恐ろしい手際で次々と料理を完成させ、方々で焚たき火びを囲んでいるエルフ達にばらまいていく。

　が、さすがに人数が人数である。村人達もエルフ料理（というほど大層なものではないが）を作って配はい膳ぜんしてはいるが、食べる口の数と胃袋の大きさが桁けた違いで、なかなか追いつかない。

　最初から全員に全ての料理を行きわたらせることは諦あきらめているが、それでもできる限り大勢に食べてもらえるよう、物量を増やす以外にもいろいろ工夫はしている。

　煮え具合の管理が難しい角煮や豆腐の量が厳しい揚げだし豆腐はともかく、それ以外の揚げ物や蒸し物、ピザなどはエルフ達も作り方を覚え、勝手にどんどん作ってくれている。

　特にピザは大判のものを焼いているため、十六等分しても一人頭はなかなかの大きさになる。材料も十分にあり一度に十枚以上焼き上がるため、上う手まくやれば全員に行きわたるかもしれない。

「お前さん方は、そろそろ向こうさ行っとくれ」

「いいの？」

「まだまだいっぱい作らなきゃいけないと思うけど」

「お前さん方の料理も、大体全員に一品ずつぐれえは行きわたってるべ。それに、今日の主役さいつまでも働かせとくわけにもいがねえだ」

　年配のエルフにそう言われ、他のエルフ達にも頷うなずかれた春菜と澪は、その申し出を受け入れ達也達と合流する事に。

「そういえば、ヒロシさんはどこに？」

「師匠なら、一番大きな焚火の前でたこ焼き焼いてくるって」

「そろそろ始まる頃かな？」

「たこ焼き、ですか？」

　澪が口にした正体不明の単語に首をかしげるアルチェム。

　それに気がつき、実物を見たほうが早いと言うわけで、宏のところに連れていく事にする二人。

　中央の焚火前には、人だかりだけでなくオクトガルの塊までできていた。

「関西名物たこ焼き屋台、今から開店や。数量限定やから、早いもん勝ちやで～」

　そんな気の抜ける口上とともに、例によって例の如ごとく無駄に洗練された無駄のない流麗な手際でたこ焼きを仕込む宏。その見事な手際にどよめきの声が上がり、さらに人が増える。

「兄ちゃん、入ってる具は何だべ？」

「天カスにネギに紅ショウガ、あとはメインのタコやな」

「タコだべか？」

「因ちなみにこういうやつ」

　火が通るのを待つ間、とりあえず説明のために袋から処理する前のものを取り出して見せる。

　それを見たエルフ達が、ああ、みたいな顔をする。

「ランパスみたいなもんだべか」

「ランパス？」

「この森にゃ、そのタコだべか？　それと似たようなのが木に登っとるでな」

「足の形とか頭の形とかいろいろ違うところはあるだが、まあ種類としては近いんでね？」

　ありがちと言えばありがちだが、この世界にはタコイカ系の陸上生物が普通に存在するらしく、ついでに言うと、貴重なタンパク源として普通に食っているようだ。

　なので、エルフ達にとっての認識はその程度である。が、

「きゃ～！」

「食べられる～！」

　ほぼ足の形も本数も同じオクトガルにとっては、似たようなもんだでは済まなかったらしい。青ざめながら散り散りになり、遠巻きにして宏を眺める。

「いやいや。さすがに自分らを食おうっちゅう気にはなれんわ」

　たこ焼きをくるくる手際よくひっくり返しながら、苦笑をにじませてそう窘たしなめる宏。

　実際、いくら足の形が同じだといっても、オクトガルとタコとではいろんな意味で見た目が違いすぎる。そもそもオクトガルに関しては、食べられるというイメージ自体が湧かない。

「本当に？」

「食べない？　食べない？」

「食わん食わん」

　そんな事を言いながら恐る恐る寄ってきたオクトガル達に、最初に焼き上がった分を振る舞う。

　湯気でゆらゆら踊る鰹かつお節ぶしが、私を食べてと誘っているような錯覚を覚え、アツアツのたこ焼きを口に運ぶオクトガル達。

「まいう～、まいう～！」

「う～ま～い～ぞ～！」

「三つ星の、通～！」

　どうやら猫舌とは無縁らしく、普通なら舌をやけどしそうなほど熱いたこ焼きをあっという間に平らげる。

　その様子を微笑ほほえましく見守りながら、次々と焼き上がった分をエルフ達に渡していく宏。

　いつの間にか混ざっていたフェアリーやフォレストジャイアントにも、体格に合わせて加減した分量を振る舞う。

「さて、仕込んだ材料もなくなったし、今回はこれでおしまいや」

「そりゃねえべ！」

「くう！　もっと早くに来ればよかっただ！」

「どうにもならねえだか？」

「さっきのタコじゃ駄目だか？」

　早い者勝ちという宣言どおり、最初に仕込んだタコが切れたところで店を畳もうとすると、方々からそんなブーイングが飛んでくる。

　その声に応えてやりたいとは思うものの、さっきのタコはちゃんとした処理をしていない物なので、すぐに食べられるわけではない。それに、紅ショウガも補充を忘れて使いきってしまい、先ほど慌てて仕込んだところなのでまだ十分に液がしみこんでいない。

「すぐには仕込まれへん材料も切れとるし、タコにしてもあれをそのままぶつ切りにして、っちゅうわけにもいかんねん。無い袖そでは振れんから、残念やけど今日はここで店じまいや」

　いかな宏といえども、無理なものは無理である。さらに言うなら、今から仕込みをやってというと、今度は彼が物を食う時間がなくなってしまう。

「もっと食べたい～」

「食べるの～」

「ちょうだ～い、ちょうだ～い」

　諦め悪くオクトガル達が自己主張し、何体かはちゃっかり自分達の分を確保していた春菜達から少し分けてもらう。

　その際、食べ終わったつまようじを持った自分の足を見て、

「……じゅるり」

　などとやっていたり、摩ま訶か不ふ思し議ぎな動き方をしたあと微妙にしょんぼりした感じの個体がどこからともなくまな板を取り出して、

「遺体遺棄～」

　と言って自分を調理するよう主張したりしていたが、明日以降にいろいろ用事が終わったら村の各地区を回って作るから、と説得すると全員大人しくなった。

「大盛況だったな」

「ええ事やけど、ウルス戻ったらタコをようさん仕入れとかんとなあ」

「案外あっさり転移陣の設置許可は下りそうな感じだよね」

「せやな。何するにしてもそれからやで」

　明日以降にやるべき事を軽く話し合いながら、熊肉をケバブのように大きな串に刺して炙あぶり、そぎ落として食べる料理を口にする一同。

　見れば角煮やピザなどは、しっかり自分達の分を確保してある。

「転移陣の設置って、どれぐらいかかるんですか？」

「まあ、二時間ぐらいやな」

「その程度でできるんですか」

「その代わり、設置に無茶苦茶魔力食うんやけどな」

　アルチェムの問いかけに軽く応え、追加のケバブにかじりつく。

　この料理はエルフが祝い事の時に食べるもので、今回はアルチェムの巫女としての覚醒とアランウェン神殿の改築が祝い事の口実となっている。

　複雑な味付けは何一つされていないが、果実や木の実をベースにきのこ類のダシで味を整えたタレがなかなかに美味で、ついつい食が進んでしまう。

「でも、アランウェン様の神殿以外にこれといって何があるわけでもないこの村に、どうして転移陣が必要なんでしょうか？」

「この辺、ウルスでは取れん薬草とかようさんあるし、ウルスで米作り始めたいから、そのためにノウハウ教えてもらえる人も欲しいしな」

「なるほど……」

　転移陣の設置目的を聞かせてもらい、深く納得するアルチェム。

　自分達の視点では何もない村だが、地域の違いを考えれば宝の山というのはよくあるのだろう。少なくとも、たまに来る商人はそういう主張をしていた。

「あ、そういえば、皆さんはいつまでこの村に？」

「転移陣の設置が終わったら、そのまま一いっ旦たんウルスに帰る予定や」

「そうなんですか……」

　転移陣を設置する以上、それほど長くこの村にいることはないだろう。

　それは分かっていたが、はっきり言われると寂しさを感じずにはいられない。

「他の神様の神殿にもいかなあかんし、転移陣の設置はちょうどいい区切りやと思うんよ」

「で、工房戻ったら次はダールか？」

「せやな。道順的にも今更北回りでフォーレに向かうんも変やし、イグレオス神殿も何かありそうやしな」

「ダールは南国系の食材が多かったはずだから、ちょっと楽しみかも」

　次の神殿について、そんな風に盛り上がる宏達。特に春菜はゲームの時にダールを拠点にしていた事もあり、この世界のダールがどうなっているのかはかなり気になっている。

「……あの、他の神様の神殿に伺うのであれば、私も皆さんについていって、いいですか？」

　他の神の神殿に向かう、と聞き、チャンスはここしかないとばかりにお願いを口にするアルチェム。アランウェンから、いずれ他の神殿の巫女に会いに行く必要があるかもしれないと言われていたので、ちゃんと正当な理由にもなる。

「いきなりそれ言われてもなあ……」

　突然のアルチェムの言葉に、ちょっと困ったような表情でお互いの顔を見る宏達。

　連れていく、という一点に関しては特に問題はない。

　巫女というアルチェムの立場を考えれば、ついていきたい理由もなんとなく分かる。

　問題があるとすれば、

「ちょっと連れ歩くのは不安」

「現状だと、あんまり一緒に旅する女体が増えるとなあ」

　というコメントが全てだろう。

「やっぱり、駄目ですか……」

「絶対駄目、っていうわけでもないんだけど、事が事だからちょっと気軽には頷けないよ」

「っていうか、アルチェム。あんた巫女でしょ？　ホイホイ村出歩いていいの？」

　真琴の質問に、巫女が出歩くと何かまずい事があったかな？　という表情を浮かべるアルチェム。

　元々こちらのシャーマン系の人間は、神域の守護や祭さい祀しの長などの立場を兼任している人間は少ない。その上、アランウェンはそういう部分は大層アバウトで、極論お供え物さえあれば祭祀の類たぐいをしなくても守護に手を抜いたりはしない。

　彼に限らず、こちらで神の名を持つ存在は大抵そんな感じである。

　故に、巫女とはいっても単に神々が身近にいて見守っている以上の意味はない事の方が多く、アルチェムなどはその典型である。

　むしろ、祭祀の長としてたくさんの儀式をこなしているエアリスの方が、この世界の巫女としては少数派だろう。

　もっとも、彼女の場合は王族や姫ひめ巫み女ことしての権威を強くするために、そういった祭祀が必要だという側面もあるため、一概にアルフェミナの巫女が特殊だとは言い切れないのだが。

「……なるほど。巫女と祭祀とか神域の守護とか、そういうものは直接関係ないわけか」

「というか、もう何代も前の巫女様の頃から、アランウェン様のお祭りとか、ご本人が面倒だからいらないといってたので、やった事がありません」

「うわあ……」

　アルチェムの回答に、納得と呆あきれの入り混じったうめき声を漏らしてしまう春菜。

　昨日会った本人の様子や性格から察するに、酒とつまみをあてがっておけば特に文句を言わずに守護を続けてくれそうなのは事実だが、あまりに身も蓋ふたも、もっと言うなら威厳も風情もない話には呆れざるを得ない。

「とりあえず、むげに断るのもどうかと思う」

「澪、本音は？」

「エロトラブルに慣れたら、女性恐怖症もマシになる？」

「またスパルタね……」

　呆れるような真琴の言葉にえっへんとささやかな胸を張ってから、乳製品や小魚をメインにガンガン食事を続ける澪。チーズたっぷりのグラタンがいい感じだ。

「いきなり連れていくのは、いろんな意味でリスクが大きい。テレスとかノーラは旅にも慣れてるだろうし、農業指導ついでに工房で一カ月程度そういう方面の修行をして、旅慣れてる連中の許可が下りてから合流、でいいんじゃないか？」

「せやな。まずはウルスで都会に慣れるところからや」

　この物理的に閉鎖されている感じの村で暮らしてきたエルフが、いきなり外の貨幣経済が支配する社会に飛び込んでも上手くいくわけがない。まずは見知ったもののフォローを受けながら、ウルスという世界最大規模の大都市でヒューマンの貨幣経済に慣れたほうがいいだろう。

　宏達も旅慣れているわけではないので、アルチェムのそういう部分までフォローできるかどうかは、正直なところかなり微妙だ。

　別段、宏達もアルチェムが嫌いなわけではない。むしろ、個人としてはかなり好感を抱いているほうだろう。戦闘面でもそれ以外でも、特に足手まといというほど能力が劣っているわけでもない。

　ただ、エロトラブル発生体質に加え、外の世界を知らなさすぎる純粋培養の田舎者、という点がネックなだけであり、どちらか一つでもフォローの必要がなくなれば、ある程度はどうにかなる目途はつけられるのである。

　もっとも、一番大きな理由は、あまりにもしょんぼりされてしまい、断るのが大罪のような気分になってしまったからではあるが。

「つまりは？」

「工房で雇うから、そこで働いた給料で旅支度を整えよっか」

「はい！」

　宏達が出した結論に顔を輝かせ、迷う事なく頷くアルチェム。

　とりあえず最低限の折り合いをつける事ができて、何となくほっとしてしまう一同。

　実のところ、諸般の事情により、アルチェムとの合流が当初予定していたアズマ工房の一員という形ではなくなるのだが、当然この時の宏達はそんな事は知る由もない。

「話は終わっただか？」

　大体の結論が出たところで、比較的よく顔を見る中年に差し掛かったぐらいのエルフが、酒が回っている感じの顔で割り込んできた。

「大体結論は出たけど、どないしたん？」

「いや、そっちの姉ちゃん、大層歌さ上手いと聞いただが」

「あ、何か歌おうか？」

「頼んでいいだか？」

「喜んで」

　エルフのリクエストに応え、舞台代わりになっている一番大きな焚火の前に立つ。

　元々むやみやたらと存在感があって人目を引く春菜は、ただそれだけの行動で会場中の視線を集めてしまう。

「リクエストがあったので、私の故郷の歌をいくつか、歌わせていただきます」

　そう前置きをして、まずはしんみりとした、だが暗いわけではない歌を二曲連続で歌い始める。

　どことなく沖縄っぽい印象を与える音階のメロディに乗せて歌う、泣いて笑っていつの日か花を咲かそうという歌詞の曲から始め、遠い春よというフレーズが印象的な、日本語の美しさを感じさせる曲を続ける。

　アカペラで歌ったその二曲で、観衆の心をがっちりとつかむ事に成功する春菜。

　そのままの路線で続けていればいいのに、三曲目でいきなり方向がそれてしまうあたり、そろそろ本格的に残念美女の称号を贈るべきかもしれない。

「姉ちゃん！　○作歌ってけれ！」

「は～い！」

　わざわざリクエストを聞き入れ、三曲目としてフォレストジャイアント達の間で大流行中の木こりの歌を歌い始める。フォレストジャイアントだけでなく、予想外にエルフやフェアリー、ゴブリン達の食いつきも良かったため、だったらという事で一部歌詞を変えながら演歌特集に入る。

　田舎が嫌だから東京に出て牛を飼うという内容の歌を、テレビや車を適当なものに、東京をウルスに置き換えて朗々と歌い上げ、そのまま東京に出てしまった恋人に帰ってこいと呼びかけるリンゴ農家の男の歌に続ける。

　他にも孫の可愛さを歌い上げた歌や、女の情念たっぷりの難所越えの歌などを次々と歌い続ける。

「ワスらフェアリーの歌声には劣るだが、ヒューマンの歌も悪くねえだな」

「いや、ああいう歌ばかりだと思われても困るんだが……」

「勘違いするでねえべ。あくまで一番はフェアリーの歌だからな。別に、おめえらを認めたわけでねえだからな」

「こういうジャンルでツンデレやられても困るんだけど……」

　種族全体でツンデレをやっているフェアリーの、訛なまりのきつい口調での典型的なツンデレメッセージに何とも言えない表情を浮かべてしまう真琴。

　身長六十センチぐらいで体型バランスは大人のそれである彼らが、妖精の羽根という表現以外思いつかない羽根を動かして飛び回りながらド演歌を口ずさみ、その姿を見られると顔を真っ赤にして訛りのきつい口調でツンデレ的な照れ隠しをする。

　正直、そういう種族だと知っていても反応に困る光景である。

　実際のところ、この場で一番反応に困るのは、どう見ても欧米系の、それもすごぶる美女である春菜が、朗々とド演歌を歌っているいう光景なのは言うまでもない。

「あ、路線が変わった」

「でも、演歌じゃなくなっただけでアレな感じなのは変わってない……」

　あみだくじを引いて楽しい、というド○フの生放送コント番組を打倒したお笑い番組の代表的な一曲を歌い始めた春菜に、たまに突っ込みに回っているように見えても、やはりボケはボケかと深く再認識する達也と真琴。

　そんなこんなで、宴会はずっと盛り上がり続けるのであった。




　　　　☆




「本当に、いいんですね？」

「お主らには世話になったからのう。それに、これだけのセキュリティを固めてあるのじゃから、そうおかしな事にはなるまいて」

　翌日。長おさから許可を貰もらった宏達は、まずは転移陣を張るためにあてがわれた小屋を改装し、勝手に出入りできないようにするところからスタートした。

　そのやたらと厳重なセキュリティを見た長とアルチェムが目を丸くする中、さっさと地面に転移陣を焼き付け、魔力を通してスタンバイ状態にした宏が、一足先にウルスの工房まで戻る。

『テステス、マイクテス。聞こえとる？』

『テステス、聞こえますか？　こちらは感度良好』

　一時間ほどして、工房に戻った宏から通信が入る。

　ゲームじゃあるまいし、さすがにギルドカードではウルスと国境近くのエルフの村では通信距離が足りないので、わざわざそれ専用の通信アイテムを作ってある。

　因みに、こういうアイテムを預かるのは、大抵の場合は春菜である。伊だ達てに宏との付き合いが一番長いわけではない。

『こっちも感度良好。こっちは接続準備できたけど、やってもうてかまへんかな？』

『ちょっと待って、今確認をとるよ』

　宏の連絡を受け、最終確認に入る。

「向こうは準備できたって。あとは接続するだけって言ってるけど、接続して大丈夫？」

「ちょっと待って。念のためにチェックする」

　春菜から伝言を受け、もう一度不備がないかチェックする澪。

　不備があったからといって大爆発するとかそういう事はないのだが、いちいち何度もウルスとオルテムを転送石で行き来するのはいろんな意味で面倒くさい。やるなら一発で終わらせてしまいたいものである。

「ん。陣に不備はなし。魔力状態良好」

「もう一度確認しますが、接続してしまっていいんですね？」

「うむ。問題ない」

　アルチェムに支えられているとはいえ、立っている事自体が大儀そうな長が、それでも真剣な表情を維持して一つ頷く。長からのゴーサインが出たところで、宏にもう一度連絡をとる。

『接続していいって』

『了解。今から接続するから、念のためにちょっと離れとって』

『は～い』

　宏の指示を全員に伝え、十分に転移陣から距離を取ってからそれを伝え、陣の変化を見守る。

　連絡を入れてから十五秒ほどたったあたりで陣が光り始め、三十秒ほどで補助システムとして設置された六つの魔力結晶から魔力が放出される。転送範囲を確定させるかの如く光の輪が広がり、ある程度の広さになったところで今度は天井まで伸びる。一分ほどかけてそれらの一連の挙動が終わったところで、空中に何やら文字らしい模様が浮かび上がる。

「接続完了だって」

「もっと時間がかかるかと思ってたよ」

　一同の心情を、春菜が代弁する。転移陣という重要なシステムがこんなに短時間でできるのは、さすがに釈然としないものがあるのも当然であろう。

「師匠の魔力量だからできること」

「そうなの？」

「普通は設置準備だけでも、三人ぐらいで丸一日以上の儀式が必要」

「なるほど……」

　基本的にものづくり以外で魔力を使わない男なのでピンと来づらいが、宏の魔力は、その気になればウルスを壊滅させられるバルドよりも多い。精神ほど知力の能力値が高くないので魔法攻撃力は上の下程度でしかないのだが、生産とか生活関係の魔法しか使えない事を考えると、むしろ無駄に高いといっていいだろう。

　なお、ゲームの時の知力というのは、感覚とよく似た性質を持つ数値であった。いわゆる頭の良し悪しや勉強ができるできないというより、気がつくかつかないかとか、直感的に理解できるかできないかを現した数値である。

　この数値が高いと魔法攻撃力が上がる以外にも、感覚と同じくいろんな場面であれこれヒントが出てくるようになる。感覚との違いは、理性か本能かと言い換えれば分かりやすいだろう。

「で、もう使えるんだよな？」

「使える」

「あ、でもちょっと待って。今から宏君が、テストを兼ねてこっちに戻ってくるんだって」

　春菜の言葉が終わるか終らないかというタイミングで転移陣が光り、宏の姿が現れる。

「転送テストも成功やな」

「いきなり本人がテストせずに、先に何か小物でも送ってきなさいよ」

「面倒やし、別にええやん」

　真琴の注意をあっさり受け流し、通信機に向かって小声で何やら呟つぶやく宏。その直後、再び転移陣が光り輝き、今度はテレスとノーラが出現する。

「うわあ、本当につながってる……」

「親方に関しては今更といえば今更なのですが、それでもいろいろどん引きなのです……」

　出てきてすぐに、いろいろ失礼な第一声を漏らしながら、周囲をぐるりと見渡す二人。

　そんなあまりにありがたみのないテレスの帰還に、目を丸くして絶句したまままだ立ち直れない長とアルチェム。

　そんな二人と目が合ったところで、思わずあっと言いながら口元を手で隠すテレス。

　微妙な沈黙の後、一つ咳せき払いをして誤魔化し、二年ぶりぐらいに顔を合わせた長に対して帰還の挨拶をする。

「ご無沙汰しておりました」

「う、うむ。息そく災さいで何よりじゃ」

「アルチェムも久しぶり。ファーレーン語は、上達した？」

「そんなに聞き苦しくない程度には、普通に話せてると思うんだけど……」

「ん、問題ない、かな」

　後にオルテム村だけでなく、エルフ族全体でも一番の薬師となるテレス。

　その彼女の初めての帰還は、実に締まりのない微妙なものになるのであった。




　なお、余談ながら、

「……ハニーがウルスに戻ってる気がする……」

　乗合馬車でダールを目指している最中の元暗殺者が、野生の勘のようなものを働かせてそんなコメントを漏らしたのはここだけの話である。






エルフの森編　後日談その一






「よく考えたら、もうじき四月よねえ……」

「せやなあ。もうそろそろ、向こうやと花見のシーズンやなあ」

　ウルスは旧スラム地区の実験農場。

　それぞれの畑に大八車に満載した苗を運搬している最中に、思いついたように真ま琴ことが呟つぶやく。

　その呟きに同意し、この時期のイベントを思い起こす宏ひろし。

　なお、田植えにはまだ少々早い事から、稲の苗は用意していない。

「さすがにウルスにゃ桜はあらへんし、今回は花見は無理やな」

「そうね。というか、そもそもこっちに桜ってあるの？」

「ゲームん時はどうやったか覚えてへん。まあ、近い品種から地道に改良はできるんちゃうか？」

「やっぱりそっちに行くのね……」

　いつものように気の長い話をし始めた宏に、呆あきれたように突っ込みを入れる真琴。

　いくら宏といえど、花見ができるほどの数の桜を用意し、この土地で定着させるには十年単位の時間がかかるだろう。

　正直、真琴としては、そこまで長い期間こちらに居るのはまっぴらごめんである。ウルスでの生活は気に入っているが、それとこれとは別問題だ。

　それに、そんな長い期間達たつ也やを嫁と引き離すのも問題である。

「それにしても、あのスラムがここまで様変わりするとはねえ」

「そらもう、頑張ったから」

「頑張った、ってレベルでもなさそうなところがすごいわよねえ」

　もはや元の面影などかけらも残っていないスラム地区を見渡して、呆れと感心の入り混じった口調で言葉を漏らす真琴。今彼らが歩いているあたりも、真琴が来た当初は異臭がする、とまではいかないまでも、けして清潔な場所ではなかった。

　それが今やゴミ一つ落ちていない手入れの行きとどいた畑の畔あぜ道みちに化けており、もはやスラムという名前とはかけ離れた姿になっている。

　ウルスのスラムは、世帯数が辛かろうじて四桁けたに届いていない程度の規模だった。衛生状態の悪さから入れ替わりが激しい事もあり、人口でいえば五千人のラインを行ったり来たりする程度。

　占有していた土地は小規模な農村の農地以外をひっくるめたぐらいの大きさではあるが、オルテム村の同様のスペースにはまったく届かない。

　面積はいわゆる小規模な農村に分類されるレイテ村のそれらより何割か大きいぐらいだが、ピーク時の人口は十倍近くスラムの方が多い、と言えば大体の規模は分かるだろうか。

　スラムである以上、住めなくなって放置されているスペースもあるので、それらのデッドスペースを足せばもう少し広くなる。

　その大きさの土地の土壌改良を行い、さらに面積を拡張して畑にし、止とどめに元々の住民のために低層とはいえ集合住宅を何軒か完成させるという作業を、わずか三カ月程度で完了させてしまった事を、ただ頑張ったの一言で済ませるのはいかがなものか。真琴的にはそこのところを小一時間ほど問い詰めたい。特に、集合住宅を着工から一週間で全て完成させた点については。

　実のところ、宏達が直接関わったのは土壌改良の一カ月間のみ、集合住宅も一番最初の仮設住宅一軒だけなのだが、そもそも土壌改良が一カ月で完了する事自体おかしいので、すごさは全然変わらない。

「それにしても、もうすぐ一年か～」

「真琴さん来たの、六月頃やっけ？」

「そそ。多分六月頭。あの頃は右も左も分からなかったし、暦がどうなのかもはっきり知らなかったから、正確な日付は分かんないんだけどね」

「それは僕らも同じやで。まあ、春はる菜なさんやったら何日経ったとか覚えとるやろうから、こっちに飛ばされた正確な日付も分かるやろうけど」

「まあ、普通そうよね」

　宏の言葉に頷うなずく真琴。

　何かにメモでもしていない限り、普通はカレンダーなしで何日日付が経過したかを覚えている事は難しい。実際のところ、春菜とて何日経ったかをカウントしているわけではなく、毎日何があったかとどういう順序で起こったかを覚えているだけである。

　さらに言うなら、春菜の記憶力というのはデータベースやインターネット検索などと同じようなもので、キーワードが無ければ覚えている事を思い出せない。平常心でない状況だと思い出すのに時間がかかったり、その場では思い出せなかったりする事も珍しくない。

「何にしても、まず確実にこっちに来てから二回目の誕生日を迎える事になりそうよ」

「真琴さんって、いつが誕生日なん？」

「六月十三日ね」

「飛ばされてきて割とすぐやねんなあ」

「そうね。因ちなみにあんたは？」

「僕は七月二十七日やな。小学校の頃はクラスでお誕生日おめでとうがあるんやけど、夏休み中やから一回も言うてもらった事なかったわ。それに、飛ばされた時はもう八月なってるから、一回飛んどるし」

　なかなか不ふ憫びんな話をしてのける宏に、微妙に反応に困る真琴。いまだ達也ぐらいしか詳細を知らない中学時代の話以外にも、いろいろと地味に可哀想な経歴を持っている男である。

　なお、ここでこの世界の暦について簡単に説明しておくと、一カ月は奇数月が三十一日、偶数月が三十日で、十一月の三十一日はうるう年だけ存在する。

　一日は二十四時間で一時間は六十分、一秒の長さも大体同じだが、実は直径が地球より大きくて自転も速く、そのせいか重力も若干大きいのだが、こちらに飛ばされてきた地球人は皆、元の世界よりも身体能力が跳ね上がっているため、その違いに気がつく事はなかった。もっとも、もともと誤差の範囲に近いので、身体能力に関係なく気がつかなかった可能性は高いが。

　この世界では早くから高高度の空を飛んで長距離移動する人間が存在したため、自分達の住む大地が球体をしている事は大昔から知られていた。そのためか、時間関係は早くから今の形に落ち着いていたのだが、そこに至るまでのあれこれの苦労についてはここでは省く。

「そういえば、達也とか澪みおは誕生日どうなのかしら？」

「聞いてへんから知らん。ただ、話題に出てへんっちゅうことは、一回目はもう過ぎとる可能性が高いで」

「そうね」

「過ぎてるって、何が？」

　苗をおろしながらの会話に、昼代わりのカレーパンを持ってきた春菜が食いつく。ちょうどいいので、今までの話題をそのまま春菜に振る事にする二人。

「いやな、もうすぐ四月やなあ、っちゅう話しとって」

「で、もうじき、あたしがこっちに来てから一年になるんだなあ、って」

「そっから、誕生日の話題になってん」

「そっか、なるほど。確かに達也さん達でも半年だから、誕生日の一つや二つは、って、誕生日……？　……ああ～！」

　誕生日という単語に、突然素すっ頓とん狂きょうな声を上げる春菜。

　その様子に、思わず一歩引く二人。

「いきなりでかい声出して、どないしたんよ？」

「もうすぐ、私誕生日じゃない！」

「その歳で自分の誕生日忘れてるって、どうなのよ？」

　春菜のあれで何な発言に、思わず微妙な表情で突っ込みを入れる真琴。

「因みにいつ？」

「四月一日」

「それって……」

「ん。あと一日ずれてたら、学年が一個下だったんだよね」

　何かを察した真琴の言葉に、苦笑しながら答える春菜。

　当然春休みの最中なので、宏同様少なくとも学校でお誕生日おめでとうを言ってもらった事はない。小さい頃は微妙にコンプレックスだったが、さすがに高校三年生にもなればどうでもいい事になってくる。

　それに、小学校の頃から鼻炎でいじめられっ子だった宏と違い、春菜は家族にもその関係者にもクラスメイトにもそれなりに派手に祝ってもらっているので、そこまで気にしていたわけでもない。

「それにしても、本来の暦どおりだったら、そろそろセンター試験のための追い込みの時期だよね」

「せやなあ。まあ、戻ったところで出席日数があれやから、もう一年いかなあかんやろうし」

「だよね～」

「それで済むといいんだけどね」

　和わ気き藹あい々あいとそんな話をしているが、宏と春菜は本来は受験生である。

　本当ならそもそも四月末の時点でのうのうとゲームをしている事自体がおかしいのだが、こちらに飛ばされるというトラブルがなければ、二人ともきっちり休止するつもりだった。

　宏はここに飛ばされる直前に行く予定だったダンジョンで休止の予定だったし、春菜は本当に息抜きがてらゲーム内で軽くショッピングや観劇などを楽しむ程度のつもりだったのである。第一、春菜の学力と成績ならば、別段そこまでがっつり勉強しなくても普通に志望校に合格できる。

　それに実のところ、宏は大学受験にそれほどこだわっていない。正直なところ、落ちたらすんなり家業の金属加工工場を手伝うつもりでいる。

　何しろ、出入りする女性の数が極端に少なく、しかも外に出る必要もほとんどないのだ。彼にとって、これほど素晴らしい環境はない。

　そもそも、自分の事情も噛かんでいるとはいえ、折角取引先にひっついて関東にまで来たのだ。

　自分の代ぐらいまでは工場を維持しないと、引っ越し費用をはじめとしたあれこれが勿もっ体たいない気がする。中一ぐらいまでならともかく、今はむしろ工作機械で鋳物の塊をゴリゴリ削るのははっきり言って大好きだし、見知らぬ女性（と書いて天敵と読む）がうようよいる大学に行く気はあまりないのが今の宏である。

　さすがにチャレンジもせずにというのは家族が許さないので、一応家から通える範囲で女性が少なそうな大学の、その中でもさらに女性が少なそうな学部を受けるつもりはあるし、その大学も辛うじてとはいえ一応Ａ判定はもぎ取っているのだが。

「何にしても、月変わってすぐが誕生日やったら、お祝いの一つぐらいはしよか」

「そうね。折角話を聞いたんだし。ただ、プレゼントっていっても、ってのはあるんだけどね」

「別に、お祝いしてくれるだけで十分すぎるほどだけど……」

「こういうんは、気持ちの問題やからなあ」

　誕生日と聞くと、何もプレゼントを用意しないというのも座りが悪いものである。

　特にそれが、そろそろ運命共同体として第二の家族のような立場になってきている相手となると、余計にそうだろう。

「まあ、帰って兄貴とか澪とも相談するわ」

「折角だから期待はしておくけど、こういう状況だし無理なら無理でいいんだよ？」

「そう言われると、むしろちゃんとしたものを何か用意しなきゃって気になるあたしは、ひねくれ者かしら？」

「せやなあ。ただ、一人一個はちっとハードル高いし荷物も増えるから、皆で一つ、でええ？」

「もちろん」

　どうやら、話はまとまったらしい。こうして、異世界で誕生日パーティと誕生日プレゼントという、実にハードルの高いミッションが始まったのであった。




　　　　☆




「ハルナさんの誕生日、ですか」

「せやねん。で、プレゼントは工房全体で一個、それとは別にパーティをやろか、っちゅう話になってな」

　その日の夜。団だん欒らんの畳の間に一同を集めた宏が、会議の趣旨を説明する。

　当事者の春菜は、空気を読んで風呂と夕食の準備をしてくれている。

　アルチェムが妙に瞳ひとみを輝かせているのは、人を祝う事が好きだからか、パーティという口実で用意されるであろうご馳ち走そうが楽しみだからかは微妙なところである。

「プレゼントを一個に絞った理由はまあ、分かるわよね？」

「親方達、これからまた長旅に戻るからだよね？」

「そそ。だからそんなにいっぱい物を貰もらっても、ってのがあるのよ」

「で、何がいいかっちゅう意見が欲しいて、集まってもろうたんよ」

　企画の趣旨を理解し、各々思いつくものを上げようとしたその機先を制して、真っ先に澪が口を開く。

「下着一式」

「却下」

　澪が口にしたそれは、当然のごとく達也に秒殺で却下される。

「達たつ兄にい、どうして？」

「貰うほうに気を使わせてどうすんだよ」

「え～？」

　秒殺で却下された上に駄目出しまでされて、思わずぶーたれる澪。だが、

「そうですよね。作るのがヒロシさんだったら、ハルナさんすごく気にしそうです」

「確かに一瞬考えたのですが、親方が作らないのならば普段と同じ、親方が作ったら素直に喜べないのです」

「実際のところ、春菜って、そういう無理を喜ぶタイプじゃないわよね」

「大体、男性に女ものの下着を作ってもらうのって、ちょっと抵抗がある気がします。親方がどうこう以前の部分で」

　達也以外からも駄目出しの嵐が吹き荒れ、澪の意見は完全に全否定される。

「とはいえ、布がらみは悪くないんじゃない？」

「そうだな。ちょうどいいからもう一度確認したいんだが、イビルエントの木材で織機を作ったら、霊糸は加工できるんだよな？」

「できん事はないけど、連続で織れるんはせいぜい服一着分、自動修復に二十四時間以上おかんとすぐに壊れおんで」

「織れはするんだな？」

「織れはすんで。効率はごっつう悪いけど」

　宏の返事を聞いて、第一候補は決まる。

「もう一つ確認なのですが、織機を作るところからやって、当日までに間に合うのです？」

「そこはまあ、問題あらへん。ただなあ」

「ただ？」

「霊布の服なんざ最終的に全員分カスタマイズしたやつ作るわけやし、プレゼントとしてあんまりありがたみあらへんのんちゃう？」

　宏の指摘に、思わず全員黙ってしまう。

「そうですね。むしろ小物の方がいいのかも」

　宏の指摘を吟味し、じっくり考えた上でぽつりとテレスが漏らす。

　その一言に対し、全員の視線が集中する。

「具体的にはどんな？」

「霊布で、っていうのはいいと思うんです。ただ、別に服じゃなくて、リボンとかその程度でいいんじゃないかな、って」

「ああ、なるほど」

「確かにかさばらないし、服に飾るもよし、髪を束ねるもよしで、いろいろ使い道はあるわね」

　テレスの提案を聞き、真剣に検討し始める一同。

　だが、その時点で結論は決まったも同然である。

「ほな、霊布のリボンでええか」

「だな。で、何か必要なものとか、あるか？」

「せやなあ。折角やから、ちょっと遠出して触媒の材料とか取ってきてくれへん？」

「具体的には？」

「アドネから大だい霊れい峰ほう中腹付近まで上がったら、確か中ボスぐらいのモンスターが何種類か居おったはずやから、そいつら各一体ずつ仕留めてきて」

　いきなりえげつない事を言い出す宏に、思わず絶句する工房の職員達。

　だが、言われたほうは割と平然とした態度で、

「了解」

「そういや、あのへんいろいろ居たなあ。どれぐらいの強さか覚えてるか？」

「ワイバーンほど強くなかったと思う」

「なら、よっぽど集団で襲ってこない限りは楽勝だな」

　などとのんきな会話を続けている。

「まあ、プレゼントはそれでいいとして」

「次はあれか。料理か」

「春菜に作らせるのは変よね」

「言われんでも、僕と澪でやるつもりやで」

　状況的に、料理をするのは宏と澪以外にあり得ない。高レベルモンスターの肉を調理できるのは宏、春菜、澪の三人しかいない以上、他の選択肢などない。

「それはまあ、もう自動的にそうなるのでいいんですが」

「メニューは、決まってるのですか？」

「春菜さんの好みぐらいは把握しとるし、大体のところは当たりつけとるよ」

　付き合いが長いだけあってか、なんだかんだ言って宏は春菜の事に詳しい。

　さすがに異性が知っていると問題がある事柄については知らないものの、それ以外の事は一部の感情を除いて大体理解していると言っていい。

「だったら、全部ヒロに丸投げでいいよな？」

「投げてくれてかまへんで。その代わり職員の皆様方にゃ、モンスターが絡まへん食材の調達に走り回ってもらうけどな」

「そんな事でよければ喜んで」

「頼むわ」

　そんなこんなで、料理や会場の準備の方は、これと言ってもめる事なくあっという間に割り振りが決定する。

「それにしても、前々から思ってたんだが」

「ん？」

「春菜って、生まれも育ちも関東圏なんだろう？」

「本人はそう言うとったなあ」

　達也が言いたい事が分からず、それがどうしたという表情を浮かべてしまう宏。

「なんか、あいつが作る料理って、味付けが関西風の薄味なのは何でなんだろうな、って思ってな」

「そういえば、カレーもビーフカレーよね」

「うどんとかそばのダシも、色が薄い」

　他にも関東と関西で違いがある食文化について、春菜が関西寄りである証拠を羅列していく一同。大体の証拠を並べ終わったところで、微妙に蚊帳の外だった宏に視線を戻して確認をとる。

「ヒロ、お前そこらへんの理由って知ってるか？」

「前にちょこっと聞いた事あるんやけど、父方の曾ひい爺じいちゃんの影響やって」

「曾お爺ちゃん？」

「何ぞ、その人が京都かどっかの一流料亭のオーナー兼板長やったらしくてな。春菜さんの爺ちゃんは二男やか三男やかで料理の道へは進まへんかったみたいやねんけど、おとんがなぜ芸能人やっとる、っちゅうぐらいお爺ちゃんっ子で、元々の夢は本店の三代目板長やったっちゅうことや」

「なるほど。つまり、父親の味付けが関西風だから、あいつの料理も関西風になるって事か」

「らしいで」

　理由を聞いて、なんとなく納得してしまう達也と従業員一同。だが、微妙なところが気になるらしい真琴が、追加で突っ込みを入れてくる。

「それって、よくお母さんの方が受け入れたわよねえ。春菜のお母さんって、確かあのＹｕｋｉｎａよね？」

「そう言うとったなあ。当然っちゃ当然やけど、会うた事ないから素はどんな人かとかよう知らんけどな」

「なんか、そういう人って味にうるさそうだけど？」

「あ～、その疑問は聞いた事あるで。あの人は味音痴やないけど、味のストライクゾーンがめっちゃ広いらしゅうてな。余程食えんほど不ま味ずくない限りは、出された物に文句言わんそうや。ただ、不味いの基準は一般とあんまり変わらんみたいやけど」

　春菜の母親で世界的な知名度と人気を持つ歌手、芸名『Ｙｕｋｉｎａ』こと藤とう堂どう雪ゆき菜なは二児の母とは思えない若々しい女性で、大層な健けん啖たん家かなのに太らない事でも有名だ。

　春菜やその妹と並ぶと姉妹にしか見えず、春菜同様割と長身で華きゃ奢しゃだが出るべきところはものすごくはっきりと出ている体型をした超が付くほどの美女である。

　そんな華やかなプロフィールとは裏腹に、実のところその中身は愉快な人、という表現しかできず、春菜のボケ気質は間違いなく彼女の遺伝であろうという人物だ。

　もっとも、妙に苦労人なところは、その母親を含めた周りの人達に揉もまれて出来上がった性格ではあるが。

　因みに、春菜の母雪菜は中学ぐらいまでイギリスで育っているが、春菜から見て曽そう祖そ父ふに当たる人が関西の料理を好んでいたため、文化交流の一環という名目で京都の料理人を連れていっていた。そのため、雪菜自身も関西風の味付けで育っており、実のところ別段父親の影響だけで味付けが関西風というわけではなかったりする。

　なお、イギリスで育ったためか、雪菜本人は料理に文句を言う事はほとんどない。春菜があれで何な食材でも果敢にチャレンジしたり、明らかに食えそうもない見た目の料理を出されても普通に手をつけたりするのは、そんな母親の教育の成果であろう。

　母親からすれば、コンサートで行った砂漠での選択肢に乏しい食生活や、生まれ育った国のティーフード以外は妙に雑なものが多い食文化などからすれば、大抵のものは許容範囲であるというだけの話なのかもしれないが。

「まあ、何にしても、や。僕の味付けと春菜さんの好みはそんなに離れてへんし、好きそうなもんでパーティ向けなんも分かるから、一品二品新作にチャレンジする以外は、基本無難なところ用意するわ」

「了解。じゃあ、明日から狩りに行くかね？」

「なんだったら、ちょっと遠くまで足延ばして、ガルバレンジアもやってみる？」

「いいな、それ」

　物騒な相談を平気な顔で進める達也と真琴に、全力で引いた顔をする職員達。よく分かっていない顔をしているのは、ガルバレンジアという生き物を知らないアルチェムぐらいである。

　何しろ、ガルバレンジアはウルス周辺からフォーレとの国境付近までの一般人にとっては絶望の代名詞のような存在で、悪い事をした子供に言い聞かせるために引き合いに出す事も多い、正真正銘の大ボスなのだ。ウルスの騎士団なら、広い場所におびき出した上で五十人程度の規模でかかれば重傷者を出しながらもどうにか仕留められるというレベルなのだが、少人数でとなるとユリウスとドーガにレイナが居ても、無傷で狩るには少々厳しい範囲である。

　ウルスからはかなり距離がある、それも大霊峰の中腹からやや山頂寄りのあたりが主な生息域で、滅多に人の居住圏まで下りてこないのが辛うじて救いというモンスターだ。

　だが、一通りソロでフィールドボスを仕留めた経験のある真琴に加え、素材のためにほとんどのフィールドボスを最小限の攻撃で仕留める事を強いられてきた達也が居るのだから、それほど問題になるわけではない。

　しかも残念な事に、動物タイプのボスは普通にオキサイドサークルによる酸欠が通用する。ガルバレンジアも例外ではなく、オキサイドサークルの扱いに関しては熟練者の達也がいるという時点で、普通にカモにされてしまうのである。

　もっとも、熟練度ＭＡＸでかつスキルディレイと詠唱時間を知りつくした人間でないと、さすがにガルバレンジアクラスは仕留められないのだが。

　言うまでもない話だが、これは決してユリウス達が真琴や達也に大きく劣っている事を示すわけではない。達也に関してはジャンルが違いすぎるし、真琴にしても少人数で強いモンスターを狩るならともかく、大規模な戦場ではユリウスに一歩劣る。

　レイナと比較すれば数段上だが、それでも相手の専門ジャンルで比較すれば、圧倒的に上というわけでもない。攻撃型タンクという役割になれば、絶望的な防御力を誇る宏ですらトータルではドーガの足元にも及ばない。

　ファーレーンの騎士で戦闘能力トップに位置するこの三人は、実際のところ生半可な廃人より強いのだ。ただ、ゲームの時には彼らが得意とするジャンルの戦闘があまりなく、また宏達の行動だと今後もそういうジャンルに関わる機会は少なくなる事も考えると、ドーガ以外が専門分野で無双する可能性は低いと言わざるを得ない。

「とりあえず、僕は織機作るところからスタートやな」

「師匠、スペシャルなケーキをメインに、いい感じのスイーツ」

「言われんでも、最初から予定に入っとる」

　澪のリクエストを言うまでもないと宣言し、その場でちゃっちゃと図面を起こし始める宏。織機で霊布を作り始める時点でプレゼントの内容はばれそうだが、どうせ最初からサプライズなど諦あきらめているのだ。それに、隠したいとなったら、絶好の作業場所がないわけでもない。

「そろそろ入ってもいい？」

「話し合いは終わったから、別にいいぞ」

「じゃあ、お邪魔して」

　みかんを持って上がってきた春菜が、適当にちゃぶ台の真ん中に盛る。

　そろそろ在庫的に、このシーズンのみかんはこれで終わりだろう。いかに大容量の保管庫を持っているといっても、無限に貯蔵できるわけではない。

「そういえば、ついでだからちょっと確認しときたいんだけど、いいかしら？」

「何や？」

「春菜と宏の誕生日は分かったんだけど、達也と澪はいつなの？　あと、他の子達も一応教えて。因みにあたしは六月十三日で、宏は七月二十七日」

「あ～、そうだな。俺は十月十三日で、澪は九月八日だ」

　それを聞いて、春菜が微妙な顔をする。

「ん？　どうした？」

「いやえっと、澪ちゃんの誕生日って……」

「ボクの誕生日？」

「多分、こっちに飛ばされてきた日なんじゃないかな、って」

「……そうなの？」

　澪の問いかけに、カレンダーを確認しながら微妙な顔で頷く。

「私達が飛ばされたのが八月一日でほぼ確定で、達也さん達と合流したのが九月十日。で、脱水症状とかの進み具合から、大体飛ばされて二日目ぐらいだったんだよね？」

「そんなもんやな、確か」

「だったら、多分そうだろうなあ、って」

　非常に微妙な情報を聞かされ、反応に困る一同。

　はっきり言って、誕生日プレゼントとしてはかなり嬉うれしくない。

　因みに合流して落ち着いた時点で日付が分かっていたのに、当の本人が誕生日について完全に忘れていた理由は簡単で、いまいち現実味が乏しかった上にあれこれ忙しくてそこを意識する余裕がなかったからだ。

「達也さんは達也さんで、思いっきりバルドとやりあった日だし」

「そういやそうだな」

　二人揃そろって、実に微妙な誕生日プレゼントを貰っている事になる。

　とはいえ、澪に関しては健康な体というプレゼントも一緒に貰っているのだから、達也よりはマシなのかもしれない。なお、達也が自分の誕生日を忘れていた理由はさらに簡単で、社会人にもなったら、書類に生年月日を書くとき以外は基本的に誕生日など意識しないからである。

「僅きん差さで一回飛ばされた宏とこの二人って、どっちがより不憫なのかしらね？」

　という真琴のコメントが、この話の結論であろう。

　なお、日本からこちらに飛ばされてくる過程で妙な時差が発生している事は、すでにアルチェムを含むこの工房の人間に説明してある。

　なので、この件については誰も質問をしない。

　その後、他のメンバーの誕生日も大体出揃い、カレンダーにメモをして大体の予定を確定させる。

「まあ、何にしても、春菜さん終わったら、次は真琴さんやろうな」

「あたしの時のプレゼントは、お酒でいいわよ。同人誌とか無理だろうし」

「描いたやつの調達は無理にしても、描きたいんやったら紙とインクとトーンぐらいは作るで？」

「……すごく心がぐらついたけど、描くのは足を洗ったからやめとくわ。それに、そんなに落ち着いて描く余裕もないでしょうし」

　宏のコメントに、本当にかなり心がぐらついた様子を見せる真琴。

　同人誌とやらが何かまでは教えていないため、意味不明な単語に説明を要求する表情を浮かべる職員達。無論、誰一人としてどんなものかを説明するつもりはない。

「ボクはギャルゲーがいい」

「それは無理や」

「俺は早く詩し織おりに会いたい……」

「あと半年でケリつくとは思えんのが難儀やなあ……」

　同人誌という単語を聞いて調子に乗った澪のリクエストを一いっ蹴しゅうし、嫁に会いたいという達也の切実な願いに難しい顔をするしかない宏。

　他のメンバーも、達也の本気で切実な願いには痛ましそうな表情を浮かべてしまう。

「まあ、とりあえず目先の事、全部片付けるしかないよ」

「そうですよ。まずは目先のハルナさんの誕生日をちゃんと祝いましょう」

　場の空気を変えるために微妙に上ずった声で言い出した春菜のフォローを、どことなく無邪気な言い方で微妙に叩たたき潰つぶすアルチェム。

　巨乳には天然が入った人間しかいないのか、などと呆れるしかない真琴であった。
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「それで、わざわざこっちに来て作業しているのか」

「せやねん。それに、自分らに話通しとかんと、エルがすねるやろ？」

「まあ、それもそうだが……」

　ウルス城の作業場。わざわざ下加工を済ませたイビルエント材を持ち込んで組み立てている宏に、呆れたような口調で突っ込みを入れるマーク。

　たまたま重要案件が終わった直後で多少手が空いていたため、いきなり訪ねてきて作業場を借りたいと言い出した宏を引き受ける羽目になったのだ。

　なお、レイオットは現在各地の視察中で、夜になるまで戻ってこない。全ての貴族の領地に転移魔法一発で往復できるこの国の王族だからこその強行軍だ。

「で、念のために確認しておく。またとんでもないものを組み立てているようだが、何を作るんだ？」

「織機やねんから、布に決まっとるやん」

「いや、それは当然分かってるし、何を作るか予想はついてるんだが……」

「マー君、現実は直視せなあかんで」

　宏にあっさり言われ、思わずこめかみを押さえるマーク。

　どうやら予想が正しかったらしいと理解したところで、どうにも持病の頭痛が出てきた感じだ。

　因みに、この場には他にも何人か侍女や城付きの職人が居て作業しているが、公の場ではない事と宏達と王家の関係を知っている事から、宏とマークの気安いやり取りにも見て見ぬふりをしている。

「それにしても、ようやく釣り糸とかスモークん時の吊つるし糸とか味をしみ込ませるときに縛るとか、それ以外の使い道で霊糸を使えるわけやけど」

「伝説の素材を、そんな用途に使うなよ……」

「だって、腐るほど余っとんねんからちょっとは使わんと」

　宏の回答に思わず、これだから度を越した腕の職人は、などとぶつくさ呟くマーク。

　とりあえずその認識については、凄腕の職人全体に対して失礼なのではないか、などと他人事のようにこれまた微妙に失礼な事を考えるマーク付きの侍女。この件に関しては突っ込むだけ無粋だと思っているからか、作業場の人達は華麗にスルーしている。

　そんな彼らの思考を理解しながらもきっちり無視して、組み上がった折りたたみ機構付きの織機に洒しゃ落れにならない魔力を放出する糸を通し始める。

「ヒロシ様！」

「おう、エルか」

　縦糸の配置を終え、シャトルに横糸を巻きつけ終えたところで、エアリスが作業場に飛び込んでくる。

　その様子は、まるで尻尾を振って飼い主にじゃれつきに行く子犬のようだ。

　子犬と称するには歳の割にいろいろと発育が良すぎるが。

「お久しぶりです。御無事で何よりです」

「エルも元気そうで何よりや。その様子やと、留守中は特に何も無かったみたいやな」

「はい。ですが、やはり皆様と会えなかったのはとても寂しかったです。ですので、無事に帰ってきていただけて、本当に嬉しいです」

　公式の場で浮かべているような儀礼用の笑顔ではなく、心の底から嬉しそうな笑顔を浮かべ、実に楽しそうにそう語るエアリス。

　その様子に、知らず知らずのうちに宏の顔もほころぶ。

「アルフェミナ様からいろいろお聞きしました。森のダンジョンでは、本当に大変な目に遭われたと聞いて、とても心配していました」

「あれぐらい、大した事あらへんよ。さすがに一人でボス戦っちゅうんは焦ったけどなあ」

　何でもなさそうに言ってのける宏に、少々複雑な表情を浮かべるエアリス。

　アルフェミナから聞いていた話は、決して大した事はないなどと言えないものだった。

　だが、それを言ったところで目の前の男が認めないのは間違いない。

　なので、とりあえず話題を変える。

「そういえばヒロシ様。アルフェミナ様からお聞きしたのですが、ハルナ様のお誕生日が近いというのは本当ですか!?」

「ほんまやで。せやから、ちょっとプレゼントをな」

「私に何かできる事はございますか!?」

「せやなあ……。これ完成したら、祝福でもかけたってくれるか？」

「喜んで！」

「私も協力しましょう」

　宏の提案に対して、エアリスだけでなくあろう事かアルフェミナまで食いついてくる。

　その様子に苦笑しながら、作業する手を止めずに宏が突っ込みを入れる。

「アルフェミナ様にゃ、むしろこまごまとした背景説明してもらうんが一番のプレゼントやと思うけどなあ」

「もうしばらくお待ちください。そこまでまとまった時間を作るのはなかなか難しくて」

「まあ、アランウェン様もアルフェミナ様は忙しいっちゅうとったから、そこは諦めて待っとくけどな」

「申しわけありません」

　そう謝罪して、すっとエアリスの体から抜けていくアルフェミナ。

　こうやって隙すき間まの時間を見つけてはエアリスの体に降りているアルフェミナだが、長くても五分程度だというのだから本当に忙しいらしい。

　とはいえ、目の前でホイホイとそういう奇跡を見せられては、心臓に悪い事この上ない。

　いい加減慣れたマークやその侍女はともかく、工房で作業中の人達は作業の手を止めて固まっている。

「それはそれとして、その布は何を作ってるんだ？」

「ん？　適当な幅に裁断して、リボンにする予定やけど？」

　白い無地の生地を織りながら、何でもなさそうに言ってのける宏。

　その回答にくらりと来るマークと侍女。加工工程で膨大な魔力を練り込み、たくさんの触媒を使い潰してさまざまな魔法を付与しながら織り上げられていく生地。

　それで作るのが単なるリボンというのは、マーク達でなくともめまいを覚えて当然である。

　因みに模様は、達也達が仕留めて帰ってくる予定の魔獣から色素を抜いて、春菜のイメージカラーである青と白のチェックに染める予定だ。

　普通ならチェック柄は糸を先に染めるものだが、達也達が材料を用意してくれるまで待っていると何かあったときに織りなおす時間が足りなくなる事に加え、糸の時と織ったあとでの染料ののりがどう違うかを確認したい、という理由もある。

　リボンなのにわざわざ普通サイズの生地を織るのも、道具のテストなどをついでに済ませてしまいたいからだ。

　しかも、ここではわざわざ口にはしないが、たかがリボンといえども一本縫うためには、魔鉄合金製の縫い針を十本以上準備しておかなければ縫えない。普通の鉄の縫い針では生地を貫通できないのだから当然である。

　使い捨てるのであれば五本で十分なのだが、さすがにもったいないので多めに用意してある。

　材料はポールアックスとヘビーモールを作った時の端材で、いずれ使うだろうからとその時に一緒に作ったものだ。

　裁断用の刃物にしても、いくつか特別なものを用意してある。

「そういえばヒロシ様」

「ん？」

「ちょっと前に、ウルスにできたおそば屋さんに行ってきました！」

「お～。おっちゃん、とうとう開店したんか」

　エアリスの報告に、感心したように一つ頷く宏。

　屋台関係で仲よくなった人物で、足に怪我をして引退した元海の男である。

　元海の男という事で海藻類は簡単に入手する伝つ手てがあり、しかもそばを大層気に入っていたために、折角だからと作り方を仕込んだ人物だ。当然、箸はしの使い方も教えてある。

「で、どないやった？」

「さすがにヒロシ様やハルナ様が作るのものには劣りますが、それなり以上には美お味いしかったです。ただ、お醤しょう油ゆはまだまだ高級品ですので、商売としては大丈夫なのか、というのは少々心配ではあります」

「醤油と味み噌そに関しては、増産のあてはあるで」

「本当ですか？」

　宏の言葉に、驚きの表情を見せる王宮の人々。熟成が必要な味噌と醤油は、発酵の加減を見極めるのにコツが必要で、今のファーレーンの平均的な食品加工技術では少々難しい。

　アズマ工房以外での量産が進んでいないのも、そこら辺を試行錯誤している最中だからである。

「因みに、どこで増産するつもりだ？」

「エルフの村や。大豆の備蓄も結構あるみたいやったから、何人かに醤油と味噌の作り方仕込む予定やねん」

「エルフ？」

「テレスの故郷がな、ものすごい規模の農村やってん。せやから、大豆の増産と味噌と醤油の作り方仕込んどこうかってな。向こうも醤油と味噌は欲しいみたいやし」

「そうなのですか」

　宏の言葉に、どことなく嬉しそうに反応するエアリス。

　今は貴重品の調味料が安くたくさん手に入るようになるのは、一人の和食好きとしても帝王学を学んでいる姫ひめ巫み女ことしても嬉しい事である。

「農業……、エルフが農業……」

「味噌……、エルフが味噌……」

　宏が伝えるエルフ族の実態に、なかなかのショックを受けた様子のマークと侍女。

　良くも悪くも偏見というものと縁遠いエアリスと違い、この二人はよくあるエルフ幻想を持っていたようだ。

　確かに、一般的なエルフの高貴で孤高というイメージと、泥臭い畑仕事や見た目は不可解なペースト状調味料とがつながらないのは不思議ではない。

　話を聞くとはなしに聞いていた他の人間も、さすがに無反応ではいられなかったらしく、方々からひそひそと幻想が崩れた事に対する会話が聞こえてくる。

「そういえば、テレスさんの故郷では、どんな出来事があったのですか？」

「まあ、いろいろあったで」

　エアリスのリクエストに応えて、オルテム村であった事を話し始める宏。

　その内容に頭痛を堪こらえるのがやっとという様子のマーク。

　宏達がやる事にいちいち驚いていては身が持たないと知りつつも、結局エアリス以外は突っ込みを入れずに話を聞き終える事はできない王宮組であった。
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「っちゅうわけで、や」

「わわっ」

　参加予定者全員が揃ったところで、大皿に華やかに盛りつけられたパーティ料理を運びこみながら、そんな風に声をかける宏。盛りつけられた料理を見て、嬉しそうに声を上げる春菜。

「春菜さんの十八歳の誕生祝いや。じゃんじゃん食べてたっぷり祝ったってや」

「はいっ！」

　美味しそうな料理に目を輝かせながら、これまた嬉しそうに答えるエアリス。

　少なくとも日本ではこれといって特別な料理はないが、ファーレーンではまだまだ作られるようになって間もないものが多い。

　なお、残念ながら王宮組はエアリスとエレーナだけである。他の人間は忙しくて体が空かなかったらしく、非常に残念そうにしながらもいくつか共同で祝いの品を用意するにとどまった。用意された祝いの品が、どれも何かの材料に使えと言わんばかりのものだったり市場流通的には高級な食材だったりするあたり、アズマ工房の人員をどう思っているのかがよく分かる話だろう。

「春菜さんは野菜料理も好きやから、野菜の比率をちょっと多めにしてみてんけど、どない？」

「うん、うん！」

　宏の言葉にそう答えて、季節の野菜の天ぷらに目移りしている様子を見せる春菜。そんな彼女に対して嬉しそうに微笑ほほえみかけながら、これまた季節の野菜を使った炊き合わせを配はい膳ぜんしていく。

　大皿のポメの葉とワイバーン胸肉のドリアを四皿ほど取り分けやすい位置に配置し、メイン料理であるガルバレンジアのフィレステーキ和風ソース仕立てと本日のスープを全員に行きわたらせたところで、ある意味メインでもある誕生日ケーキを春菜の前にどどんと置く。

「うわあ、すごい……！」

「これは外せんやろう」

「当然」

　宏が用意したのは、備蓄してあった各種フルーツを味と見た目のバランスを崩さない範囲でこれでもかと配置し、二色の生地を使って『Ｈａｐｐｙ　Ｂｉｒｔｈｄａｙ』と表記されたビスケットをのせ、さらにちゃんとろうそくまで丁寧に飾りつけられた生クリームたっぷりの華やかなケーキだ。なお、カカオをまだ発見していないため、ビスケットの生地には食紅の類たぐいを使って色をつけてある。

「なんかもう、これだけでも幸せだよ……」

「そう言うてもらえるんはありがたいけど、これっちゅうて特別な料理はやってへんで？」
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「でも、こんなに一杯用意するのは、大変だよね？」

「澪もおったから、さほどでもあらへん」

　何事もなかったかのようにさらっと言ってのける宏だが、料理する立場の春菜から見ればそんなはずはないと一発で分かる。

　どれもこれも見えないところで手が込んでおり、見た目ほど簡単な料理は一つとしてない。そうでなくても比較的高級食材に分類されるモンスターをふんだんに使っているのだ。

　楽しんで料理しているから気にはならないが、モンスター食材の調理はなかなか大変なのは身にしみている。

「ほな、本日のメインイベントの一つ、行ってみよか」

　そう言って宏が手を叩くと、一瞬で部屋の明かりが消え、全てのろうそくに火がつく。

　手品のようなやり方に目を丸くしている春菜をよそに、こっそり打ち合わせを済ませていた一同がハッピーバースデーの歌を歌う。

　歌い終わる頃には落ち着きを取り戻していた春菜が、十八本のろうそく全部を吹き消すと、割れんばかりの拍手が食堂を包む。

「もう一つのメインイベントは、ご飯終わってからにしよか」

「そうだね。冷めるともったいないし、それに私もう限界！」

　正直に食欲を見せる春菜に笑いがこぼれ、だが他の人間も実のところ大差なかったらしい。いただきますを済ませると、猛烈な勢いで料理を平らげ始める。

「この野菜の天ぷら、すごく美味しいんだけど何？」

「ルーコンっちゅうらしいで。普通は焼いて食べるっちゅうとったけど、天ぷらにしたら美味そうやったから」

　ハート形をした厚みのある小ぶりな葉っぱの天ぷらをかじりながら、感心したように頷く春菜。

　ちょうど今頃出回り始め、四月の末には終わってしまうという収穫時期の短い食材なので、宏達が見た事がないのも不思議な事ではない。天つゆにも塩にもその他の調味料にも合う癖の少ない野菜だ。

　他にもケンキャクザケとポメのマリネ、黄色いブロッコリーであるバーニャとリコピンたっぷりの赤いアスパラガスであるラッツォをメインとしたサラダ、きのことオロー大根をはじめとした日本には存在しない具材のみで構成された野菜の炊き合わせ、日本にあるものに似ているがどこか違う野菜を中心にしたキッシュなど、一ひねりしたものが結構ある。

　なお、メイン以外での一番人気は、ロックボアの肉を生しょう姜がベースのタレで味付けし、人参とラッツォを巻いて衣をつけて揚げたカツである。

　いわゆる人参とアスパラの豚肉巻きカツの亜種だ。いつの時代、どんな世界でもオーソドックスな料理は人気なのである。手が込んでいる分、モンスター食材であるコマオウエビを使った同じオーソドックス系料理の海老フライより評価が高いようだ。

　とはいえ、それ以外の料理もそこそこの人気で、野菜が嫌いでも不思議ではない年頃のライムですら全種類を一つ二つ食べている。

「このメインのお肉、食べた事がないほど美味しいのだけど、一体何を仕留めてきたの？」

「ガルバレンジア」

「他の素材も美味しくいただきました」

「なるほどね」

　エレーナの問いかけにあっさりと答える狩り組一同と、これまた何でもなかったかのように納得してのけるエレーナ。王族といえども滅多に食べられるものではない強烈な美味を、とことんまで堪能する腹積もりらしい。

「エレーナ様、驚かないんですか？」

「今更だもの」

　動じないエレーナの反応に、むしろテレスが驚いて質問を飛ばす。

　ノーラやファムも似たようなものだ。そんな彼女達に当たり前の事を、という感じで返事を返すと、後味を楽しんだ後軽く口直しに日本酒を口にし、どんな手段を使ったかまだアツアツのままのドリアを取り分けて食べる。

　なお、エアリスが驚いていない事に関しては、誰一人として不思議には思っていない。

「さすがに王女様方は貫録が違いますねえ」

「ノーラはガルバレンジアと聞いた時、いろんな意味で正気を疑ったのです」

「私も、初めて四級ポーションを見せられた時は、あなた達と変わらない反応を見せたものよ」

　他にもいろいろあった結果、何が料理されて出てきても驚かなくなってしまったのだ。

「とりあえず、オクトガルがここにいなくてよかったよな」

「そうね。あいつらがいたらさぞうるさかっただろうし」

　そろそろ満足してきたのか、辛口で芳ほう醇じゅんな米の味が広がりながらもさっぱりした後味の日本酒を飲みながら語り合う達也と真琴。

　その言葉にあの謎生物を知っている人間が全員、それこそアルチェムですら同意するように頷くのが救えない話である。

「オクトガル？」

「アランウェン様のペットというか眷けん族ぞくというか……」

「何というか、謎生物としか言いようがない生き物がいるんだよ」

　オクトガルを知らない一行を代表するように、ファムが不思議そうに聞き返す。

　それに対する年長組の返事に、何だそれはという顔をするファム。

　特に会話に口を挟まず、にこにこ笑いながら楽しそうに食事を続けていたレラも、この件については同様である。

「こう、直接見ないと分からないのよねえ」

「せやなあ」

「謎生物としか言えない」

「姿かたちはともかく、それ以外は口で説明するのはちょっと難しいよね」

　これまたテレスとアルチェムも同意せざるを得ない説明を続ける日本人達。

　結局この場ではそれ以上の説明はなかったが、後日予想外の形で工房の職員達と顔を合わせる事になるという事は、当然この時点では誰も想像すらしていない。

「さて、そろそろ料理も無くなったし、別腹のケーキとメインイベントいくで」

「待ってました！」

「ケーキ！　ケーキ！」

　ケーキという単語に、女性陣が（それこそレラやライムまで）一斉に反応する。

　ウルスでも生クリームのお菓子はあるのだが、今回宏が用意したような華やかで繊細で手の込んだケーキは、言うまでもなく調理技術の問題でほとんど存在しない。

　そうでなくても口にする機会の少ない生クリームのケーキ。そこに宏の技が惜しげもなく投入されているのだから、甘いものに目がない女性陣が勢いよく食いつくのは当然である。

　今回諸般の事情で参加できなかったゴヴェジョンやフォレダンがいたら、その女性陣の圧倒的なパワーにどん引きしていたに違いない。

「一番ええ所は当然春菜さんとして、あとは年が若い順に分配、でかまへんよな？」

「もちろん」

「年長者は年少者に配慮するものよ。王族だからといって、私やエアリスに気を使う必要はないわ」

「あの、私とアルチェムはこの場合不利なような……」

「エルフの宿命なのです。諦めるのです」

　宏の提案にワイワイと姦かしましく反応する女性陣。そんな様子に苦笑しながらも、できるだけ不公平にならないように切り分けて分配していく。

「で、メインイベントのプレゼントフォーユーや」

　全員に行きわたったところできっちりラッピングしてある包みを取り出し、春菜に渡す宏。

　中身をあらかじめ聞いている他のメンバーは、思ったより大きな包みが出てきた事に首をかしげる。袋のサイズが当然だと思っているのは、祝福儀礼を行ったエアリスだけである。

「何だろう？　開けていいよね？」

「もちろんや」

　宏に促され、何年かぶりにプレゼントというものに胸をときめかせながら包みを開ける。

　中から出てきたのは大小三本のリボンと、サファイアがあしらわれた襟元に飾るのにちょうどいい感じのリボンブローチであった。

　どれも落ち着いた青と白のチェックがシックで、春菜の雰囲気にあったおしゃれな代物である。

　ブローチはドレス以外の正装にもワイバーンレザーアーマー着用時にも上う手まく合わせられる、なかなかに見事な一品だ。

　リボンの方もどんなに見る目がない人間でも、使われている生地がとんでもないものだと分かるような妙な風格を放っている。魔力をある程度精密に感じ取る事ができる者が見れば、それらが伝説のアーティファクトといい勝負ができる品物である事を即座に見抜くであろう。

　もっとも、それと同時に、自分達では扱いきれないであろう事も悟るのだが。

「親方、あのブローチは聞いていないのですが？」

「王室ご一家からの内緒のプレゼントや。かなりええ品もんやったから、腕によりをかけてみてん」

「な、なんかすごく畏おそれ多いような……」

「うちらとファーレーンの王室の場合、今更非公式の場で畏れ多くもとかいう間柄でもあらへんやろ」

　宏の身も蓋ふたもない意見に、思わず吹き出してしまうエレーナとエアリス。

　その様子を見て釣られて淡く微笑むと、プレゼントされたそれらを再び包みに入れ、大切そうにギュッと胸元に抱え込む春菜。

「皆、ありがとう……」

　数が少ないからこそ、工房全体で知恵を絞って心をこめてくれた事が分かるプレゼント。

　それは、春菜にとって生涯でも指折りの忘れられないものになるのであった。








エルフの森編　後日談その二






「墨打つから、押さえとって」

「はーい」

　ウルスでは今、アズマ工房拡張工事の真っ最中であった。

「ヒロシ、木材さ足りとるべか？」

「足りんなら、もっとハンターツリーさ伐きってくるだが」

「まあ、なんとかなるやろう」

　測量と墨打ちを終え、ざっと基礎をどうするかの目算を立てながらゴヴェジョンとフォレダンにそう答える。

「それにしても、リフォームして一年も経ってないのに、拡張工事が必要になるとは思わなかったよね」

「まあ、しゃあないわな。工房スペースはまだしも、宿舎の部分はフォレストジャイアントが寝泊まりするにゃ、ちょっとどころやなく狭いし」

「すまねえだな」

「ええってええって。工房に男手が足りてへんのは気になっとったし、フォレダンのおっちゃんやったらいろんな意味で信用できるし」

　宏ひろしの言葉に頷うなずく他のメンバー。

　いろいろアレで何な話が広まっているアズマ工房に対しては、元々不ふ埒らちな事を仕掛けようという人間はそうはいないのだが、それでも男手がまったくないというのはやはり不用心である。

　かといって、女の園になっている上、子供が二人もおり、しかもエアリスまで出入りする現在のアズマ工房に、迂う闊かつに信用のおけない男を招き入れるわけにもいかない。

　そういったもろもろを踏まえると、そもそも異種族に性的な興味がほぼ存在しないフォレストジャイアントは最適という事になる。

　ついでに言えば、年を重ねすぎて性欲がすでにほとんど存在しないエルダーゴブリンも。

　実のところ、いわゆる人間に分類される生き物に関しては、どんな組み合わせでもその気になれば普通に交配が可能だ。条件さえ整えれば、フォレストジャイアントとヒューマン種やエルフはおろかフェアリーやピクシーの間にだって子供は作れる。

　ただし、普通はヒューマン種とエルフやドワーフ、一部獣人などのような見た目や体格、美的感覚が近い組み合わせ以外ではあまりハーフというのは生まれてこない。性欲を抱くポイントが違うのだから、当然と言えば当然だろう。

　種族的にメスがいないミノタウロスなどを除いて、女なら何でもいいという狂った種族はいないのである。

「とりあえず、この際やからこの建物は男子寮にしてまうつもりやけど、どないやろう？」

「まあ、いいんじゃないか？」

「今後も人数を増やすなら、妥当なところじゃない？」

　宏の提案に、特に問題ないと同意する一同。

　どうせ今後も、あちらこちらの僻へき地ちに転移陣を設置して回り、その土地その土地からいろんな人間を引っ張りこむ事になるのだ。それに、工房の規模拡大はあちらこちらからの要望でもある。

「さて、とりあえず基礎工事終わらせてまうから、春はる菜なさんは訓練兼ねてあっちこっち手伝って。澪みおはファムらの講義頼むわ」

「了解」

「ん、教材は？」

「好きにやったって」

　宏の了解を得て、適当によさげな材料を集める。今回の講義は七級ポーションとそのランクに相当する各種消耗品の予定らしい。

「ほな、明日には外装が終わるとこまでやってまうで」

「終わるんだべか？」

「この規模やったら余裕や」

　そんな自信たっぷりの宏の言葉どおり、その日のうちに異様にしっかりとした基礎が出来上がるのであった。




　　　　☆




「七級ポーションはこんな感じ。できる？」

「その反応って、こんな事に使うんだ……」

「見極めが難しいのです……」

「速度を一定にっていうのは大変ですよね……」

　澪の講義を聞き終え、実際に試してみたところで思わず唸うなり声しか出なくなる三人。

　まだエンチャントや錬金術を他に応用するようなレベルには至っていないが、それでも八級ですらまだ四苦八苦している職員達には、非常にハードルが高い。

「因ちなみに春はる姉ねえは最近、これやりながら初歩レベルの簡易エンチャント乗せられるようになった」

「……いくら親方やミオさんが一緒だといっても、その進歩は早すぎます……」

「……親方も大概人間かどうか疑わしいのですが、ハルナさんもやっぱり種族を詐称しているとしか思えないのです……」

　テレスとノーラの感想に、思わず吹き出してしまう澪。

　どちらかと言わずとも表情に乏しい彼女だが、笑ったりしないわけではない。

　なお、春菜が本格的に生産を始めてから八カ月。採集系とエンチャントを熟練度十五程度まで上げていた事や材料に余裕があった事を考えるなら、そこまで無茶な成長速度でもない。

　そもそも調味料作りに関しては、料理だけでなく製薬や錬金術のスキル修練にもなる。そのため、カレーパン作りは地味にかなりの濃度のスキル修練になっていたのだ。

　とはいえ、その春菜でもまだまだ初級突破までは遠い。簡易エンチャントを乗せられるようになったといっても、多少品質を良くできるとか多少作業がしやすくなるといった程度で、宏や澪のように一段階以上低い素材からポーションを作ったりする事はできない。

　所しょ詮せん、初級は初級なのだ。

「一応話は通してあるから、今度からオルテム村近辺でも材料集めすること。あのあたりなら、七級の材料が結構手に入りやすいし」

「分かりました」

「七級の材料、アタシ達でも採れる？」

「素材取るのは、八級までの材料と大差ない」

　そう言って、各々の材料の特徴をざっと解説する澪。

　それを真剣な顔で聞き、しっかりメモをとる三人。

　いつの間にやらファムも、そしてこの場にはいないがライムもきっちり読み書きができるようになっており、少々難しい内容でも講義できるようになってきたのは好材料であろう。

　なお、ゲームの時も素材の収集自体はレベル一つ程度の違いではそれほどの差はない。

　素材や完成品のランクごとの採取難易度が大きく変わるようになってくるのは、レベル４（五級）を超えたぐらいからである。レベル３（六級）ぐらいまではどちらかというと、群生地が初心者が行くには厄介な場所に偏っており、数集めるのが大変だという事が障害になる。

　また、初級を乗り越える障害は材料だけではなく、熟練度が伸びる条件にもある。

　中級以上は失敗しても熟練度が伸びるのだが、初級の間は失敗からはなにも学べないらしく、どんな惜しい失敗でも熟練度は上がらない。

　その上、スタミナの消費が作業何秒ごとに最大値の１％などという中級以上と比べて格段に多い仕様となれば、なおの事だろう。

　しかも、スタミナが一定ラインを割り込めば疲労ペナルティで成功率も下がる。

　どうやらそのあたりの法則はゲームとこの世界とでほぼ同じらしい。テレス達三人もずいぶんマシになってきたとはいえ、スタミナ消費の罠わなはいまだに厳しく、生産量や技能の向上に対する大きな壁となって立ちはだかっている。

「あと、そろそろ道具作る方法も覚えたほうがいいから、明日ぐらいからそっちも」

「道具も自分で作るのですか？」

「当然」

　いきなりの発言に面食らったノーラの質問に、秒殺で切り返す澪。

　自分で使う道具ぐらい自分で作れないと、この先いろいろと困る事になる。

　特に、宏が使っている鍛か冶じ用ハンマーのように、特殊素材をベースにガチガチにエンチャントをかけて作り上げなければならない道具など、金を出せば手に入るようなものではない。

　そもそも、産業が高度化し極限まで細分化される以前は、日本でも高レベルの職人は道具作りのプロでもあった。この世界もそういう傾向がある以上、手に職を持ちたいのであれば道具や設備ぐらいは自作できないと話にならない。

　宏や澪、春菜などの認識はそんな感じではあるが、まだまだひよこにすらなっていない職員達の場合、自分達で道具を作る必要があるなどという事は、残念ながら想像すらしていなかった。

　もっとも、今現在やっている程度の作業は冒険者協会などで手に入る器材で十分である上、それ以外のあるとちょっと便利な小物類も大体揃そろっていたのだから、作るという発想に行かないのも仕方がない部分はあるだろう。

　第一、宏達は作業のための道具を作っているところを、一度も見せてはいない。

「市販の道具じゃ駄目なの？」

「師匠が使ってるハンマーが、市販されてるとでも？」

「うっ」

「それに、調味料と七級までのポーションで満足するならともかく、それ以上になると市販の道具じゃ性能が悪すぎる」

　致命的な実例を出され、その上、向上心を試されるコメントまでいただいてしまい、完全に沈黙してしまう三人。

「いきなりそんな難しいものは作らないから、大丈夫」

「あまり信用できません……」

「というか、三人の力量じゃ、作れてすりこぎがいいところ」

　地味に摩耗する必須道具をあげられ、非常に納得してしまうテレス。

　確かに、形を言わなければテレス達三人でも作れる上、今のペースで使いこめば一年とは言わないが結構早くに摩耗しきりそうな道具である。

「とりあえず、明日は道具類の材料調達先として、多少鉱石が取れるところに案内するから、まずはそこで採掘訓練」

「肉体労働ばかりなのです……」

「薬作るのも、地味に腕力勝負ですよね……」

「職人って、体も頭もかなりいるよね……」

　スパルタ式にハードな日程を組まれ、まだ日も高いのに疲れ切った表情を浮かべる三人。

　彼女達は知らない。

　自分達がまだ、長い長い職人坂を登り始めてすらいないという事を。




　　　　☆




「大分上達したんやなあ。僕が謎植物つくっとる間に、大分練習した？」

「ん～、とりあえず二日ぐらい、ずっと糸紡いでたからそのせいかも」

「なるほどなあ」

　どこからともなく調達してきた羊毛を糸にしている春菜を見て、感心したように頷く宏。

　冬場の猛練習の成果も出てか、ファンタジー的な意味で特に癖のない素材なら、問題なく布まで加工できるようになっている。

　ちょっと集中力を欠いているからか、たまに失敗して糸を千切ったりしているが、紡いだからといって使い道もあまりないので、大した問題ではないだろう。

「あとは精錬と鍛冶と船造り覚えて採掘と一緒に練習したら、そろそろメイキングマスタリーいけるかもなあ」

「本当に？」

「まあ、習得ペース考えても、各々一カ月から二カ月ぐらいは必死なって練習せんと無理やとは思うけどな」

「最短でも半年かかるのかあ……」

　宏の言葉を聞き、微妙に遠い目をしてしまう春菜。

　実のところ、あと半年でそこまでの技能を身につけるのは、本来不可能とは言わないが相当の運が絡む。ゲームだった頃と比べて実作業時間が長い事を考えても、それ以外の時間も結構長いのだからそんなに技量の上昇が速くなるわけではない。

「戦闘と違って職人技は回数が勝負やからなあ」

「やっぱりそういうもの？」

「そういうもんや」

　一回の実戦が百の訓練に勝るといわれる戦闘と違って、生産関係はどのレベルのものをどれだけ作ったかが全てだ。同じものを一から何十個、何百個と作る事により、徐々に徐々に腕が上がっていくものである。

　頭の良し悪しもある程度習得速度に影響するとはいえ、そこに近道はない。究極的には戦闘も回数勝負ではあるが、訓練と実戦の境界線があいまいな職人芸とは比べ物にならないだろう。

「それにしても……」

「ん？」

「いくら生産系スキルが能力補正大きめっていっても、やっぱり初級は初級だよね」

「何ぞ、思うところでもあるん？」

「何というか、私がオーバー・アクセラレート習得した時みたいな自覚できるほどの差とか、宏君とか澪ちゃんがエクストラスキルとった時みたいな傍で見てて劇的に見えるほどの変化はないなあ、って」

　春菜の言い分に、思わず首をかしげる。

　正直なところ、タイタニックロアを身につける前と後で、宏本人には劇的な変化の実感はない。

　澪にしても、元々高い能力のものがさらに伸びた部分が大きいため、ぱっと見た感じでそれほど大きな違いを感じない。

「そんなに変わっとるかなあ？」

「大違いだよ。だって、手斧おの使った時の攻撃力が明らかに見て分かるレベル上がってたし」

　春菜の主張の根拠は、実に簡単だった。

　因みに、手斧を使った時の攻撃力を比較する相手としては、伐採に行った時に遭遇した灰色熊を持ってきている。

　以前の宏は二発かかって瀕ひん死しどまりだったこの熊を、タイタニックロア習得以降は一撃で仕留めていたのだ。

　当たりどころの差ではない事も確認済みである。なぜなら、同じ場所に同じように攻撃を食らわせていたのだから。

「まあ、初級は初級、っちゅうのはあるやろうけど、それだけでもあらへんのちゃう？」

「と、いうと？」

「春菜さんのオーバー・アクセラレートとかうちらのエクストラみたいにいきなりスペックが変化したんやなくて、修練でちょっとずつじわじわ上がっていっとるわけやし、少なくともそう簡単に自覚できるほどの差は出えへんと思うで」

　宏の実に説得力のある台詞に、思わず納得してしまう春菜。

　成長期の身長やバスト、足のサイズの変化などのように、ふと気がつくといつの間にか大きく変わっているのが、スキル修練による能力というものだ。たまに会う親しん戚せきのような立場でもない限り、はっきりと認識するのは難しいのかもしれない。

「まあ、それはそれとして、や」

「うん」

「この前から澪が春菜さんにマント作れ、みたいな事主張しとるんやけど、どうする？」

「あ～……」

　いまだに澪がこだわっている事を知り、困ったような笑顔を浮かべて軽く小首をかしげる春菜。正直なところ、あまり趣味性の高い装備構成にはしたくないのが本音である。

「宏君は、どう思う？」

「見た目がどうとかそういうんを置いとくんやったら、ありはありやと思ってんで」

「そうなの？」

「春菜さん、左手空いとるやろ？」

「空いてるけど、それが？」

「絶対やないんやけど、本来レイピアとかその手の武器で戦う、いわゆるフェンサーっちゅうやつは、左手に盾代わりのマインゴーシュとかその手のもんを持つんやわ。まあ、春菜さんの場合は両利きやから、相手かく乱するためにスイッチするって観点で左手空けとくとかもありやし、実際にその種のフェイントもやっとるし」

　宏の解説に、糸紡ぎの手を止めて、春菜が思わず「あー」などと声を上げる。

　実際、ゲームで細剣系をメインにすると決めた時に、フェンシング関係の動画を片っ端から見た事がある。その中には、宏が説明したように受け流しに特化した短剣を持ったスタイルのものもあった。

「でまあ、そのへんのスイッチの事まで考えると、や。盾代わりのマント、っちゅうのも有りやないかな、ってな」

「マントって、盾代わりになるの？」

「そら、ドーガのおっちゃんとか騎士連中が使うとるような盾と同じにゃならんで」

「まあ、そうだよね」

「ただ、いわゆるバックラー的な使い方は腕が伴えばできるし、ブラインドに使うてかく乱するんは古典のフェンサーの常じょう套とう手段やったりもするんよ。それに、裾すそで斬きったりとかの武器として使えるマントもできんわけやないし」

「裾で斬ったりとかは澪ちゃんも言ってた。けど、それだと歩いてる時に自分の足とか切りそうだから保留かな。でも、防具として使えるんだったらマント装備は考えてもいいかも。正直、森のダンジョンで防御力と防御手段の不足は痛感させられてたし」

　ついこの前の出来事を思い出し、思わず苦い顔をする春菜。

　専門分野の問題とはいえ、はっきり分かっている弱点をいつまでも放置しておくのは怖い。

「ほな、今晩にでも作っとくわ」

「頼める？」

「任しといて。ちょうどええ素材は山ほどあるしな」

「ちょうどいい素材って、たとえば？」

「まずは一般的なところでワイバーン。ケルベロスでもなかなかのんができる。あと、ガルバレンジアもありやな。何やったら、そのうち鱗うろこ系やない種類のドラゴン狩ってくるんも選択肢やで」

　見事に食いついてきた春菜ににやりと笑い、いくつか候補をあげていく宏。

　どれもこれも普通はマントの素材になどしないものばかりである。

「最後のはパスとして、なんだかものすごく贅ぜい沢たくなラインナップだよね……」

「全部在庫がようさん余っとるから、どんな贅沢な使い方でもできんで。何やったらワニ革のハンドバッグと称してワイバーンの革でブランド物のパチモン作ってもええで」

「やな偽物……」

「偽モンやあらへん。パチモンや」

「私にはその違いが分からないよ……」

　関西人以外にはいまいち通じにくいネタを言ってのける宏に、何とも言えない困った顔をするしかない春菜。

　なお、パチモンもしくはパチモノとは、ニュアンス的には性質の悪い無認可非公式のパロディ商品というのが近い。

　イメージとしては、モノマネ芸人が無許可でやっているモノマネみたいなものだろうか。本物とは似ても似つかないのに、特徴だけはむやみやたらとよくとらえているあたりがそっくりである。

　もっと正確に言えば、便乗商品というのが本質に近いであろう。

　全体に共通する特徴としては、やたらと胡う散さん臭く、どう見ても本気で騙だます気はゼロだというのがあげられる。ほとんどの人が一目で偽物と分かりつつ、どこまで本物に近づけられるか、そしてその上で笑いがとれるかがパチモノ作りの真骨頂と言ってもいい。

　騙されるのが偽物ならば、分かっていて一発ネタのために買うのがパチモノという感じだろう。分かっていて買うのだから、早まったという後悔はあっても、騙されたとかよく見ておけばよかったという種類の後悔はしないのがパチモノなのだ。

「いや、そんな事を力説されても……」

　そんな感じの説明を力説する宏に、本気で呆あきれた顔をしてしまう春菜。

　性質の悪いパロディだろうが本気で騙すつもりの類似商品だろうが、本物ではないという一点ではまったく同じである。公式のジョークグッズならともかく、そんな限りなく黒に近いグレーな、というより、普通に黒であろう商品を買う気は起こらない。

「まあパチモンについては置いとこ。マント以外にももう一つ、確認しときたい事があんねん」

「何？」

「レイピア、グレードアップするか？」

　これまた急に意外な事を聞かれ、とっさに応えに窮する春菜。

　今でも性能的にはやや過剰気味なのに、まだグレードアップするというのだ。

　春菜が答えをためらうのも当然であろう。

「えっと、また唐突だよね？」

「まあ、春菜さんにゃ唐突に聞こえるやろうなあ」

「それを聞いてくるって事は、他にも武器を新調するんだよね？」

「真ま琴ことさんのをな。アランウェン様の話もあったし、こっちで勝手に刀と大剣作っとこうか、思うてんねん」

「それで、ついでにってこと？」

「せやねん。兄貴のロッドも作るし、澪の弓に至っては素材的に魔鉄合金製よりツーランクぐらい上のイビルエント製になりおるし、春菜さんのだけ普通の鉄製のままになってまうから、ついでに作ったほうがええやろう、思うてな」

　納得できるといえば納得できるその言葉に、少し考え込む春菜。

　正直なところ、今のところ攻撃力不足の類たぐいは特に感じない。

　バルドの時はそもそも接近戦を挑む隙すき間まなどなかったし、巨大マンイーターの蔦つたを切るのに苦労したのは根本的に武器の相性の問題だ。

　どちらも新調したところでそれほど差が出るものでもない。

　だが、新調できる時に新調しておかないと、いざという時に武器の性能が悪くて足を引っ張りました、などという洒しゃ落れにならない事態を引き起こしかねない。

　宏に負担をかける事になるのが難点ではあるが、やはりここは作っておいてもらったほうがいいのだろう。

「悪いけど、お願いしていいかな？」

「了解や。エンチャントはこっちで勝手に決めてええな？」

「うん。どんなものができるか分からないし、お任せするよ」

　宏の確認に了解の返事を返し、基本全てを丸投げにする春菜。

　彼女の力量では、正直口を挟めるところがなにもないのだ。

「ほな、レイピアとマント、っちゅうことで」

「あっ、やっぱりマントも作るんだ」

「作って無駄にはならんしな。さすがにマスカレードと羽根帽子までは作る気ないけど」

「作られても困るよ……」

　宏の冗談に心底困ったような顔で突っ込みを入れ、完全に止まっていた紡績作業に戻る。

　猫が見れば転がして遊びそうな毛糸の玉がすでに三つ目に差し掛かっているが、この工房に猫はいないので問題はない。

「そういえば、その毛糸なんかに使うん？」

「秘密」

「さよか。まあ、使う予定あるんやったらええわ。霊糸みたいに不良在庫になったらたまらんからなあ」

　春菜の言葉に用途があると判断した宏が、特に突っ込む事なくコメントを残す。

　深く突っ込みを入れられなかった事に、思わずホッとする春菜。

　真琴や澪との話し合いの結果、この毛糸でパンツを編む事が決まっているなどとは、何重もの意味で宏には告げられないと胸の中で思う春菜であった。




　　　　☆




「また、ものすごい量の鉱石ですね」

「まあ、いろいろ作るからなあ」

　春菜に最終確認を取った二日後。

　大量に運び込まれた魔鉄とミスリルの鉱石を見て、微妙に驚きの声を出すアルチェム。

　そんなアルチェムにいつもの事と言わんばかりの台詞を残し、精製の前に鉱石の質を確認する宏。

「こんなに鉱石買って、大丈夫なの？」

「それは金銭的な意味か？　それともコネ的な意味か？」

「両方だけど、主に金銭的なほうかな？」

「金に関しては問題あらへん。魔鉄とかミスリルは、製品になってもうたらものごっつう高いんやけど、鉱石段階やとだぶついとるみたいで安いねん」

　需要と供給の関係を表すかのようなその説明に、納得するやら寂しいものを感じるやらでコメントに困る一同。鉱石段階だと安いのは当然、精製できる職人が少ないからである。現在の職人の平均レベルだと、このあたりの素材は精製して加工できるだけで超一流扱いされてしまうのだ。

「ちょっと待って」

「ん？」

「だぶついてるって事は、鉱石を掘れる人は結構いるの？」

「そうなんちゃうか？　含有量の多い、いわゆる質のええ鉱石掘るんは結構な腕と勘がいるんやけど、鉱脈さえ見つけとったら単に掘るだけやからそこらの人足でも行けるし」

　ランクの高い素材の意外な事情に、これまた微妙に絶句する春菜。

　実のところ神鉄以外は、ゲームでも掘るだけなら初級の熟練度七十もあれば掘れるのだ。ただし、鉱石の品質が非常に悪くなる上、掘ったところで精錬の腕が追い付かないため、レベルが上がるまで間違いなく不良在庫としてだぶついてしまうのである。

　そこらへんの事情はこちらの世界でも同じらしく、絞り気味の生産量でも鉱石自体は割とだぶついているのだ。

「なあ、ヒロ」

「なんや？」

「コネの方は、そこまで使い倒して問題ないのか？」

「鉱石ぐらいは問題あらへんやろう。そもそもこんなスピードで入ってきたんも、向こうがだぶつき気味の鉱石をこっそり買いたたいて確保してあったかららしいしな」

「何やってんだよ、ファーレーン王家は……」

　ファーレーン王家の予想外にもほどがある行動に、思わず頭を抱える達たつ也や。

　宏が注文を出さなければ、そのだぶついた鉱石をいつまでも抱える事になる、という事は考えなかったのだろうか？

「多分やけど、向こうはそのうち鍛冶も仕込むやろうって睨にらんどったんやと思うで」

「あ～、なるほどな……」

「実際、いつになるかはともかく、いずれはこのへんの素材使ってあれこれやるわけやしな。それに、材料持ち込みやったら値段は勉強する事なるし」

「厄介な話だよな、それも……」

　いろいろと過大な期待をされている節のあるアズマ工房。

　実際、春菜の成長率ほど異常ではないにしても、テレス達三人ですらすでに製薬と錬金術に関しては、世界全体の平均を超えているのだ。しかも、現状いろいろと作り方を広めているのに、いまだにここでしか作れない物も結構ある。

　それ以上に、コンスタントに結構な分量の火炎石などの低レベル消耗品や八級程度の毒消しを生産し納品しているというのは、実績としてはこの上ないポイントとなる。

　アズマ工房、というよりはそこで働く三人の職員に関しては、王宮や冒険者協会、メリザ商会なども驚きをもって見ている。

　超越した技量を持つ指導者がいるかどうかで、どれほど変わるのかというのをはからずも証明してしまった形になっているため、様々な組織が水面下で息のかかった者をアズマ工房に弟子入りさせられないかと画策している。

　もっともそういった組織は、当の指導者達となかなか接触を取れないため、計画が頓とん挫ざしかかって微妙に頭を抱えていたりする。元の世界に帰るため、ふらふらとあちらこちらへ出歩いているのが妙なところで功を奏する形になっているようだ。

　もちろん、当人達は何一つ深い事は考えていない。

「さすがに邪魔やし、当事者になる真琴さんと兄貴、あと春菜さん以外はちょっと出とってくれるか？」

「分かりました」

「仕事してくるのです」

「親方、あとでいろいろ教えてね」

　宏に促され、素直に調味料作りのために出ていく三人。

　澪も自分の弓を作るために工作室へ向かう。

　現状特にやるべき事もないため、どうしようかと少し考え込むアルチェム。もっとも、

「あ、じゃあ私は、ちょっと村に戻って醤しょう油ゆ蔵と味み噌そ蔵の進しん捗ちょく度合いを見てきますね」

　すぐに自分でもできる事を思いつき、用事を済ませるために出ていくのだが。

　なお、ゴヴェジョンとフォレダンがここにいない理由は単純で、宏の図面をもとに仮ごしらえの醤油蔵と味噌蔵を作りに行っているからである。

　味噌も醤油もあの一帯の貴重な外貨獲得手段になりうるという事で、村総出で作業をしている。

　すぐに安定して量産というのは難しそうだが、それでも最初の試作品が現時点で問題なく発酵が進んでいるため、日本酒と並んで新たな特産品としての期待は強い。

　気が早い暇人達は、すでに大豆の増産のために新しく畑を作る計画すら立てており、切り開いても問題のない老いた土地を見つけていたりする。

　因みに、エルフの村と周辺の連中がなぜ外貨を欲しがっているかというと、外貨がなければダシに使える海産物やカレー粉を購入する事ができないからである。

　さすがにいくらなんでも、あの一帯に住む四種族全員の満足させうるだけの質と量の調味料や海産物となると、アズマ工房が無料で提供するというわけにはいかない。

　だが、地味に和風の舌を持っているこの地域の連中は、宏達が持ち込んだ煮干しやカツオ、昆布などでダシをとった煮物をたいそう気にいってしまい、安定して手に入るのなら何としても手に入れたいと考えている。

　故に自分達も使いたいという事もあり、非常に真剣に醤油造りに取り組んでいる。

「ほな、まずは材料少なあていける、春菜さんのレイピアから行こか」

「ん、お願い」

「まあ、ちゅうたかて、材料はまとめて一気に作るんやけど」

　そんなとぼけた台詞を吐きながら、溶鉱炉にどんどん材料を投入していく。

　レイオットに無理を言って集めさせた、流通に乗るぎりぎりのレベルの砂を使ったレンガの、世界でもここにしかない高性能溶鉱炉である。

　もっとも宏的には、つなぎ程度の大した性能とはいえないレベルの設備ではあるが。

　そもそも、レイオットが無理を言われたのは、真琴からの苦情を受けて宏に魔鉄製の自分の武器を作らせようとしたのが原因である。言ってしまえば、自業自得だ。

「んじゃまあ、本番行くで～」

　気の抜ける口調で完成した合金を引っ張り出し、その口調とは裏腹の真剣な表情で熱した鉱石にハンマーを入れる。

　例によって例のごとく、作業中は触れれば切れるのではないか、と思わせるほどの鋭い眼光で、真しん摯しに丁寧に、大胆に繊細に作業を進めていく。

　程なくして最初の一品、春菜の新しい相棒となるであろうレイピアが完成する。

「完成や。ちょっと振ってみて」

「ん、了解」

　宏に促され、初めて武器を作ってきた時の事を思い出しながら軽く型をなぞってみる。

　あの時と違い、今回は何一つ調整しなくてもまったく狂いがない。狂いがないどころか、びっくりするほど手になじみ、今まで以上に扱いやすくてしっくり来る。

　しかも、これまでとは比較にならない性能である事が、ただの素振りでもはっきり分かる。

「すごい、完かん璧ぺき……」

「そらもう、長い付き合いやし、戦闘シーンも覚えるほど見とるからな。今更バランス崩したりとかはせえへんよ」

　一発で特に修正する必要もなくきっちりバランスをとってのけた宏に、思わず感動するような眼差しを向ける。宏がチームにいてよかったと思う事はいくらでもあるが、こういう時は特にそう思ってしまう。

「まあ、特殊機能はあとで説明するとして、次は兄貴のいってみよか」

「おう、頼むわ」

「ほな、いくで～」

　早速、ばかげた量の魔力を注ぎ込みながら、ロッドを音高く槌つち音おとを響かせて成形していく。

　魔力の増幅と制御補助に気を使って導通ラインを設計し、いくつかのポイントに魔力結晶をはめ込むためのくぼみを作る。その後、補助材料を組み込んでデザインラインから魔法の効果を大きくする形状に変え、最後に冷却と同時に強力なエンチャントを施す。

「あとは魔力結晶をはめ込んで……」

　変形の五ご芒ぼう星せいを描くように配置された魔力結晶が、その身に輝きを灯ともす。そのエネルギーの流れを微調整し、仕上げのエンチャントを施して完成。

　軽く起動して問題がない事を確認すると、達也にそのまま渡す。

「ちっと確認して」

「なんか、ものすごく手の込んだロッドだな。前のとは大違いだ」

「そら、材料の充実度合いも違うし。間に合わせ素材っちゅうても、今回は作れるもんも気合いの入り方もやっぱちゃうで」

　分かるような分からないような宏の宣言に苦笑しつつ、ロッドを起動していくつかの魔法を軽く発動してみる。

　凄まじくコントロールがやりやすくなっている反面、増幅率が高すぎるため手加減は逆に難しくなりそうな感じだ。

　そんな事を考えつつ短縮詠唱でいくつかの魔法を起動し、即座にキャンセルする。

「……なあ」

「何？」

「今、裏技使わなくても二重起動に成功したんだが？」

「そら、多重起動の機能組み込んであるんやから、当然やで。っちゅうか、裏技ってなんや？」

「詠唱中にタイミング合わせてノーディレイで詠唱なし、クールなしの魔法起動すると、コストが激増する代わりに同時に二発魔法が発動するんだよ」

「ほう。そら知らんかった」

　宏が作った杖つえには、多重詠唱の機能が組み込まれている。

　初級レベルなら五種、中級で三種、聖天八極砲レベルでも二種同時に詠唱可能な極悪な杖だ。

　当然コストは普通に起動した数だけ消費するのだが、そこはそれ、宏がそんな問題を何の手立てもなしに放置するわけがない。

「それと、もう一つ気になってたんだが、妙に発動コストが軽くないか？」

「あ、達也さんも？」

「なんや、もうばれたんか」

　刀の材料にするための玉鋼を作りながら、達也の質問にしれっと答える宏。

「で、何をやったんだ？」

「兄貴らがガルバレンジア狩ってきてくれたから、イビルエントの葉脈と組み合わせてええ触媒が作れてなあ」

「聞くのが怖くなってきたんだけど、何のエンチャントをつけたの？」

「魔法発動コスト75％カットと戦闘スキル発動コスト75％カットを武器段階で焼き付けといてん」

「はあっ!?」

　宏のとんでもない台詞に、この場にいた三人が思わず絶叫する。

「なんや、そないに驚かんでもええやん」

　いつの間にか大剣を打つ準備をしながら、顔をしかめつつそんな文句を言う宏。

　だが、そんな彼の文句など、誰一人聞く耳を持つわけもなく……。

「あんた、それがどれだけとんでもないか分かってて言ってんの!?」

「とんでもないもなんも、上級エンチャントとしては割と一般的なしろもんやで」

「そんなの付いた装備なんて、煉れん獄ごくの中層でも出てこないわよ！」

「その代わり、煉獄産の武器って魔道具とかエンチャントで再現できへん種類の特殊機能は結構あるで。それに消費軽減の方は、向こう居おった時兄貴の杖には付けとったやん」

「あんな物騒な杖、やばすぎて普段使いできねえからそこまで見てねえよ！」

　宏の言い訳をあっさり聞き流し、吊つるし上げを続けようとする真琴達。

　補足だが、煉獄産装備固有の特殊機能というのは、半分以上がクセが強すぎて使い手を選ぶものであり、残りの半分はせいぜい優秀なおまけ程度のものだったりする。

　あと、宏は誤解しているが、煉獄中層のドロップアイテムの固有機能程度ならば、全ての生産エクストラを習得した上で同じ階層で入手可能な素材を集めれば再現可能である。

　もっとも職人達が引きこもっている上にハードルが高すぎて、誰も確認していないため開発者か神様ぐらいしか知らない情報ではあるが。

「ついでに言うたら単なるエンチャントやから、どんな武器にでもつけれんで」

「……ごめん、ちょっとめまいが……」

「ほんまのところは95％カットの方付けたかったんやけど、素材が大だい霊れい窟くつまで行かんと揃わん上に、生産量がごっつ少ないからなあ」

「これ以上怖い事言わないで、いいわね？」

「別に怖くはないやん」

　真琴にすごまれ、ぶつくさ言いながら鉄の塊を大剣の形に鍛え始める。最初は微妙にふてくされた表情だったものが、作業を始めるとすぐさま引き締まったものに変わった。

　ハンマーを振り下ろす一撃一撃が鉄塊に魂をこめ、現在世界に二つと無い強力な武器へと変へん貌ぼうさせていく。

「まずは一つ目。バランス見るから、軽く振ってみて」

「はいはい」

　どうせバランスなんぞ確認しなくても、今までの戦闘を見ていれば余裕で正確な重心を取ってのけるに決まっている。そんな気分で春菜に倣ならって軽く型をなぞる。

　予想どおり、真琴にとって最適な重心バランスと寸分狂わず一致している。

　軽く振った感じ、基礎スペックでは煉獄で手に入るレア装備よりは若干落ちる印象だが、むしろ気軽に作ってこの程度で済んでいる事がおかしいので、そこは気にしない事にする。

「今更あんたが作る武器がバランス狂うはずないわよね」

「分からんで。次作るんは、真琴さん使っとるところ見た事ないし」

「へっ？　……まさか！」

　真琴の言葉に耳を貸さず、熱した玉鋼を厚さ五ミリ程度に打ち延ばす。

　延ばし終わった鋼を二センチ程度の破片に割っていき、慎重に質のよいものを数キロ選定。小割りにされた材料を熱して沸かし、一つの塊にしてから打ち延ばす。

　平たく延ばしては折りたたみ、何度も何度もたたいては折りたたむ。

　二十回ほど折りたたみ終えたところで満足いく品質になったのか、もう一つの鉄の棒を作り始める。残りの塊を精製しなおして組成をいじり、それなりの硬度を持ちながらも粘り強い鉄を作り上げる。それを最低限整形したところで、最初に鍛え上げた鋼で今作った鉄をくるむ。

「そっちの鉄と最初の鉄は、何か違うのか？」

「最初の鉄だけやと衝撃で折れたり砕けたりしおるから、軟らかくて粘り強いやつで衝撃逃がせるようにしたらんとあかんねん」

　達也の質問に答えながら、二つの鉄を熱してそれぞれの性質をそのままに一体化させ、小槌で日本刀の形に成形していく。

　小槌とやすりで形を整えたあと、土らしいものを表面にコーティングし、再び熱して焼き入れ。焼きが終わったものの曲がりや反りを修正した後、研ぎあげて状態を確認。

　やすり仕立てをしてから銘を刻み、脇差と太刀の中間程度の長さを持つ、見事な刃紋が美しい日本刀を完成させる。

　ここまでの工程で時折正体不明の粉を振りかけながらぶつぶつ何かを唱えているのは、おそらくエンチャントを施していたのだろう。

　本来の刀鍛冶が見ればおかしな作業もいくつかあるが、そもそも素材が違う上に魔法という現実には存在しない工程も挟まるのだ。ベースとなる大まかな流れは同じでも、割と重要な細部が一致しないのは当然といえば当然である。

　魔鉄ならばまだその程度の差ですむが、さらに上の素材では教科書どおりの鍛造方法では、その方法についてどれほどの腕を持っていてもまともな武器にはなりえない。

　この世界の素材は、上に行けば行くほどわけの分からない特性を持っているのである。

「まあ、妖刀っちゅうほどの代物にゃなってへんけど、十分実用範囲にはなっとるはずやで」

「……」

「日本刀ってのも、手間がかかる代物なんだな」

「せやなあ。伊だ達てに世界最強の美術品っちゅうわけやあらへんしなあ」

　そんな宏達の会話を聞き流し、何かに魅入られたかのように完成した刀を手に取る真琴。

　ギャラリーや設備から十分に距離をとり、長らく使わなかった技を確かめるかのように恐る恐る振るう。

　真琴のその動きに応え、寸分の狂いもなくイメージどおりの軌跡をなぞってみせる刀。

　その瞬間に、いや、その刀を手に取った時から、真琴は自分の中の普段は意識しない欠けたところが埋まったような感覚を覚えていた。

「バランスとか、どない？」

　宏の質問を完全に無視し、何度も何度も取り憑つかれたように刀を振るう。

　理想どおりのバランス。

　理想どおりの長さ。

　そして、今までは望むべくもなかった、妖刀となりうる片へん鱗りんを見せる切れ味と強きょう靭じんさ。

　材質こそ本来の意味での玉鋼ではないが、そんな事は関係ない。これは紛れもなく日本刀だ。真琴がかつてゲームの中で半身として選び技を磨き上げ、高みに上り詰め、そして手足の延長たる相方に出会えずに挫ざ折せつした、その道を再び歩かせてくれるであろう存在だ。
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（もしかしたら、今度こそ、今度こそあの技が……）

　かつて、ゲームの中で出会ったＮＰＣ。その男に師事し、極意を叩たたき込まれ、皆伝の証として受け継いだ一連の技。それに耐えうるだけの刀を得る事ができずに、結局一度もまともに振るった事のない奥義。

　もはや刀使いとしては錆さびついてしまっている現在の真琴では、技を発動させる事はおろか、その準備段階にも至れないだろう。やはり煉獄産の装備には及ばない事を考えれば、この刀ではまだ足りないのかもしれない。

　それでも、

「うん。覚悟はできたわ」

　再び、一振りの刀に全てをかける覚悟は固まった。

「何の覚悟かは分からへんけど、そらよかった」

「宏、またいろいろ注文つける事になるかもしれないけど、とことんまで付き合ってもらうわよ」

「職人としては、顧客のわがままは望むところやで」

　こうして真琴はかつて心の底から魅せられ、一度は諦あきらめざるを得なかった道に戻ってくるのであった。








エルフの森編　後日談その三






「今日も農作業、頑張るで～！」

「「おー！」」

　春はる菜なの誕生日から数日後。

　鍬くわを片手に声を上げる宏ひろしに、妙に楽しそうに追従する春菜と澪みお。

　ウルスの旧スラム地区の農園も、そろそろ宏達が手を出さなくてもよくなりそうなぐらいには形になりつつあった。

「土壌の改良は大方終わったし、あとは作付したらアルチェムあたりにお任せやな」

「はい！　頑張ります！」

　宏に話を振られ、妙に気合いを入れるアルチェム。

　その様子を、一緒に苗や種、肥料を運んできた職員三人が妙に生温かい目で見守っていた。

「気候的に田植えにゃまだ早いんがちっと残念やけど、夏から秋にかけて収穫の野菜類はあと少し植えたら終わりやな」

　そう言って、トウモロコシやレーヴェ豆の種を見る。

　どちらも農家泣かせの植物系モンスターだが、兵士や新米騎士の訓練にはちょうどいいという理由で、国の要請を受けて一番外側の開墾地に植える事になったのである。

　ウルスの農園はどちらかと言わなくても実験農場的な側面が強いため、現時点では結構な面積の畑全てに作付をするわけではない。

　もう少しあとから田植えが始まる水田はもとより、六月頃に植えて秋から冬にかけて収穫という作物も結構あるため、現段階で全部の畑に作付するわけにはいかないのである。

「作付作業ももう一息やし、皆気張ってやろか！」

　宏の掛け声にその場の人間が全員呼応し、今日も農作業が幕を開けるのであった。




　　　　☆




「親方、モテるよね」

「モテるのです」

「うん。普段はああなのに、なぜかすごくモテる」

　苗を運び終えて工房に戻ってきたテレス達は、もはや駄だ弁べっていても失敗しなくなった材料のすりつぶし工程をこなしながら、宏達が戻ってきてからよく見かける光景について語り合っていた。

「正直、私はアルチェムがこっちに来る事になったのにも驚いたけど、そのアルチェムがあんな風に恋する乙女みたいな顔をしてるのにもびっくりした」

　まだまだ女としての情緒はいまいち熟していない感じがあり、それゆえに年寄り達にいいようにおもちゃにされていた妹分の事を思い出して、しみじみと語るテレス。

　体つきだけはエルフの平均を大幅に超えて熟しているくせに、彼女が村を出る頃には冗談抜きで子供だったアルチェム。それが、自分が村を出て三年も経たないうちに、ああも一足飛びに大人っぽくなるとは予想外にもほどがあった。

「ノーラとしては、ハルナさんがどう見ても自身の気持ちをはっきり自覚している事に驚きょう愕がくしているのです」

「ああ、それも驚きだよね」

「一体何があったのかしら？」

　ノーラの言葉は、それはそれで衝撃が大きかった事柄である。

　オルテム村に行く前から、宏と一緒にいる時の春菜は結構な時間、彼を目で追っていた。

　よく観察しなければ分からない範囲であるとはいえ、宏が他の女性と話をしている時には微妙に落ち着きを失っていた印象もなきにしもあらずで、見るものが見れば春菜の気持など誤解しようがないレベルである。

　むしろ、当人がなぜ自覚していないのかの方が不思議な話であった。

　普通に考えれば、宏と春菜という組み合わせは不釣り合いにもほどがある。

　一方はところどころ残念なところや妙な隙すきがあるとはいえ、誰もが認めるいい女。

　もう一方は日常生活では妙にヘタレなところがある、ものづくりと飯の事以外にほとんど興味を示さない、ダサい見た目の女性恐怖症男。

　当人達が言うように、こんな事態でもなければ絶対に接点など持ちようがない組み合わせである。

　実際のところ、宏はいわゆる典型的な昼ひる行灯あんどんタイプだ。

　容姿がぱっとせず存在感も薄く、日常生活では駄目なところがやけに目につくのに、大きな事件の時には打って変わって存在感を発揮し、決断力のある妙に男らしいところを見せるところが、まさしく昼行灯型の人間そのものである。

　こういうタイプはえてしてダメ人間扱いされやすく、また平時は生粋のダメ人間との区別もつきにくいため評価されづらい。だが、たいていのダメ人間が結果が出ない事をすぐに投げ出すのに対し、そういった地味で地道な作業をこつこつとやる事を苦にしない性格なので、見ている人からはちゃんと評価してもらえる。

　要は昼行灯型に多い、いわゆる縁の下の力持ちなのだ。

　もっとも、それもヘタレ故に投げ出すタイミングを失うと、ついついずるずる続けてしまうという側面もあるにはあるのだが。

　そんな男と女だ。普通なら接点など持ちようがない組み合わせだが、逆に何らかのきっかけで共同生活をする事になり、それなり以上に親しくなれば、女の側が母性本能を刺激されてほだされる可能性もないとは言い切れない。

　事実、春菜も何カ月もの共同生活の結果、普段の妙に頼りないところに母性本能を刺激され、有事の変なところで頼りになる面とのギャップにころっといってしまったのだ。

「エル様はまあ、分からなくもないかな」

「あれはもう、強烈なすりこみなのです」

「命を助けられて、その上胃袋までつかまれちゃったらどうにもならないよね」

「話を聞いている限り、アルチェムも大差ない感じなのです」

「うんうん」

　エアリスもアルチェムも、宏に直接命を救われている。

　特にエアリスは一時、宏と春菜の庇ひ護ご下で何の偏見の目もなく年相応の子供としてのびのびと暮らしていた事もあって、二人に対しては刷り込みというレベルを突破した懐きようを見せている。

　王族としての立場を取り戻したあとも、公式の場ではともかくそれ以外では変わらず接してくれている宏に対しては、それこそ他の男など眼中にないレベルでの入れ込み具合である。

「こうやって見ると、ミオさんがいまいちよく分からないよね」

「こっちに来る前から師弟関係だったらしいし、時間の積み重ね？」

「まあ、師弟関係なので、ある意味分からなくもないのです」

　物を作っている最中の宏は、一種独特の強烈な魅力を発散している。見た目こそどこにでもいそうなさえないダサい男のままなのに、滲にじみ出る雰囲気や眼光がその印象を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕する。

　あれを日常的に見ていたのであれば、澪が宏に転んでもおかしくはないだろう。

　テレス達も、日常生活で見せる情けなさと相手が女性恐怖症という事実、そして春菜やエアリスといった絶望的なレベルのライバルの存在がなければ危なかった。

　無論、宏に好意を持っていないわけではないが、それはあくまでも尊敬できる人物としてのものにすぎない。

　ファムとライム、レラの三人はそこに、自分達をどん底の生活から引き上げてくれた恩人という要素もあるし、年少二人は自慢の兄という意識も持っているが、年齢差や立場の問題から、恋愛感情にはつながりようはない。

　そんな風に分析されている宏と澪の関係だが、実のところ澪がいいな、と思ったのは製造に対するスタンスよりも、ごつい男アバターのくせにどんくさい自分に、達たつ也や以外で一番最初に、かつ一番たくさん親切にしてくれたのが宏だったからだったりする。

　出会い自体は割と偶然だが、草むしりをしている最中に嫌がらせをされていた自分に絶対そういう連中に発見されない穴場を教えてくれた事や、安全かつスムーズに職人生活を送るための必須スキルをいくつか伝授してくれた事は、その立場上他人と接する経験がほとんどなかった澪にとってはものすごく嬉うれしい出来事だったのである。

　もっとも、ビデオゲームどころかそのベースとなるテレビや動画といった概念自体がまだ存在しない以上、こちらの世界の人間には当然ＶＲＭＭＯの話など理解も想像もできない。

　宏と澪の関係がピンとこないのも、澪がどういう経緯で淡いとはいえど恋心のようなものを抱いたのかも、テレス達には分からないのが当然だろう。

「それにしても、当事者じゃないから恋バナとして面白可お笑かしく話してられるけど、アルチェム達は大変ね」

「相手が改善してきてるとはいっても女性恐怖症で、しかもライバルは三人もいていずれ劣らぬ強敵だもんね」

「むしろ、女性恐怖症なのに言い寄られる親方が大変なのです」

「あ～……」

　ノーラの指摘に、思わず唸うなってしまうファムとテレス。

　実際のところ、宏がこれまでフラグを立ててきた経過は、女性恐怖症ゆえに相手を敵に回すと地獄を見そうだとヘタレた事を考えて、本来強気に出るべき状況や見捨てても誰も文句を言わない状況ですら折れて相手のために動きまわった結果、という面も大きい。

　それがなくとも、義理人情や倫理的な問題から、下手に助けないという選択肢を取れない状況も多々あり、そこで最善を尽くした結果余計に好感度を上げてしまって、本人的には地獄を見るという構図が成立している。

　恐怖症ゆえに自己防衛のために行った行動が、むしろ天敵を惹ひきつけてしまう。

　恐怖症ゆえに相手をとことんまで観察し、地位だの身分だの容姿だのといった付属情報を無視して相手の事を理解してしまうため、そういったものを煩わしいと思っているいい女から余計に好意的に見られてしまう。

　本人的には敵に回らないレベルのほどほどの好感度で十分なのに、何かあるたびにどんどん泥沼にはまっていく宏が、第三者から見ると実に哀れである。

「何にしても、応援するなら私は同郷のよしみでアルチェムかな？」

「ノーラはハルナさんなのです。多分、その組み合わせが親方的に一番マシになるのです」

「アタシは友達だからエル様一本」

「誰もミオさんを応援しないのです」

「そう言うノーラだって」

「さすがに、今の焦りすぎのままでは応援できないのです。せめて、ノーラ達ぐらいには親方の現状を受け入れられるぐらいに成熟しないと、親方が可哀想でとても応援できないのです」

　大先輩といえども容赦しない、手厳しいウサ耳娘。

　反論できないどころか、自分達も同じような考えであるため、苦笑するしかない他の二人。

「まあ、応援するといっても、アタシ達にできる事なんて特にないんだけど」

　十分な分量すりつぶし終わった材料からゴミを取り除きながら、どこか達観したような事を言うファム。

　どこまでいっても所しょ詮せんは無責任な外野。そもそも応援するといったところで、極めてややこしい人格を持つ宏相手の恋に、何をどうすれば応援になるのか自体が分からない。

　それ以前に、苦労してきた分精神的にはかなり早熟といっても、ファムもまだ普通に子供だ。

　自身に恋愛の経験もないのに、応援も何もないのである。

「それ以前に、私達自身も人の事をどうこう言える立場じゃないのよね……」

「人の恋愛にくちばしを突っ込む前に、自分の相手を探すのが先なのです」

　そろそろ適齢期のテレスとノーラが、自身のあまりに潤いのない環境に、どことなく涙目になりながらぼやく。

　二人とも水準以上に美人でそれなり以上にモテてはいるのだが、目先の仕事の楽しさにのめり込んでしまっている上、あれを基準にしてはまずいと思いながらもつい、達也や宏を比較対象に持ってきてしまう。

　宏はともかく達也を持ってくると、ほとんどの相手は没になってしまうのが手厳しい。

「フリーのいい男、どこかに転がってないかなあ……」

「フリーじゃないから、いい男なのです」

「そうだよね……」

「でも、ここで働いている以上、迂う闊かつな相手を彼氏にはできないのです」

「ハードル高いよね……」

「前途は多難なのです……」

　己の立場の難しさに、涙目のままどことなく遠い目をしてしまうテレスとノーラであった。
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「お前さんから個人的な相談事、ってのも珍しいな」

「どっちかって言うと、あたし達が相談持ちかける側って感じよね」

　冒険者協会近くのカフェ。春菜は宏と澪が手を離せないタイミングを選んで、達也と真ま琴ことに相談事を持ちかけていた。

「で、なんとなく予想はつくが、他の連中にあんまり聞かれたくない相談事ってのはなんだ？」

「私、宏君とどういう風に接するのが正解なのかな、って……」

　思わず秒殺で今までどおりが一番、と返しそうになり、必死になってその言葉が口から出ないように堪こらえる二人。

　それができないから達也と真琴に相談しようとしているのだから、その回答は無意味である。

「……どういう風にって？」

「今までこんな風になった事がなかったから、何もかもが分からなくなっちゃって……」

　本人の中でもまったく整理できていないのであろう。自身のいろいろと理不尽な感情に苦しみながら必死になって言葉を探る春菜に、真琴も達也も次の言葉を辛抱強く待つ。

「一緒にいるとすごく意識しちゃって、ドキドキして冷静でいられない……。なのに、こうして別行動してると、今何してるのかな、とか、女の子関係のトラブルに巻き込まれてないかな、とか、そんな事ばかり考えてていろんな事がなかなか手につかない……」

「……お前さんから、そういう台詞が飛び出すとは思わなかったよ……」

　真っ当な恋する乙女の恋愛相談を聞かされ、かなり失礼な感想を正直に口にする達也。

　真琴に至っては、春菜の悩みが真っ当すぎて思考停止している。

「やっぱり、変だよね……」

「つうか、お前さんなら、とっくにそんなところは通り過ぎてると思ってたぞ」

「通り過ぎてるって？」

「ん～、どう言やあいいかね？」

　イメージに依存する種類の感想ゆえに、どう説明すればいいかに苦慮する達也。

　自覚の有無はともかく、春菜が宏をそういう意味で意識していたのなんて、バルドとの対決が終わった頃からだ。はっきり言って、ウルスを出る頃には普通に恋する乙女にしか見えなかった。

　故に、とうの昔にそこを通り過ぎているように見えたのである。

　もっと言うならば、そもそも藤とう堂どう春菜という女性は、そういう感情を持った上で相手の事を想いやり、その上で自力で自身の気持ちと状況と双方に対する最適解を見つけ出して行動するというイメージがある。その二つの理由から、今更こんな相談を受けるとは思わなかったのである。

「上う手まく説明できないけど、普通のセオリーだとそういうのはもっと前に起こってて、それで自分が恋してるって気がつく事も多いから、あたし達が見た感じだと、とっくに気がついてて結論出してるように見えてたのよ」

「そうなの？」

「前にも言ったと思うが、お前さんがヒロに恋愛感情かそれに近い気持ちを持ってる事なんざ、城でのごたごたが終わった時点で、親しい人間の大半が気づいてたわけだ」

「駄々漏れってほどじゃないけど、あんたが宏をすっごい意識してたのはちょっと鋭い人間なら普通に分かる範囲だったから、あれだけ意識してて普通の態度が取れるとかすごいな、なんてアンやミューゼルなんかと感心してたのよ」

「よもや、無意識でやってたとは思わなかったんだよな、これが」

「自分が恋してる事に気がついてなかった怪我の功名とか、どれだけ厄介なのよ……」

　微妙に頭を抱えている風情の達也と真琴に、どうにも困ったような笑みを浮かべるしかない春菜。まともな意味での恋愛経験がまったくない春菜にとって、二人の言い分はどうにもピンとこない。

「まあ、これで分かったと思うが……」

「それができれば、苦労はしてないよ……」

「だよな……」

　どうにも厄介な状況に、本気で頭を抱えたくなる達也と真琴。

　多分相手が宏でなければ、この会話をこっそり聞かせるだけでほとんどの問題は解決するだろうが、残念ながら相手が悪い。

「この場合、どうしたい？　とか、どうなるのが一番だと思う？　とかいう質問は無意味よね……」

「聞くまでもねえよなあ……」

「現状で何が一番いいのかは、分かってるんだ……」

　何が一番かなど、少しでも理性と思いやりを持っていればすぐに答えは出てくる。だが、それでどうにかできないのが、思春期の恋というものだ。

　せめて、春菜に多少なりとも恋愛経験があれば、宏の状態がもっとよくなるまで気持ちに蓋ふたをする事もできたかもしれない。

　だが、いろんな意味で残念な事に、この恋は彼女にとっては初めての、それも本人も気がつかぬうちに想いを積み重ね気持ちを育て、誰もが驚くほど立派に開花させてしまったものである。その強烈なエネルギーは、いかに春菜が理性的で感情のコントロールに慣れていたところで、容易たやすく制御できるものではない。

　本当に残念なのは、よりにもよって自身に向けられた恋愛感情の類たぐいを一切信用できない宏に対して、本人も気がつかぬうちにそれほどの恋をしてしまった事であろう。

「この気持ちを向ける事自体、宏君にとってはすごい負担だって事は、重々承知なんだ。だけど……」

「そりゃまあ、惚ほれた相手に分かってほしい、できる事なら触れ合いたい、なんてのは当然の気持ちだわな」

「本気で、相手が宏じゃなきゃねえ……」

　むしろ、相手が宏でなければ、とうの昔に勝負はついている。

　とことん厄介なのが、宏の方は春菜に対しある種の依存をしてはいるが、明らかに恋愛感情は欠片かけらたりとも持ち合わせていない事である。

　しかも、ある種の依存をしているとは言っても、じゃあ春菜がいなくなれば問題が起きるかといえば、宏だからこそどうとでもなる話だったりする。単に対人関係の問題に過ぎない以上、春菜がいなくなったら開き直って、人里離れた山奥にでも隠れ住むだけに決まっているだろう。

　所詮、宏にとって春菜は、どこまで行っても自分に危害を加えてこないと信用している女性、でしかない。

　人としてそれなり以上の信頼を寄せてはいるだろうが、それでもまだ女性に対する恐怖心を克服できるほどではない以上、たとえ春菜といえども何か大きめの地雷を一つか二つ踏み抜けば、容赦なく見限って距離を置こうとするのは間違いない。

「女性恐怖症なのは宏の責任じゃないから、あいつに文句を言うのは筋違いだしねえ」

「それ以前に、春菜がヒロに惚れたからって、ヒロが春菜に惚れなきゃいかん理由もないしな」

「それならまだいいのよ。舞台には立ててるんだから。これは春菜に限った事じゃないけど、現状は舞台に立つ事すら許されてないじゃない」

「本当になあ……」

「誰だか知らないし何やったかは知らないけど、あいつをあそこまで壊したやつは、同じ女として許せないわね」

　考えれば考えるほど出てくるネガティブな情報に、なんだかだんだん腹が立ってきた真琴。

　何が腹が立つって、これだけ一緒に行動し、それなり以上の信頼関係を結べたという手ごたえがあってすら、何かあったら自分達でも原因となった女共と同列に扱われかねない、という現実である。宏に文句を言ってもどうしようもないが故に、そこまでの心の傷を刻み込んだ連中には怒りを覚えるしかない。

「とりあえず真琴、その怒りはしまっておけ」

「分かってるわよ。腹立つけど、今更ここであたしが切れたところで、何の解決にもなんないし」

「お前さんが、やらかした元同級生とやらに報復したところで、それはそれでヒロが引く原因になりかねんしな」

　そもそも知り合う以前の、それも関与しようのない環境で起こってしまった事件に対して、今更グチグチ言ってもどうにもならない。

　それより、この場では春菜の恋心に関してできる限り建設的な意見を出す事が重要である。

「とりあえず、話を戻そう」

「うん。それで、私はどうすればいいと思う？」

「ごめん、達也、お願い。あたしのないに等しい恋愛経験じゃ、こんなややこしい問題にアドバイスできない……」

「っつってもなあ。俺だって、頑張っていろいろ我慢して、ヒロが恐怖症を克服する手伝いをするのが一番、ぐらいしか言えねえぞ。まずはそこからやらねえとスタートラインにすら立てねえし」

　結局はそこに戻ってくる問題である。

　そして、それができれば春菜が二人に相談を持ちかける必要もなく……。

「何だこの手詰まり感……」

「普通の恋愛で有効そうな駆け引きの類は、全部逆効果なのが確定してるものねえ……」

「むう……」

　結局年長者二人と相談して分かった事は、宏が恋愛対象としてどれほど厄介かという事と、それが分かってなお、というより分かってしまったがゆえに、自身の恋心が燃え上がってしまっているという事だけであった。
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　春菜達がそんな話をしていた翌日。

　本日の休日を宏達と過ごすため、行先を国王に告げに行く途中で、エアリスは老臣から声をかけられていた。

「姫様、楽しそうですな」

「ええ、とっても！」

　声をかけてきた老臣に、輝くような笑顔で答えるエアリス。最近の彼女は、日々、実に充実した時間を過ごしていた。

　その心からの華やかな笑顔に、思わず嬉しそうに目を細める老臣。

　エアリスは少しでもいい女になるために、常日頃から自分を磨く事に余念がない。

　それは外見や知識、運動能力だけでなく、心の持ちようや人の話を聞く時の姿勢など、いわゆる人柄や品性につながる要素についても同じである。

　その努力が誰のために行われているかを知る人間は一様に勿もっ体たいないと感じているが、それがエアリスを高みに導く原動力になっている事も事実であるため、あえて誰も何も言わない。

　それに、その相手のためにこれだけの事をするのは勿体ないとは思いつつ、相手が抱える問題を考えれば、これだけの努力が必要だというのも彼らは理解している。

　その結果、まだまだ幼いこの姫ひめ巫み女こは、内面に引きずられるように見た目や仕草も洗練されていき、神殿での務めを果たしている時はすでに、万人が自然と跪ひざまずいてしまうだけのオーラを放つようになってしまっていた。

　こうなってくると不思議なもので、姫巫女に復帰してからしばらくは散発的にあった嫌がらせの類も今ではぴたりと収まり、かつてはたくさんいた権威や権勢にすり寄ってくるような人間も、最近はエアリスの顔を見るだけで逃げ出すようになっている。

　もはや、彼女の周りにいるのは老若男女関係なく、性根も正しく実力もある人材ばかりだ。

　中には最初は利用して足を引っ張ろうと考えていた者も少なからずいたのだが、気がつけばすっかり彼女に心酔して、国と王家、民のためにその手腕をいかんなく発揮するようになっている。

　当人に自覚はないが、もはやエアリスは名実ともにファーレーンの象徴であり、アルフェミナ神殿のよりどころとなっているのであった。

　もっとも、食いしん坊で料理が好きで、食に関してはチャレンジャーであるという本質は、何一つ変わるものではないのだが。

「今日はお休みですかな？」

　珍しく私服姿のエアリスを見て、誰でも分かる事に対して形ばかりの質問をする老臣。

　コミュニケーションというやつは、こういうところからスタートするものだ。

「はい。ずっと姫巫女でいるのも、視野が狭くなってしまいます、という建前で」

「それを言い出したのが誰だかは大体分かりますが、姫様のお年頃ならば、そんな事は気にせずに休みは休みとしてパーっと遊べばよろしい。どうせあと十年もせぬうちに、子供らしく遊ぶような事は許されなくなるのですからな」

「分かっていますわ。ですので、子供らしく遊んでまいります」

　にこにこと楽しそうな笑みを絶やさず、老臣の前で変装用の魔道具を取り出して見せる。

　彼を含めた腹心達は、エアリスが休みのたびに魔道具で変装し、エルと名乗ってアズマ工房の子供達や神殿の孤児院にいる子供達と遊んでいる事を知っている。

　最初の頃はあれこれ心配が絶えず、こっそり後をつけて様子を確認したり、アズマ工房の職員達にいろいろ質問したりしていたが、エアリス本人が賢明にも治安の悪い地域には一切近寄らず、工房の職員達も決してそういう場所には連れていかない事を知ってからは好きにさせている。

　因ちなみに、他の王族に関しては、バルドがらみの問題が片付いて以降は、エアリスの外出はさほど心配していない。アルフェミナがこれでもかというぐらいえこひいきしているエアリスが、そう簡単に何らかのトラブルに巻き込まれて、致命的な影響を受けるはずがないのである。

「それで、本日はどちらへ？」

「折角ヒロシ様もハルナ様もいらっしゃるのですから、一緒に畑仕事をしてこようかな、と思いまして」

「なるほど。それで動きやすい服なのですな」

「はい」

　普通、ファーレーンほどの大国になると、王族だとか姫巫女だとかいう大仰な肩書が付いている人間が畑仕事をするなど、他の王族が許しても部下や貴族達が許さないものだ。

　しかしこの国の場合、王族が庶民とかかわる事に文句をつけるような連中は、バルドの件によってすでに力を失っている上、エアリス本人が普段からどこに出しても文句が出ないほど立派に王族らしい振る舞いをしているため、姫巫女として必要な事だといわれてしまうと反論しづらい。

　故に、こういう面では王族らしくない奔放な行動を堂々と行っても、今では誰もとがめない。

　この老臣も例に漏れず、エアリスが畑仕事をするという事についてはまったく問題視していない。

　姫巫女という立場上政治的な発言力はないとはいえ、王族が国を支える農業に直接触れて理解する事自体は悪い事ではないし、国直轄の実験農場となって以来、旧スラム地区はウルスでも屈指の治安のいい地域となっている。

　その上で宏達が一緒となると、正直問題になる事が何一つ思いつかないのだ。

　宏とエアリスの関係が男女として進展する事すら、国としては歓迎すべき事だという認識があるのだから何をか言わんやである。

「上手くいくといいですな」

　恋にも自分磨きにも、というより恋のために自分磨きに一生懸命な少女に対して、複数の意味を込めてそんな風に告げる老臣。

「まだ子供を成せる体にすらなっていないのですから、あまり焦る気はありませんわ。それに、今の私と上手くいってしまうのは、それはそれでいろいろと問題ですし」

「そうですか。まあ、姫様がそう思われておられるのであれば、この老いぼれは何も申しますまい」

「はい」

　老臣の言葉に頷うなずき、一つ微笑ほほえんでから軽やかな足取りでその場を立ち去ろうとするエアリス。

　これで話が終わればこのシーンは綺き麗れいにまとまるのだが、そうは問屋がおろさないのが業の深いところである。

　空気をぶち壊しにしたのは、大きめの花を生けるために廊下に飾られた壺つぼ、そのうちちょうど入れ替えのために空になったものから伸びてきたタコの足であった。

「タコつぼ～、タコつぼ～」

「あら？」

「エルちゃんはっけ～ん」

　壺の中から、能天気な声とともに這はい出してきた謎生物。

　言うまでもなく、オクトガルである。

「こんにちは、いらっしゃいませ」

「エルちゃ～ん、エルちゃ～ん」

「はい、どうなさいました？」

「顔見に来ただけ～」

　突然のオクトガルの登場に驚くでもなく、平常運転で対応するエアリス。実のところ、ウルス城にオクトガルが来たのは、春菜の誕生日が終わってすぐぐらいの事だったりする。

　余談であるが、宏達もアルチェムも、オクトガルがウルスにいる事は知らない。

「エルちゃん、どこ行くの～？」

「ヒロシ様のいる農場の方へ参ろうかと思っています」

「宏ちゃんいる～？」

「はい。確認を取っていますので、まず間違いないかと」

「残念～」

　エアリスが宏達と行動するつもりだと知って、残念そうに上下運動を繰り返すオクトガル。

　ウケをとるためのタイミングをはかっているとの事で、宏達にはここに来ている事は内緒にしているのである。

　因みにどうやってウルスに来たかというと、限界までサイズを小さくした上で、アルチェムの荷物にこっそり紛れ込んできたのだ。一匹来た事により他のオクトガルも自由に行き来できるようになったため、多い時には三十匹程度が城や神殿に侵入しては、今のような悪戯いたずらをして仕事中の皆を驚かせている。

　普通なら問答無用で成敗されてもおかしくないのだが、エアリスが彼女（？）達をアランウェンの眷けん族ぞくだと宣言し客人扱いで接しているため、誰も文句を言えずに悪戯を窘たしなめる程度の事しかできないでいる。

　こいつらが出没するようになってからまだ十日も経っていないというのに、すでに壺の中にいるぐらいでは誰も驚かなくなってしまった。

「申しわけありません。ですが、夜には一緒に遊べますので」

「気にしな～い」

「問題な～い」

「マー君で遊んでくる～」

「突撃～」

　いつの間にか増えていたもう一匹と一緒にとんでもない事を宣言すると、その場から忽こつ然ぜんと消えるオクトガル達。

　特殊転移以外では転移不可能なウルス城の中も、連中にとっては何の障害にもならないらしい。

「マークお兄様とお付きの皆様のフォロー、お願いできますか？」

「御意」

　余計なところで反応がいいマークは、オクトガル達にとっては格好のおもちゃである。ついでに言えばお付きの女官もプライドが高い人が何人かいるため、オクトガル達が面白がってせっせとセクハラをする。

　仕事を完全に止めるほど暴れはしないものの、マークにとってはたまったものではない。

「それにしても、なぜか姫様だけは、オクトガルのそういう悪戯の標的になりませんな」

　体型的にはまだ月のものが来ていないのが不思議なぐらいには成熟してきているエアリスだが、どういうわけかオクトガルのセクハラ攻撃を受けない。

　そんな老臣の疑問に、

「エルちゃんにいたずらするのは危険～」

「発禁、発禁～」

「禁止事項～」

「だ、そうです」

　追加で登場した当人達が答える。

　年齢だけで言うならばエアリスと同じぐらいの年の子供もいるし、澪だって手を出せば危ないのだが、そういうものでもないらしい。

　エレーナや王妃達にすら手を出しているくせに何とも不思議な選定基準だが、おそらく年齢や体の成熟度合いと関係なく、オクトガルですらエアリスには手出しをするのははばかられる何かがあるのだろう。

「レイっちはっけ～ん」

「突撃～」

　どうやら、あとから来た二体は、レイオットを邪魔しに行くようだ。

　もっとも、レイオットはマークと違って、仕事の手を止めずにかつ、相手を飽きさせない程度に上手くあしらう事ができるのだが。

　なんだかんだといって、すぐ遺体遺棄遺体遺棄とうるさいこの能天気な謎生物を、すっかり受け入れているウルス城の人達であった。
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　エアリスが老臣と話をしていたのと同じ頃。

　オルテム村へと今後の農作業の打ち合わせに来ていたテレスが、折入って相談があるというアルチェムと話をしていた。

「姉さん、ヒロシさんの事、教えて」

「親方の事、ねえ……」

　アルチェムの真剣な表情に、なんとも言えない表情を浮かべるしかないテレス。

　いずれ聞かれるとは思っていたが、聞かれたら聞かれたで困るのも事実だ。

「本人に聞けば、ってわけにもいかないのよね？」

「さすがに、ちょっと恥ずかしいよ……」

「でしょうね……」

　アルチェムがまず知りたいのはスバリ、自分がストライクゾーンに入るかどうかだろう。

　宏の趣味やら食べ物その他の好みなどは現状、知ったところで手出しが難しいジャンルである。

　特に食べ物は自力で何とかしてしまう男の上、どちらかというと胃袋をつかまれているのは自分の方なのだから、どうにもならない。

　だが、それをテレスに聞かれても困るのだ。

　そもそも宏の場合、女の好み以前に女性と接触できるかどうかの部分からのスタートになる。

「で、私もそんなに知ってるわけじゃないけど、親方の何が聞きたいの？」

「一番知りたいのはその、あの……胸の事」

　という呟つぶやきに、非常に困ってしまうテレス。

　当然そんな情報を持っているわけもなく、思わず視線を宙にさまよわせてしまうのも仕方のない事であろう。

「もしかして……」

「あ、違う違う」

「じゃあ？」

「その情報を持ってる人って、タツヤさんかメリザさんか、あとはエル様のお兄様ぐらいじゃないかしら」

　要するに、宏の体型の好みなど、ある程度猥わい談だんをできる間柄の男性陣しか知らないのだ。

　多分ドーガでも聞き出せはするが、年齢や立場的に考えて、自分からそういう話をする事はないだろう。

「そっか……」

「正直、ライム以外の女の子だと、現状誰が相手でも例外なく身構えるから、そういう情報は皆無なのよね」

「それって」

「あ、別段そっち方向の趣味があるって感じじゃないわよ？　多分、オクトガルとかあのあたりと同じような感覚なんじゃないかしら？　もしくは、女扱いする必要がないぐらい子供だからか」

「あー……」

　なんとなく理解できる理由を聞き、とりあえず少し安心する。

　女性恐怖症をこじらせた結果幼女趣味になったとか、いろんな意味で救いがなさすぎる。

「でも、別に男の人が好きっていうわけじゃないんでしょ？」

「それは大丈夫。さすがにそっちの趣味だったら誰かが気づくはずだから」

　宏の男色疑惑に対しては明快に否定しておくテレス。

　宏はその手の腹芸ができない男である以上、女性陣の観察力と勘を前に隠し通せるわけがない。

「となると、私にもチャンスはあるのかな？」

「厳しい道だけどね」

　そう。状況的に、チャンスだけは平等にある。

　前髪だけしかない事で有名なチャンスの女神だが、この件についてはその前髪すら、下手をすればそり残しレベルの長さである可能性が高いのが難点だ。

「とりあえず、情報収集が難しい親方の趣味とか置いといて、アルチェムの強みを検証したほうがいいんじゃない？」

「そうかな？」

「恋人いた事がないから偉そうな事は言えないけど、相手の趣味に完全に合致しないと駄目なんだとしたら、世の中に恋愛結婚の夫婦は皆無になるんじゃない？」

「そういうもの？」

「多分」

　恋愛経験がない割に、妙に的確な指摘をするテレス。

　実際、結婚相談所などの調査によると、恋人や配偶者が完全に自分の好みに一致していたかという問いに対しては、ノーという答えが圧倒的に多かったりする。

　好みと違う部分があっても惹かれあってしまうのが、恋愛というものの醍だい醐ご味みなのだろう。

「そういうわけだから、アルチェムが女性としてアピールできるところを検証しよう」

「お願い」

「あくまで一般的な人間の男性に対しては、って事だけど、若いエルフで普通に美人で胸が大きいのはアピールポイントね。あと、私と違って料理できるのもいいんじゃない？」

「エルフであるっていう点以外は、ヒロシさんにはあんまりアピールにならないような気が……」

「それを言ったら試合終了よ」

　自分でも思っていた事をズバリと指摘され、勢いで誤魔化すテレス。

　もっと言うなら、エルフであるというポイントも最終的にプラスかどうかは微妙である。

　何しろ、寿命が十倍ぐらい離れているのだ。性的な要素だけで言うのであれば、今のアルチェムとそういう関係になれれば、自分が死ぬまでずっと若いままの女体をむさぼれるというのは十分な利点であろう。

　しかも、アルチェムはエルフとは思えないほど肉感的な、いわゆる男好きのする体をしている。だが、これが心を通い合わせた夫婦となると、これほどの寿命の差は互いにとって無視できないマイナスとなる。

　男の側はいつまでも若い妻を置いて自分はどんどん衰えていく事になり、妻の側は愛した男がどんどん老いさらばえ衰えていくのを見守る事になる。

　物語でのヒューマン種とエルフの恋愛が悲恋になりがちなのも、この要素が小さくない。

「あと、エルフ以外のポイントだと、胸以外はハルナさんに惨敗してるし……」

「でも、料理の腕以外は絶対的な差にはなってないと思うけど？」

　どうにもネガティブな要素ばかりをあげつらうアルチェムに、どういうコメントで気持ちを盛り上げてやればいいか判断できずに、割と勢いに任せて無理やり前向きにさせようとするテレス。

　彼氏いない歴が年齢の二人のエルフは、そんな感じにグダグダのまま女性恐怖症の男の落とし方という、答えの見えない議題について話し合うのであった。




　　　　☆




　その日の夕食後、アズマ工房の和室。

「そういえば、ミオさんは誰かに恋愛相談とかしないのですか？」

　春菜とアルチェムがそれぞれ身近な人に恋愛相談をしている事を知っているノーラが、風呂上がりでなんとなく一緒になった澪に質問する。

「誰に？　何を？　どういう風に？」

「それを言われても困るのですが、ミオさんだけ特に動きを見せないのが不思議なのです」

「今はいろんな意味でそれ以前の問題」

「そうなのですか？」

「いろんな意味で問題外のボクが、いろんな意味で恋愛不能な師匠相手にどうしろと？」

　恋する乙女とは思えないほど冷静な澪の言葉に、タレ耳のウサギになってしまうノーラ。

　澪の言葉は、彼女の状況を的確に表している。

「春はる姉ねえぐらいいい女だったらいろいろやるべきかもだけど、ボクじゃ」

「……」

「ノーコメントは痛い……」

「自分で言っておいて、それはないのです」

　どうやらフォローの言葉を期待していた澪に、思わずジト目で突っ込むノーラ。

　結果として、この件では自分がどう思われているのかをはっきり認識する事になる澪。

「とりあえず、ミオさんは親方にきつすぎるのです」

「自分でも分かってる」

「焦りすぎなのです」

「分かってる」

　あまり動かない澪の表情だが、それでもその言葉に嘘がない事ぐらいはノーラでも分かる。

「師匠が好きだから、しょうがないと思ってても我慢できない」

「そんなツンデレはいらないのです」

　澪に製薬知識と一緒に詰め込まれた余計な単語を使って、バッサリ冷たく切り捨てるノーラ。

　恋愛にかかわる大方の問題は、宏の症状改善を待つまで動きようがないとはいえ、澪に関しては現時点でもいろいろとやるべき事がいくらでもある。

「親方相手にツンデレなんてやったら、症状を悪化させるだけなのです」

「ん、正解」

　言われるまでもなく、澪にも分かっているのだ。

　そもそも、宏が女性恐怖症でなくても、まっとうな神経を持っている相手に現実でツンデレなんてやった日には、普通はうざい女だと思われてそこで終わりである。ツンデレが一般的な感性を持った相手とカップルになれるのは、物語の中だけの特異現象に過ぎない。

「だから、今のボクを好きになるなんて、ただのロリコンの変態ドＭだけだし、そんな性癖の人はこっちがお断り」

「言ってて痛くないのですか？」

「かなり」

　事実だとはいえ、自分で言っていてものすごくへこむ澪。

　どれだけ自分がまともな恋愛対象からほど遠いか、はっきり思い知る羽目になったのは痛い。料理ができる以外の目を覆わんばかりの女子力の低さは、今更ながらに危機感を覚えるレベルである。

「まあ、そういうわけだから、現状もう少しましな性格になるように努力はする」

「でも、親方にアピールするつもりはないのですか？」

「せめて、もうちょっといろんな所が育ってから」

　そういって、そろそろＢカップには届きそうな胸に軽く触れる。

　オクトガルにさんざん悪戯されたからか、最近ちょっと成長速度が上がった感じがする。

「まあ、ノーラもそれが一番だと思うのです」

「それまでに決着がつくなら、それはそれでしょうがない」

　自分で自分の欠点を分かっていて、できるだけ改善するよう努力しようとはしている澪。

　そんな彼女の事を、恋愛に関してはともかくそれ以外の面ではいろいろ応援しよう、などと思うノーラであった。




　　　　☆




　なお、この件で一番の鍵となる男はというと……。

「なあ、ヒロ」

「何や、兄貴？」

「お前、分かっててスルーしてるだろう」

「……何の事やら」

　達也から、こんな疑惑をぶつけられていた。

　なお、現在は工房でポーション瓶の作成中である。

　イビルエントの件で思うところができたため、ダンジョンで材料もちょうどいい具合に揃そろった事もあり、三級のポーション各種を作る事にしたのである。

「お前があいつらの気持ちに気がついてねえのは、かなり不自然なんだよな」

「僕がそれを信用できると思うか？」

「やっぱ、そう来るよなあ……」

　中高生ぐらいの頃の罰ゲームの定番の一つ、嫌いな相手への告白。

　そのターゲットにされた回数が片手の指では足りない宏が、女が自分に惚れているなどという事を簡単に信じるわけがない。

　普通の女であっても絶対信じないのに、春菜達のようないい女に分類される人物が自分に懸想しているなど、何かの間違いか単なる思い込み以外あり得ないと判断するのは当然であろう。

　なお、罰ゲームだと分かってるんだったら無視すればいいじゃん、という突っ込みに対しては、それをすると余計に立場が悪くなるという回答が返ってくる。

　同じ理由で、宏には断る、という選択肢は与えられていなかった。

　結局、呼び出されてイエスと答えて告白した女子と強要した女子からの罵ば詈り雑ぞう言ごんに耐え、女なら誰でもいい必死なキモ豚呼ばわりを受け入れるしかなかったのである。

　普通なら不登校になってしかるべきだが、残念ながら彼の出身中学はいろいろゆがんだところがあったため、病気でもない限り不登校になったらどんなレベルの低い高校でも進学できるか怪しかったという事情もあり、おもちゃにされ続けるしかなかったのだ。

「でも、春菜とかがそんな簡単に惚れたはれたを言い出すと思うか？」

「恋愛っちゅうんは、大いなる勘違いやそうやで」

「勘違いから始まって、相互理解が進んでも冷めない恋ってのもあるが？」

「僕に対してだけは、あり得へんやろう」

　少なくとも春菜がそういう罰ゲーム的な形で自分に言い寄る事はないとは確信していても、それが続くとはまったく思っていない宏。

　春菜の性格を考えると、一度恋をしたらそれなりに大人の対応をしながらも、余程の事がない限りは一途に恋心を持続させそうな気はするのだが、宏にそれを信じろというのも酷な話だろう。

　むしろ、告白というものにいい記憶がないのだから、まだ女性恐怖症を克服し切れていない現時点において、信用できるほうがおかしい。

「罰ゲームで嫌いな相手に告白させるのって、どっちに対してもいじめ以外の何物でもないんだから、校則とかで禁止にすりゃあいいのになあ」

「禁止したところで、やるやつはやるで。ガキやねんから」

　むしろ、禁止されたからこそやりたがるのが第二次性徴期で反抗期まっ盛りの子供というやつである。

（こりゃ、先は長そうだな……）

　春菜やエアリスのおかげで大分不信感が和らいでいてすらこれだという事実に、恋する乙女達の前途の多難さを悟って内心でため息をつく達也であった。








エルフの森編　後日談その四






　宏ひろしや澪みおのファム達に対する講義もあらかた終わり、そろそろダールに向かう準備を考え始めようかというある日。

「そろそろ、オルテム村にちゃんとした味み噌そ蔵、作ったほうがいいんじゃないかな？」

　台所で朝食の味噌汁を作っていた春はる菜ながポツリと呟つぶやく。

　とはいえ、味噌蔵作りの提案について、実際にはこれといって深い意味はない。

　自分の恋心を認識してしまった春菜にとって、一緒の台所で料理している現在の状況はどうにも落ち着かないため、とりあえずその事から意識をそらしたかっただけである。

「あ～、せやなあ。仮ごしらえの味噌蔵に味噌樽だるだけやから、ダール行く前にちゃんとしたやつこしらえたほうがええかもなあ」

　春菜の呟きを聞いた宏が、みりん干しにした魚をあぶりながら同意する。

　オルテム村でもすでに味噌と醤しょう油ゆの生産は始まっているが、熟成加速のできる設備を用意していない事もあり、まだ完成品は一つもない。普通にやれば、設備を整えて温度などを調整し、発酵速度を上げても何週間かはかかるのだから、完成品がなくて当然である。

「……せやなあ。せっかくやから、工房総出で作るんもありやな」

「蔵だったら、人手あったほうがいいもんね」

「それに、ファムらの訓練にもなるしな。ついでやから、大豆食品もあれこれ作るんもありやな。具体的には豆腐とか納豆とか。あの辺の作り方までは教えてへんし」

「あ、いいね。せっかくだから、作った豆腐でみんなでお鍋とか、どう？」

「それもええな。すき焼きなんか、ええかもなあ」

　そんな感じで、なんとなくこの日の予定が決まる。

　こういう雑談で予定を決められるとファム達にとってはたまったものではないだろうが、個人事業主が経営している零細会社組織などこんなものである。

「さて、卵焼きもできたし、早いとこ朝飯済ませてオルテム村行こか。向こうはもう農作業始まるぐらいの時間やし」

　宏の言葉に頷うなずき、食堂に料理を運ぶ春菜。

　ウルスとオルテム村では時差があるため、オルテム村の方が朝が早い。

　日中は気にする必要があるほどの差ではないが、朝一番から作業開始、などという場合には結構無視できない差が出るのが面倒といえば面倒である。

　なお、余談ながら、この世界は位置関係と時差にあまり因果関係がない。

　不思議な事に、オルテム村より向こうにあるダール王国の首都ダールやフォーレ王国の首都スティレン、ローレン王国の首都ルーフェウスなどはウルスとほぼ時差がないのに、ダールとフォーレの合間にあるミダス連邦などとは四時間ぐらいの時差があったりする。

　もっとも、時差というものを実感した事があるのは長距離転移魔法の使い手か、主要都市間をつなぐ転移陣を使い放題で移動する公式訪問時の王族や高位貴族ぐらいなものだが。

「パンとか麦飯もええけど、やっぱり朝飯は白いご飯が一番やわ」

「そうだね。やっぱり、日本人は白いご飯が一番だよね～」

　カートにのせた炊飯器二台をぽんぽんと叩たたきながら、毎朝のようにしみじみ言う宏と、それに問答無用で同意する春菜。

　宏が言ったからという理由だけでなく、春菜自身、毎日食べるなら白いご飯といろんなおかずの組み合わせが最高だ、という思いがある。

　ウルスに戻って真っ先に、それも一番自分達好みに炊き上がる炊飯器を作った事からも、二人の白いご飯に対するこだわりが分かるだろう。

　宏達の時代の日本でも、なんだかんだといって米の消費量は微減が続いている。旅行や外食などでは米を主食とした料理を選ぶ人間が大多数とはいえ、やはりパンや麺類と違い、おかずか上にかける何かがないと食べづらい米は、自宅で食べる食料としてはやや敬遠されがちなのだ。

　特におかずを作る手て間ま隙ひまを避けたい朝食などは、栄養バランスが狂う事に目をつぶって食パンとコーヒーや紅茶で済ませたり、そもそも食べなかったりする人も多い。

　日本にいた頃から忙しい父や母の代わりに、それなり以上の頻度で自分と妹、場合によっては両親の分まで朝食と弁当を作ってきた春菜からすれば、忙しいのも理解はできるが、正直トーストとコーヒーだけという朝食はさまざまな理由で納得できない。

　納得できないのだが、自分の両親のように、朝は本当にそれどころではない人間もいる事は分かっているので、もやもやしたものを抱え込みつつも一応表面上は納得している。

「師匠、春はる姉ねえ、ご飯何？」

　炊飯器の改良点はないか、とか、夕食をすき焼きにするならうどんは打っておいたほうがいいんじゃないか、とか、そんな話をしながら食堂に入ると、真っ先に澪が声をかけてくる。

　澪は昨日春菜と一緒に朝食を作っていたので、今日はローテーションから外れていたのだ。

「今日はアジのみりん干しを焼いたのと卵焼き、野菜サラダに味噌汁。漬物はきゅうりの浅漬け。欲しかったら海の苔りもあるよ」

「美お味いしそう」

　白いご飯と味噌汁の匂においに釣られ、待ちかねたように配はい膳ぜんを手伝う澪。

　彼女もまた、米があるなら朝食は白ご飯が一番、というタイプだ。

「ウルスで、ラース麦のご飯を食べる日が来るとは思いませんでした」

「私達も、エルフがお米作ってるとは思わなかったよ」

「私としては、親方達の故郷がラース麦の食文化だった事が一番の驚きかもしれません」

　ほかほかのご飯を受け取りながら、そんな雑談をする春菜とテレス。

　実のところ、テレスはなんとなく、宏達が言っていた米という作物が、自分達が言うところのラース麦と同じ、もしくは極めて近いものなのではないか、という気がしていた。彼らの作る料理がどれこもれも、ラース麦のご飯と非常に相性がよさそうなものばかりだったからだ。

　だが、ジャポニカ米やインディカ米といった大まかなくくりでの品種までまったく同じだったというのは、予想外としか言いようがない。

　エルフだけが栽培して食べているとまでは思わないが、知られざる大陸で同じものを食べているというのは、結構不思議な気持ちである。

「それにしても、お米のご飯を食べるようになると、つくづく箸はしの便利さが分かるのです」

「この種類の料理、ナイフとフォークとスプーンを使い分けて食べると、ものすごく忙しいよ」

　野菜サラダが少々浮いているものの、基本和食という感じのメニューを前に、ファムとノーラが箸というものの便利さを語り合う。

　汁物こそ椀わんに直接口をつけねばならないが、それ以外は基本全て一つで賄える便利さは、慣れると手放せない。

　特に野菜サラダのようなものは、フォークに刺さらずスプーンですくえない状態になりがちなので、箸に慣れるとそのあたりの煩わしさが耐えがたくなる。

「全員に料理行き渡ったし、はよ食べてまおうか」

「そうだね。じゃあ、いただきます」

　春菜の食前の挨拶を合図に、全員が美味しい朝食に手を伸ばす。端数程度ではあるが一汁三菜より多いため、質素とまでは言えない朝食。豪商や大貴族の朝食などこれの倍ぐらいの品数があるのが普通ゆえ豪勢ともいえぬところだが、庶民の朝食としてはなかなか立派なものだ。

　自分達の料理の練習を兼ねているとはいえ、これだけの朝食を毎朝食べられる生活は、ファム達スラム組にとっては今でもありがたい気持ちが消えない。

　それと同時に、手間をいとわなければ、一般市民が普通にこの程度の朝食を食べているという宏達の生まれ故郷の豊かさには、ある種の憧あこがれもある。

「ほんで、今日の予定やねんけどな。飯食ったら、オルテム村で味噌蔵と醤油蔵、それからそこで使う樽作ろうか、っちゅう話になってんねん」

「味噌蔵、ですか……」

「今は間に合わせで建てたやつしかあらへんから、温度管理とかもできるちゃんとしたの建てたろか、思ってな」

　宏の言葉に、なんとなく納得したようなそうでないような、微妙な気分になるテレス。

　おそらく故郷の食文化だと、味噌や醤油はいろいろと相性がよさそうなので、欲しがる事自体は納得ができる。この手のものを自分達で作る、という発想も分からなくもない。

　ただ、その作業に、自分達のような素人が関わる必要があるのか、というのが正直な疑問だ。

「土木とか大工とかもある程度経験しといたほうが、薬とか作るんにもプラスになるんよ。それに、今後作れるようになる薬には、木材として伐採した木からついでにはぎ取ったほうが効率ええんもあるから、ついでに木こりと木工加工の練習もしたら効率よういけるやん」

　テレスのそんな疑問が見事に顔に出ていたらしく、宏がそんな風に補足説明をする。

「土木と大工がなぜに薬作りにプラスになるのかは理解できないのですが、蔵作り自体は問題ないのです。別にノーラ達は、薬作りだけを勉強しているわけではないのですし」

　一番厳しく突っ込みを入れそうなノーラが、特に文句を言うでもなくあっさり賛成に回る。

　元々故郷の事であるテレスは自分達の腕への不安以外に反対理由はなく、ファムはそもそも滅多な事では宏の言い出した事に反対しない。

　故に、この時点であっさり蔵作りの予定が確定する。

「なあ、ヒロ。蔵作るのはいいが、図面とかなくていいのか？」

「図面は前、そば屋のおっちゃんのために描いたやつから、蔵の部分だけそのまま流用するからええわ」

「いきなり行って、材木とかは足りるのかしら？」

「そっちもまあ、問題ないで。近いうちに蔵作るから材木適当に用意しとって、って言うてあるから」

　達たつ也やと真ま琴ことのもっともな疑問も、宏があっさり解消する。

「そういうわけやから、朝飯食ったらオルテム村へゴーや」

「はーい！」

　宏の号令に一番最初に一番元気よく反応したのは、なぜか今まで黙って食べていたライムであった。




　　　　☆




「新しい蔵、どこ建てとったらええやろう？」

「本格的にやるなら、まずは広場近くがええだな」

「んだんだ。村中で使うだで、村のどの地区からも出入りしやすい場所が一番だど」

　待望の新しい醤油蔵と味噌蔵。その場所を聞かれて、オルテム村の長おさと各地区の代表は、満場一致で中央広場を指定する。

　どうせあればあるだけ需要があるものなのだから、村全体の共有財産としておいたほうが揉もめずに済む、という思惑もある。

　のんきな田舎村とはいえ、やはり地区ごとの微妙な対立のようなものはあるし、年寄りが大半だとはいえ村というには人口もかなり多い。余計な対立の種は潰つぶしておくに限る。

「海産物さ買ってくるのに外さ売りに行くだし、転移陣に近いほうがよかねえべか？」

「んだなあ」

「祭りさする時に邪魔になんねえように、ちょっくら端に寄せとくだか？」

「んだと、このあたりだべか？　ヒロシさ、予定しとる蔵の広さはどんなもんだべ？」

「せやなあ。大体……」

　宏がざっと広場の地面に要求面積を描くと、それを見てさらにエルフ達が検討を進めていく。

「ここに促成醸造用の味噌蔵と醤油蔵、向こうに普通の味噌蔵と醤油蔵でええねんな？」

「んだんだ」

「ほな、まずは基礎やらんとな」

　十分後。位置が大まかに確定したところで、基礎のための土木作業に入る宏。

　作るのが蔵だろうがなんだろうが、まずはしっかりした基礎とシロアリ対策、というのは宏のポリシーである。

「ヒロシさ、材木の加工はええだか？」

「今、製材所でテレスらがやっとるで。澪が監督しとるから、そないに問題はあらへんやろう」

　基礎のための穴を掘りながらそんな話をしていると、フォレダン達が木材をかついでやってくる。

「とりあえず、蔵二つ分の角材は完成しただよ」

「もうじき、骨組み用の角材は全部加工が終わるでな」

「さすがに澪が監督しとるから、速いなあ」

「ミオさは時間かかりすぎとると嘆いとるだが」

　木材加工を指示してからまだ一時間ほど。作業をしているのが春菜達素人である事や移動の時間なども考えれば、十分に速いほうに入るだろう。

　アランウェン神殿に比べれば規模が小さく必要な木材の大きさや数が少ない事も、作業が速く進む理由である。

　もっとも、そもそも木材加工をしているのは春菜達だけではなく、比較的手が空いているエルフやゴブリン、フォレストジャイアントなども総出でやっている事が一番大きな理由ではあろうが。

「もうじきこっちの基礎は終わるから、向こうの基礎に手ぇつける前に、終わったほうから先建てていこか」

「基礎さそんなにすぐに終わらせて大丈夫だべ？」

「問題あらへんよ。品質落とさんとすぐにセメント固める技もあるしな」

「んだか」

　あっさり言ってのけた宏に、そういうものかと納得するフォレダン。

　そこそこの大きさと立派さを誇るアランウェン神殿を、わずか一日で修繕工事と言いながら事実上一から建て直した男の言う事だ。特に疑う理由がない。

　もっとも、こんなにあっさりさっくり信用するのは、元々そんな複雑で高度な建物を建てる文化ではないオルテム村の住民だからで、ウルスあたりで活動している高名な建築家などに聞かせれば、まず間違いなく発狂しそうになる言葉なのは言うまでもないだろう。

「先に基礎さ済まさねえのは何でだべ？」

「テレスらにもちょっとやらせんと、勉強にならんやん」

「なるほど」

　弟子達の成長のために、あえて少々効率の悪いやり方をするらしい。

　まだ若いのに、師匠としてちゃんといろいろ考えている宏に感心するフォレダン達。

「まあ、そういうわけやから、こっちの蔵はサクサク建ててこか。フォレさん、いっちゃん太い柱、四隅に建てたって」

「分かっただ」

「フォレさんが柱立て終わったら、間に入る柱立てて人海戦術で梁はりとかの組み付けや。ある程度組んだら足場用意するから、まずは手ぇ届くところからやな」

　宏の号令に従い、一丸となって作業を進めていくオルテム村の住民達。

　無論、宏も指示を出すだけでなく、素人には難しい場所を仕上げたり足場を組んだりと、ちゃんと率先して動いている。

　そうやって二軒分の骨組みを組み終えたところで、残り二軒分の骨組み用木材と四軒分の壁板や屋根板を持って、春菜達が広場に到着する。

「もう骨組みができているのです……」

「まあ、師匠だから」

　あまりに進しん捗ちょくが速い作業状況に愕がく然ぜんとするノーラを、澪がある種究極の結論でなだめる。

「宏ちゃん、手伝うの～」

「何すればいい～？」

　春菜達の手伝いが終わったからか、オクトガルも応援に駆け付ける。骨組みを組んでいる時に出てこなかったのは、そこで邪魔をすると危ないから、と空気を読んだらしい。

　イビルエント戦でもそうだったが、命にかかわる可能性がある時は、この謎生物達は決して邪魔をしたりはしないようだ。

「せやなあ。前みたいに屋根板固定していってくれへん？　やり方は同じやから」

「分かったの～」

「任せて～」

「高いところ平気～」

　宏の指示を受け、嬉うれしそうに屋根板を持って飛んでいくオクトガル達。エアリス達のもとに押しかける数を自主的に決めている彼女達は、遊びに行っている連中以外は基本的に暇なので、こういう手伝いは大歓迎なのだ。

　無論、農作業の手伝いなどもやってはいる。

　そんなに子供の数はいないといえど、子守も普通にこなしている。

　だが、その程度の仕事量では、分離によって簡単に数が増やせるオクトガル達の退屈を解消できるわけはないのだ。

　もっと正確に言うと、大昔に暇にあかせてその日の農作業のほとんどをオクトガルだけで終わらせてしまい、当時の長などに手伝い程度にしておいてくれと釘くぎを刺されてしまっている上、怪我や病気で作業ができない、もしくはできてもほとんど進まないという事情でもない限り、村人自身が一定ライン以上の作業をさせてくれないのである。

　なので、オクトガルは基本、常に退屈している。

　こんな、村が一丸となって進めている作業があるのに、手伝わない理由がない。

「フォレさんらは、壁板やな。ちょっと向こうに作業指示出してから見本見せるから、それまで休憩しとって」

「分かっただ」

　宏の指示に従い、手ぬぐいで汗をぬぐって適当な場所に腰を下ろすフォレダン達。

　彼らが休憩している間にも、オクトガルがどんどんと屋根板を固定していく。

　その様子を確認したところで、春菜達に基礎工事の見本を見せて指示を出す宏。

　もっとも、春菜と澪はアランウェン神殿の修繕で基礎工事を見ているため、大体のやり方は理解している。見本を見せる必要があるのは、ファム達工房職員に対してなのだ。

「とりあえず、これぐらいの広さと深さになるように穴掘って。掘り終わったらこんな感じで用意してある杭くい打ちこんで埋めたあと、この鉄筋をこんな感じで交互に這はわして固定。そこまで終わったら、次の作業の見本見せるわ」

　三軒目の基礎穴を掘ってみせてそう指示を出すと、十分な休憩時間を取ったフォレダン達に壁板の作業を指示しに行く宏。

　現場監督として大忙しである。

「……いつもの事ながら、アズマ工房の仕事は、どれもこれもかなりの肉体労働なのです……」

　しばらく黙々と穴を掘っていたノーラが、穴の大きさが目標の半分に届いたあたりでぽつりとそんな言葉を漏らす。それにすぐさまテレスが思うところをコメントする。

「私、工房クビになっても人足として食べていく自信あるかな……」

「ノーラもテレスもだらしないなあ。力仕事をしない仕事なんて書類仕事がメインのお役人だけなんだし、そもそも年末の土壌改良に比べれば、はるかに楽じゃん」

「それはそうなのですが、薬作りと建物の基礎工事、両方やる職人って何なのかという疑問が湧いてしまったのです」

　ノーラの妙に鋭い指摘に、思わず黙ってしまうファムとテレス。

　ファムは基本的に、こういう事に関する宏の指示はまず疑わない。

　それゆえおそらく意味はあるんだろう、と信頼はしているのだが、それはそれとして土木作業をせっせとやっている薬師ってなんだろう、と言われるとなんとなく困ってしまう。

　テレスに至っては、考えないようにしていた疑問をほじくり返された形であり、それまでにも持っていたあれこれの疑問と一緒に、微妙に今の己のアイデンティティについて悩み始めている。

　そんな風に今の自身について悩みながらも、穴を掘る手は止まらないあたり、三人ともすっかり宏に毒されている。

「ハルナさんは、おかしいと思わないのですか？」

「現実問題として宏君が全部できるんだから、できるようになる意味はあると思うよ？」

　微妙に聞く相手を間違えた感じの返答に、ノーラの顔に露骨に失敗したという表情が浮かぶ。

　そんな失礼なノーラに苦笑すると、穴の隅の方を綺き麗れいに整える作業に移る春菜。

　あまり文句を言いすぎるのもどうかと思うが、ファムですら疑問に思った事を綺麗にスルーしてのけるほど信頼を寄せるのも、正直どうかという気がする。そんな埒らちもない事を考えながら、特に口を挟むでもなく穴の壁面を整えていく澪。

　そのまま、なんとなく黙って穴を仕上げていく作業に没頭する一同。

　恋バナに話を切り替えてもいいのだが、話題となる相手が声が聞こえてもおかしくない距離にいて、しかもいつこちらに近づいてくるか分からないため、微妙に話題にしづらい。

　そんな微妙な空気のまま杭を打ち込み、鉄筋を配置し終えたあたりで宏がやってくる。

「ええ感じやな。ほな、セメント流し込んで固めよか」

　そう宣言し、見本として自分が掘った穴に撥はっ水すい性セメントを流し込んでいく宏。

　練ってから流し込むまでの流れるような手際も恐ろしく土木に精通している事を証明している。

　ゲームというバックボーンを知らなければ、つくづく宏は謎の人物にしか見えない。

「で、このあとしばらく放置して、固まったら上に骨組み組んでいくわけやけど、できたら今日中に全部仕上げてまいたいから、今回は僕が固めるわ。終わったらまた呼んで」

　そう言ってすぐに、いつの間にやらほぼ完成している向こうの蔵に仕上げに向かう宏。

　現場責任者が遊んでいるのも士気を下げるが、ここまで忙しくあっちこっちに動きまわられると、それはそれでいろいろと困る。

「……まあ、頑張ってセメント練ろっか」

「ん」

　あまりゆっくり話ができない事に寂しさを覚えながら、とりあえず前向きに作業に向かい合う春菜と澪。

　立場的に上位者である二人が作業に入ったため、なし崩しにセメントを練り始めるファム達。

「そういえば、ライムの方はどんな感じかな？」

「まあ、縄をなってるだけだから、そんなに心配はいらないとは思うけど……」

「怪我してるかも、とかの心配はしてないんだけど、邪魔になってたり余計な活躍をしてたりとか、そっちの方はちょっと心配なんだ」

　姉としてのファムの言葉に、どことなく納得するテレスとノーラ。

　ライムは五歳児にしては利発で聞きわけもよく、日頃からファム達の手伝いをしているからか手先も器用でもの覚えもいい。

　だが、所しょ詮せん五歳児は五歳児。そんじょそこらの五歳児よりは戦力になるが、あまり当てにしているといろいろとトラブルを起こす程度には子供である。

　自分達だけならまだいい。トラブルを起こしても身内として処理できる。

　だが、ここはエルフの村だ。いくら子供でも、やらかして大目に見てもらえるとは限らない。

　などと心配しているファム達をよそに、ライムは縄だけでなく樽作りまで手伝って非常にありがたがられているのだが、これだけ離れていて、しかも誰も監視していないのだからそんな事が分かるはずもない。

　毎度の事ながら、油断して放置るするといろいろと斜め上の活躍を見せる幼児なのだ。

「……っと、こんなものかな？　澪ちゃん、どうかな？」

「多分大丈夫」

　ファム達がライムについて思いをはせているうちに、セメントを流し込む作業がつつがなく終わる。実は全体の約七割を春菜と澪が終わらせてしまったのだが、余計な事を考えていた事よりこの二人の飲み込みの速さが尋常ではなかった事の方が影響が大きい事をファム達の名誉のために記しておく。

「宏君、終わったよ！」

「ほな固めてまうわ」

　春菜に呼ばれ、土木建築系の魔法でセメントを固め始める宏。

　土木建築系に分類されているが、実際には製薬や錬金術でも使う反応促進を土木用にカスタマイズしただけの魔法なのは、あまり知られていない事実である。

　土木や大工の作業が錬金術や製薬に影響する原理も、結局はこういう事の積み重ねなのだ。

「……よし、ちゃんと固まったな」

「よかった。初めての作業だから、練り方とか悪かったらどうしようかって」

「その時はちゃんとフォローするから安心し」

　心配していたような問題も起こらず、無事に基礎が完了した事に胸をなでおろす春菜。

　失敗してもちゃんとフォローする、という言葉に内心でキュンキュンときめいていた事はここだけの秘密である。宏以外にはバレバレではあるが、あくまでここだけの秘密なのだ。

「さて、ほなさっくり骨組み組んでまおか」

「うん、頑張る！」

　ちゃんと基礎が上う手まくいった事に気をよくし、春菜が気合いを入れて次の作業に入る。

　その気合いに引きずられるように、なんとなく全力で作業に打ちこんでしまうファム達職員と、呆あきれながらそのフォローに入る澪。

　結局、全ての蔵が完成したのは、昼食の時間をやや割り込んだぐらいであった。
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「さて、ここから先は私の本領だね」

「せやな。春菜先生、よろしゅうに」

　昼食後、宏達が新しい大豆料理を教えるという事で、続々とエルフ達が集まってくる。

　その人の流れが止まったのを確認したところで、宏が先生役を春菜に譲る。

　フォローのために参加している澪も、とりあえずしばらくは口を挟むつもりはないらしく、黙って説明を待っている。

「とはいっても、実は豆腐作るのって、事前準備が要るんだよね。今日は魔法とかその辺でごまかすけど」

「春菜さんも、そっち方面の魔法は覚えとるんや」

「うん。といっても、浸け込みとかの短縮に使える魔法は、錬金術の応用で使えるようになったんだけどね」

　などといいながら、エルフ達が持ってきた大豆をざばざばと容器に移し、さらに大体その四倍程度の水を注ぎ込む。

「まず、大豆を一晩水に浸けるんだけど、今日は時間がないのでここは短縮します。浸ける時間は気温や環境によって変わるけど、大体夏場で十二時間、冬場で二十四時間ぐらい。だけど、あくまでこの時間は目安で、大豆の状態を見て判断します。水の量とかはあとでメモしたのを渡すから、とりあえずは今は手順を見ててください」

　そう言って魔法を発動させ、時間を短縮させてどうなればいいかを示して見せる。

「えっとね、指で縦に割ってみて、こんな風に表面が平らになってればＯＫ。こっちみたいに筋が見えたりしたらだめ。割ってみてこうだったとしても、もうちょっと浸けておけばいいのでそこは安心してください」

　二つ用意した容器それぞれの浸け込み時間を若干変え、成功例と失敗例を見せる。

　そのあと、参加者達の手元の容器に水を入れて、次々と浸け込み時間短縮の魔法をかけていく春菜。

「おらのは大丈夫そうだべな」

「おらのところは、もうちょっとだで」

　春菜が立ち去ったあと、容器の中の大豆を割って見て確認しあうエルフ達。

　その様子をしばらく観察し、浸け込みが甘かった人のところに宏や澪と手分けして魔法をかけて回る。

「はい。これで浸け込みが完了したと思うので、次は水を吸った大豆をすり潰します。この時、大豆を浸けた水も一緒に入れてすり鉢でこう、滑らかになるまですり潰します。これをきっちり丁寧にやらないと、味とか食感とかおからの質とかにも影響してくるから、大変かもしれないけど手早く丁寧に。たぶん、一回では無理だろうから、何回かに分けてやるといいです」

　そういいながら、すばらしい手際で滑らかになるまで大豆をすり潰して見せる春菜。

　それに続くように、常日頃から同じような作業を繰り返しているノーラ達が見本と同等のものを作り上げる。

「やっぱり肉体労働なのです……」

「そのうち、こういう作業を楽にできる道具とか考えて、いろいろと自作したいかな……」

「今回、自分達で美味しい豆腐が作れたら、もっと楽にできる道具を考えてもいいんじゃないかな？」

　またしても肉体労働全開の作業に、手際と出来のよさとは裏腹に非常にだれた顔をするテレスとノーラ。そんな二人を妙に楽しそうに作業しながらなだめるファム。

　その様子に苦笑しながら、春菜は容赦なく次の作業工程を説明する。

「えっとですね、今作ったのを生なま呉ごって言うんですけど、これこのまま口に入れると普通にお腹壊すので絶対味見とかしないように。次の工程は、口に入れても大丈夫な状態にするために火を通します」

　出来上がった液体を沸騰したお湯にかき回しながら投入し、ひたすらかき回し続けながら説明を続ける。

「具体的なやり方はこのぐらいの量のお湯を沸騰させて、へらとかでかき回しながら全部投入、十分ほど煮込みます。すごく泡立つから、吹きこぼれないように火加減は要注意。泡だけじゃなくてものすごく焦げやすくもあるから、そこも注意が必要です。かき回すのを止めると、すぐ焦げるから絶対手は止めないように」

　ひと時もかき回す手と火加減調整を止めずに説明を続ける春菜。それにならって同じように沸騰した湯に生呉を投入、かき回しながら煮込む参加者達。結局肉体労働である。

　春菜の言葉どおりなかなかに尋常でない焦げやすさで、開始してから何分も経たないうちに、あちらこちらで焦がしたり吹きこぼしたりして悲鳴が上がる。

　ノーラ達は今のところ大丈夫そうだが、その真剣な表情を見る限りは、ほかに意識を向ける余裕はなさそうだ。

「因ちなみに、今回は固めの木綿豆腐の手順を説明してるけど、薄めずにそのまま生呉を煮込むと、滑らかな食感で柔らかい絹ごし豆腐の作り方になります。ただ、薄めない分焦げやすさが段違いなので、要注意」

　そんな事を言いながら、ひたすらひたすら煮込み続ける春菜。

　これ以上に焦げやすいと聞き、表情がこわばる参加者達。今回春菜が木綿豆腐の作り方を教えてくれてよかった、などと思いながら煮込むこと十分後。

「お疲れ様～。じゃあ、泡を取って捨てたら、濾こし布に通して絞って、豆乳っていう絞り汁を作ります。この豆乳は体にいいから、そのまま飲んでも問題なし。絞るのが熱かったら、冷ましてからでも大丈夫です」

「こっちの搾りかすはどうするのです？」

「それはおからって言って、別のいろんな料理に使えるの。肥料とか飼料にもできるから、食べきれないと思ったらそっちでもいいと思う」

「了解なのです」

　ノーラの問いに答えつつ、次の工程の準備にさくさくと進んでいく春菜。豆腐作りは工程が多いのだ。

　その後、型に布を敷くやり方を実演し、にがりを準備して最終工程へと進んでいく。豆腐を作るための型は、午前中に樽を作っていた人達に頼んで作れるだけ作っておいてもらったものだ。

　いくつかはアズマ工房からの貸し出しだが、今後オルテム村でも豆腐を作るようになる可能性を考え、村でついでに作り方や形を覚えておいてもらう事にしたのである。

「春姉、このにがり、出所は？」

　春菜が参加者に配って回っているにがりについて、澪が質問する。ウルスから持ってきたものだと、オルテム村で豆腐を作るのはなかなか手間とコストがかかる事になる。

「今回はオルテム村でも手に入れやすいように、樹海リスの骨を砕いて軽く水に溶いたものを使ってるの。これで大体日本で売ってる原液タイプのにがりと同じような濃度になるし。達也さんと真琴さんに狩りに行ってもらったのも、これの確保のため」

「なるほど。生活の知恵」

「ほかにもスラッシュジャガーとか一部の魔物のつま先あたりの骨とかも、同じやり方でちょうどいい感じの濃度のにがりが作れるから。あ、温度は注意してね。七十五度をキープしないとダメだから。温度を確認できる手段がある人は、ない人を手伝っていただけると助かります」

　などといいながら、豆乳を温めて七十五度程度に温度を調整し、かき混ぜながらにがりを投入していく。用意した分量の三分の二ほどを入れたところで一いっ旦たん止め、ゆっくりかき混ぜながら少しずつ投入していき、黄みがかった上澄み液が出たところで手を止めて火を落とし、蓋ふたをする。

「こんな風に上澄み液が出てきたら火を止めて蓋をしてください。あとは固まるまで十五分ほどおいて、水分と固形物が分離すれば成功。固形物ができなかったら、さっき入れたにがりの量が足りなかったか、豆乳の温度に問題があったかのどちらかのはず」

　そういいながら、例によって例のごとく反応を促進させる魔法をかけ、さっくり固まらせる。

「で、こんな風になってれば、豆腐作りはほぼ成功です。この上澄みの汁を飲んでみて美味しかったら、豆腐もきっと美味しいはず」

　上澄み液をすくいながらそんな解説をする春菜。

　春菜が掬すくい取った上澄み液を味見し、何度もコクコクうなずく澪。

　どうやら美味しかったらしい。

「で、最後に型につめて重りのせて、二十分ほど固めて水の中で布を取れば完成。そのまま三十分ほど水に浸けておけば余分なにがりが出ていくけど、浸けすぎると美味しさも一緒に溶け出しちゃうから要注意です」

「ただの食材一つで、びっくりするほど重労働だったのです……」

　体力と集中力、どちらも結構必要な豆腐作りに、精神的に疲れきったノーラがぼやく。

　恐らく慣れてしまえば大した事はないのだろうが、豆乳を作る時の煮込み作業など、本当に神経を使って疲れたのだ。幾人かは焦がしたり吹きこぼしたりしているのだから、初心者がやるには少々ハードルが高い作業なのは間違いない。

　とりあえず誰も焦がさずにかつ、ちゃんと黄みがかった上澄み液がでてくるように仕上げる事ができたノーラ達はまだ、明らかに失敗している幾人かのエルフ達に比べればましであろう。

「ほな、固まるん待ってる間に、卯うの花でも作ってみよか」

「そうだね。そうしよう」

　豆腐作りは待ち時間も長い。結局、暇な時間ができたからと調子に乗った宏達の手により、豆腐作りと同じぐらい重労働な卯の花作りを伝授されるエルフ達であった。
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「今日はものすごく重労働だったのです……」

「村での作業は楽しかったのですが、慣れない作業の連続で疲れました……」

「アタシはまだまだ元気かな」

「皆、えらいご苦労さん」

　三時半過ぎ。オルテム村から引き上げてきたアズマ工房一行。

　宏とファム、テレス、ノーラの四人は、和室のちゃぶ台でぐったりまったりしていた。もっとも、ぐったりしているのはノーラとテレスだけで、ファムは意外と元気で宏は平常運転なのだが。

　達也と真琴は、すき焼きに入れる焼き豆腐を作った余りの豆腐を冷や奴やっこにして、それをつまみに一杯やりながら、工房の二階で将棋を指している。まだ二十代だというのに、やっている事が二人揃そろって完全におっさんなのが何とも言えない。

　春菜と澪は、すき焼きのための準備で台所に直行している。

　宏も手を出そうとしたのだが、やけに楽しそうな春菜が今回は女の子だけで、と譲らなかったため、とりあえず和室でのんびりしているのだ。

「親方達は、今までどうやって豆腐作ってたんですか？」

「そらもう、今日のやり方をでかい鍋でやっとったに決まっとるやん」

　宏が非常にシンプルに答える。

「親方の体力なら、そのほうが面倒がなくていいよね」

「そういうこっちゃな」

　豆腐作りは基本、機械に頼らなければ体力勝負である。だが、各々の工程を見れば分かるように、コツを理解した上で体力が十分にあるならば、一度に大量に作ったほうが最終的には楽なのだ。

　特に豆乳を作るまでの作業は、焦がさずにかき混ぜる体力を度外視するなら、大鍋で一気にやったほうが多少神経を使わなくてよくなる分、楽ができる。

「まあ、とりあえず自分で作った豆腐は美味かったやろ？」

「確かに、私達でもちゃんとしたものができたのは嬉しかったです。ただ、あの重労働を毎日、と言われると悩むところですけど……」

　試食した自作豆腐の味は、満足いくものであった。

　できたおからで作った卯の花も、口当たり滑らかで結構お腹にたまり、なかなか美味しくて、職員達も気に入っている。自分でおからから作ってまで食べたいかと言われれば話は別ではあるが。

　特に卯の花が気に入ったテレスとしては、どうして今まで工房でこの料理が出てこなかったのか、という疑問があった。だが、使い道はいろいろあるらしいので、手間のかかる卯の花に回さなかったのだろう、と勝手に納得もしている。

　と、そこに、テレスの疑問に対する答えを持つ人物が、手土産を持って遊びに来る。

「こんにちは」

「あ、エル様、こんにちは。いらっしゃいませ」

「お疲れのようですが、何かありましたか？　なんだか、ライムさんも不機嫌そうでしたし」

「さっきまでオルテム村で蔵と豆腐を作っていたのです。なかなかハードな肉体労働で、神経もかなり使ったので完全にバテているのです」

「まあ。それはお疲れ様です」

　手土産をちゃぶ台の上にそっとのせながら、ぐったりしているノーラにねぎらうような視線を向けるエアリス。

　来客がいるのにこの態度はどうか、などと言うほど、エアリスは堅苦しくはない。

「ライムが不機嫌なのは、昼寝してる間に豆腐作りが終わっちゃって、参加できなかったのを怒ってるんだ。アタシでもきつい作業だったから、ライムができる事なんてほとんどなかったのにね」

「なるほど。それでは、日を改めたほうがよろしかったでしょうか？」

「いやいや。どうせこのあとは夕飯で鍋するだけやし、それまでにライムの機嫌も何とか直してもらうつもりやからかまへんやろ」

「そうですか。それではお言葉に甘えて」

　宏の言葉に甘え、そっとちゃぶ台を囲むエアリス。

　エアリスが座ると同時に、宏がお茶を出す。

「ありがとうございます」

「まあ、ゆっくりしていき。で、その手土産なに持ってきたん？」

「お菓子です。皆様の参考になればと思いまして。いただきものをそのまま持ってきてしまったので少々申しわけないのですが……」

　宏の質問に、バスケットの布を取り払いながら答えるエアリス。中には、パウンドケーキのようなお菓子がいくつか入っていた。

「別に気ぃ使わんでも、っちゅうか、そもそも手土産とか無理に持ってこんでええで」

「いつもいろいろご馳ち走そうになっているので、たまには手土産の一つぐらいは持ってこないと申しわけないかな、と思いまして」

　お城に戻った最初の頃は子供らしく、遊びに来るにもそんな事に気を使わなかったエアリスだが、最近はちょっとそういうところにも気を使うようになったようだ。

　ようやく子供らしくなったと思ったのに、また大人の配慮を行い始めた事にちょっぴり寂しくなる宏。

　まあ、いずれは身につけておくべきマナーなので、それが少々早くなっただけではあるが。

「それはそれとして、皆様でお豆腐を作っておられたのですよね？」

「せやで。おから、また持って帰るか？」

「よろしいのですか？」

「食いきれんおからなんざ、基本産廃やしな。ここやとまく畑も食わす家畜もおらんし」

「では、遠慮なくいただいて帰ります」

「持ってき持ってき」

　宏とエアリスのやり取りに、おや？　という顔をするファム達三人。エアリスがおからを欲しがる事に、少しばかり意外な印象がある。

「親方。今までおから使った料理出てこなかったのって、エル様が持って帰ってたから？」

「せやで。春菜さんは気にせんやろうけど、この人数の卯の花とか結構な重労働やし、おからクッキーとか作るんも限度があるから、アルフェミナ神殿に引き取ってもろてんねん。まあ、そもそも、豆腐は自分ら来る前に大量に在庫作ったから、おからもその時に出た分だけやねんけどな」

「アルフェミナ神殿？　何で？」

「そら、あそこは畑もあるし、暮らしてる人間も結構居おるからな。料理が修行にもつながるからっちゅうて、おからは結構評判ええねん」

　宏の説明で、いろいろ一気に謎が解けて妙にすっきりした気分になるファム達三人。

　確かに、アルフェミナ神殿ならおからの調理も修行の一環としていいかもしれない。

「アルフェミナ神殿でもお豆腐は作っているのですが、おからを食べ終わってからお豆腐、という周期になるので、回数で言うと実はそれほどでもありません」

「そういえば、最近は豆腐の品質は安定してきたん？」

「はい。木綿も絹ごしも、もう焦がしたり固まらなかったりという失敗はしなくなりました」

「そらよかった。せやけど、今日おから持って帰ったら、また豆腐の周期遠ならへん？」

「それが、おからの残量がちょっと半端な感じでして。お豆腐を作るかどうかを悩むぐらいの量だったので、いただけたらちょうどいいのでとてもありがたいです」

　エアリスの説明を聞き、人数が多いと食材の在庫管理も大変なんだな、などと余計な事を考える一同。そのまま、豆腐の作り方から使い道など、豆腐、豆乳、おからに関する話題でいろいろと盛り上がる一同。

「そろそろご飯にする？」

　なんだかんだで三時間ぐらい駄だ弁べり、春先といえどももう日も落ちようかという時間になったところで、春菜が和室に上がってきてそう声をかける。

「せやな。さすがにそろそろ腹減ったやろ？」

「うん。そろそろお腹減った」

「すき焼きというものに、興味もあるのです」

「今日作った豆腐、使うんですよね？」

　そろそろ胃袋のスタンバイが完了しているらしいファム達三人の様子に一つ微笑ほほえみ、エアリスの方に視線を向ける春菜。

「ご馳走していただいていいのであれば……」

「前にも言ったけど、エルちゃんは遠慮しないの。それに、お鍋は人数が多いほうが楽しいから」

　春菜の言葉に笑顔でご馳走になりますと答えるエアリス。

　その一言で夕食の開始が決まり、楽しそうに最後の準備のために台所へ降りていく春菜。

　それを見送ったあと、手を洗いに洗面所に向かい、ぞろぞろと食堂に入っていく一同。

　食堂にはすでにすき焼き用の鉄鍋と、投入する具材が全てスタンバイしていた。

「お～、本当にすき焼きの体制になってるわね。なんだかすき焼きって久しぶりって気がするわ」

「てか、こういう形式の鍋自体、こっち来てから初めてじゃねえか？」

「そうかもね」

　同じぐらいのタイミングで降りてきた達也と真琴も、すき焼きの準備が万端となった食堂に歓声を上げる。

「で、割り下がねえが、どうするんだ？」

「私の家はもともと関西風だから、そっちでやるよ」

「あ～、なるほど。了解」

　と言いながら、てきぱきと準備を進めていく春菜。じんわりと火が通り始めた肉や野菜が、すき焼きの甘辛いたれの匂いと一体となって素晴らしく食欲をそそる。

「そういや、俺の家はすき焼きの野菜はネギと人参、きのこ類ぐらいだったんだが、春菜のところは白菜も使うんだな」

「あたしの家も、白菜は使ってたわよ？　あと春菊が入ってたわね」

「ボクは覚えてない」

「水みず橋はし家はうちと同じだったと思うぞ？」

「うちは基本、今日の具の組み合わせやな。春菊とか三つ葉もその時の気分とかスーパーの特売とか冷蔵庫の在庫とかで入ったりしとったけど」

「私の家は、白菜が絶対入ってる以外は、普通にお鍋に使う野菜が結構ランダムに入るんだよね。春菊みたいなオーソドックスなのはもちろん、意外と合う野菜もあって面白いんだ。あ、すき焼きといえば、麩ふとかも入れたり入れなかったりするよね」

　具が煮えるまでの間、そんな風にすき焼きに使う具の話題で盛り上がる日本人達と、美味そうな匂いに今か今かと具が煮えるのを待つ工房職員組。いつの間にか、ライムの機嫌も直っている。

「そういえば、みんな生卵は使う？」

「僕は貰もらうわ」

「俺も」

「あたしは要らない」

「折角だから、ボクは使う」

　定番とも言える生卵についても、家それぞれの特色が出るのが面白い。

「このお料理は、生卵を使うのですか？」

「うん。エルちゃんはどうする？」

「折角なのでいただきます」

　ゲストという事で、宏達と同じ鍋をつつく事になったエアリスが、チャレンジャーぶりを発揮して生卵を要求する。

　ここで出されるものは絶対安全だという確信があるため、たとえ普段は絶対食べない生卵でも忌避する理由がないのだ。

「そっちはどないする？」

「ライムは欲しい!!」

「じゃあ、アタシも」

　もう一つの鍋を囲んでいる工房組は、最年少の二人だけが生卵にチャレンジするらしい。若さゆえの柔軟さに、少し微笑ましい気分になる日本人組。

　程なく、いい感じに煮えてきた肉や野菜を、鍋の作法に従って好きなように食べ始める一同。

　最初は大人しくお行儀よく取り箸を使っていたが、そのうち……、

「あ、澪！　それあたしが狙ってたお肉！」

「早い者勝ち」

「このシイタケ貰うぞ」

「あっ。……まあいっか。もう一個入れるから、できたら私に譲ってね」

「生卵とダシと野菜やお肉の味が、とても相性がよくて美味しいです！　それに、こんな風に大勢でワイワイ食べるのはとても楽しいです！」

「エル、これが鍋の醍だい醐ご味み。でも、鍋は弱肉強食」

「糸コン糸コン～」

「宏君、地味にあんまりお肉食べてない気がするけど、いいの？」

　などと、すぐに直箸で鍋をつつきまわす事になる。この食べ方が許されるのも、気安い間柄だからであろう。

「お肉美味しい！」

「あ、ライム！　ちゃんと野菜も食べるのです！」

「食べてるもん！　ほら！」

「そう言うノーラも、ネギを避よけないの」

「中が熱すぎて食べづらいのです……。ノーラはテレスと違ってちょっと猫舌なのです」

「テレス、ノーラ。白菜入れるから、ちょっとそのあたり空けて」

「何気にレラさんじゃなくてファムが鍋を管理してるのですが、ちゃんと食べてるのですか？」

「食べてる食べてる」

　工房組は工房組で、鍋という名のサバイバルに順応してそれなりに美味しく楽しくやっているようだ。

「やっぱり宏君、お肉食べてないし。別に嫌いってわけじゃないよね？」

「なんかこう、真琴さんと澪の殺気にちょっと引くもんがあってなあ」

「お鍋でそういう遠慮をしてたら、全然食べられなくなるよ。ほら、エルちゃんも」

「あ、ありがとうございます。火が通ったかどうかは見て分かるのですが、どれを食べていいのかが分からなくて……」

「エルちゃん、お鍋の時はちょっとわがままなぐらいでないと駄目だよ？」

　なんとなく一歩引いた感じの宏とエアリスに、ついついおせっかいで肉のいいところを渡す春菜。真琴と澪の殺気を考慮して手早さを求めたためか、無意識に肉を盛る作業に今まで食べるのに使っていた箸を、そのまま使ってしまう。

「あっ」

「ん？　どないしたん？」

「あ、うん、何でもない」

　いろいろやらかした事に気がついて、わずかに頬ほおを赤く染める春菜。

　その様子に気がついた澪が、春菜に聞こえるようにぼそっと

「間接」

　と呟く。その言葉に、さらにびくりと体を揺らして顔を赤くする春菜。

「なんかこう、若いっていいわね、って感じの光景が目の前にあるんだけど、どう思う？」

「そこをからかう前に、もう少し澪との肉の取り合いを控えたらどうだ？」

　そんな春菜のストロベリーな反応にもげろ的なからかいの声をかけようとして、達也に見事に釘を刺される真琴。

　小学生並みの内容だというのに、どうやら一度意識してしまうと駄目なようだ。

　結局この日は、最後まで春菜は挙動不審なままなのであった。






エルフの森編　真エピローグ






「そうか。また出ていくのか」

「今更っちゅうたら今更やけど、あんまりちんたらやってんのもっちゅう感じやから」

　オルテム村のエルフに豆腐作りを仕込んだ翌日。

　エアリスを神殿まで送っていったついでに王宮に顔を出した宏ひろしは、少々気が早いかもと思いながらもそろそろ出発準備に入る事をレイオットに告げていた。
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「それで、いつ出発するんだ？」

「まあ、今日言うて明日、っちゅうことはあらへんで。挨拶回りもあるし、あれこれ打ち合わせしとかなあかんこともあるし」

「そうか。この事は、エアリスには？」

「昨日、飯のあとに言うといた。エルの場合は黙って出ていったりせえへん限り、そんなにごねたりはせんし」

「あまり物分かりがよすぎるのも問題なんだがな」

　宏に対するエアリスの気持ち、それを知っているが故、素直で物分かりがよすぎる妹の性格や態度に、いろいろと心配の種は尽きないレイオット。

　宏達との同居生活で人間的に成長した事もあってか、時折その素直さでものすごいバイタリティを持って予想外の行動に出る事もあるのが、兄としてさらに心配になる部分である。

「まあ、それはそれとして、出ていく前にエレ姉さんの診察、やっときたいんやけどええ？　触診は宮廷医のじっちゃんに任せて、僕がやるんは簡単な問診程度やけど」

「ああ、そうだな。頼めるのならありがたい」

「せやな、いつにする？　僕は今からでも問題あらへんけど」

「姉上は今は療養中で、基本的にこれといった予定は入らないからな。宮廷医の方に問題がなければ、おそらく今からでも大丈夫だろう」

　そう言いながら、メモを書いた紙を侍女に渡す。

「何ぞ、これといった予定がないっちゅうんは一国の王女としてはどうなんやろう、っちゅう気がせんでもないんやけど」

「体調がどう転ぶか分からんから、公式行事や夜会の類たぐいを予定として入れていないというだけだ。日がな一日ぼんやりしているいるわけではないぞ？」

「それやったらええんやけど、基本的に暇や、みたいな話聞くといろいろなあ」

「まあ、姉上は体調が体調だからな。お前のおかげで日常生活に支障はないとはいえ、あまり無理はできんさ。とはいえ、我々のように公的な仕事を振られていないというだけで、突発的な茶話会などには参加しているのだから、それほど暇を持て余してはないがな」

「それやったら、今日これからっちゅうんはきついんちゃうん？」

　エレーナの立場や予定を気にする宏に、思わず小さく笑みを浮かべるレイオット。

　確かにエレーナとて、一日中完全にスケジュールが空いているなんて事は滅多にない。

　だが、そのスケジュールのほぼ全てが、途中退席が可能なものである。

　仮に例外があるとしてもお見合いぐらいなものだが、残念ながら現在エレーナの体調に加え、他国の王子や有力貴族に年齢が合いそうな未婚の男がいないため、お見合いをしたくてもできない。

　なので、実質フリーなのと変わらない。

　さすがに簡単に退席できるわけではないが、宏が診察に来た、と言えば誰も文句を言わずにエレーナを解放するだろう。

　皆エレーナの快癒を心から願っているし、宏なら治療可能かもしれない、いや、宏以外には不可能である事をよく理解しているのだ。

　すでにそれだけの実績を積み、関係者全てからそれだけの信頼を得ている事を、当の宏達だけが自覚していない。そうでなければ、たとえ政務の空き時間とはいえ、王太子であるレイオットがこんなに簡単に面会に応じたりはできないのだが、そこに思い至らずにエレーナの立場や予定を最優先で考えるところは、レイオットにとって非常に好ましい性質ではある。

「とりあえず、お前は姉上の予定を気にする必要はない。無理なら最初から無理と言っているからな」

「それやったらええねんけどな」

　あまり釈然としていない宏に対してそう力強く言い切り、使いに出した侍女が戻ってくるのを待つレイオット。

　この城の連絡ネットワークはそれなりに優秀なので、それほど待つ必要はあるまい。

　レイオットがそんな事を考えたのとほぼ同時に、扉がノックされる。

「誰だ？」

「セレナにございます。先ほどの件、返事が届きましたのでご連絡させていただきます」

「分かった。入れ」

　先ほどの侍女が一礼し、恭うやうやしく手紙をレイオットにさし出す。

　それを無言で受け取り、中身をさっと確認するレイオット。

「どうやら、特に問題はないようだ。一応設備が整っている医務室の方で行うそうだから、そちらへ行ってくれ。場所は分かると思うが、念のためそのセレナについていってくれ」

「了解や」

「セレナ、客人を頼む」

「かしこまりました」

　診察があっさり予定に組み込まれた事に微妙な表情を浮かべる宏。

　つくづく自分の影響力を理解していない宏を、侍女の中では最も信頼している自分付きの侍女に任せる事にし、政務に戻ろうとするレイオット。

　妙齢の女性という、宏にとって最も危険なカテゴリーに入る侍女だが、既婚者でしかもプロフェッショナル意識が強く、かつアズマ工房のメンバーに対して十分すぎるほどの敬意を持っている人物だ。間違っても問題を起こしはしないだろう。

　実家の身分も高く、夫もそれなり以上の実力者とくれば、彼女が連れている客人に余計なちょっかいをかけようとする人間もいない。

　というより、そういう人物でなければ、王太子付きの侍女になどなれはしない。

　もっとも、滅多にウルスに来ない地方貴族とかでもない限り、今のウルス城には宏に余計なちょっかいをかける人間などいないのだが。

「ああ、そうだ。言うまでもないとは思うが念のために言っておく。ヒロシはなかなかに重度の女性恐怖症だ。距離に気をつけてくれ」

「心得ております」

　レイオットの念押しに顔色一つ変えずにそう答えると、十分に距離を取って宏を先導するセレナ。

　その距離一メートル半。何かあった時にスムーズに介入できて、宏がさほど身構えずに済むぎりぎりの距離だ。

　もっとも、身構えずに済むのも、セレナと宏の間に一定以上の信頼関係が成立しているからで、普通の侍女や貴族の娘がこの距離に割り込めば、まるでリトマス試験紙のように鮮やかに反応が出るのだが。

「宏ちゃん出ていった～？」

「ああ」

　十分後。政務に戻ったレイオットのもとに、オクトガルの集団が押し掛ける。

　いつものようにマークやレイナで遊ぼうとやってきたら、宏の気配がしたので慌てて城から離れて隠れていたのだ。

「宏ちゃん、どんな御用～？」

「もうすぐダールに向かうという連絡と、姉上の診察だな」

「エレーナちゃん、治るといいの～」

「本当にな」

　ステルスフィールドのおかげで宏の探知範囲外となったのをいい事に、レイオットと駄だ弁べって暇つぶしに入るオクトガル達。空気を読んでか、それとも宏に突き出されるのを恐れてか、政務の邪魔はしない。

「それにしても、わざわざ隠れんでも、もうそろそろネタばらしをしてもいいのではないか？」

「まだ駄目～、まだ駄目～」

「充電が足りない～」

「もっとタメが必要～」

　いまだにウルスに出入りしている事を隠そうとするオクトガル達を、思わず生温かい目で見守ってしまうレイオット。

　謎生物には謎生物なりに、何か事情があるらしい。

「まあ、遊ぶのもいいが、ほどほどにな」

　そろそろ伝達システムの一部に組み込まれつつあるオクトガルをそんなふうに窘たしなめ、この日の政務に没頭するレイオットであった。




　　　　☆




「貨幣経済って、難しい……」

　ウルスの東市場では、アルチェムが品物を前に頭を悩ませていた。告げられた値段が妥当かどうか、分からなかったのである。

「えっと、イノシシが一頭三十クローネちょっと、つまり三千チロルだから、このリンゴが一個三チロルだと、イノシシ一頭で千個、か……」

　先ほど商業ギルドで買い取ってもらったイノシシの値段と比較して、物価について考える。

　この時、イノシシが買いたたかれてるかも、というのは考えていない。

　これはアルチェムが性善説的な考え方で判断しているからではあるが、実際には商業ギルドが彼女の足元を見たりはしない、というかできない。

　なぜなら、アルチェムはアズマ工房の見習いとして、商業ギルドに登録している。

　彼女がどれほど田舎者でだましやすそうな小娘であっても、実際に春はる菜なに連れられてその名前で登録された人間を、商業ギルドがカモにする事など不可能だ。

　何しろ、アズマ工房の立場は現在、ウルスではちょっとしたものだ。

　王家や神殿とのつながりが深く、またメリザ商会にしか卸していない珍しい調味料や品質のいいポーション類などもあって、関係を繋つなぎたいと思っている個人、組織は枚挙にいとまがないのだ。

　そんな組織に所属している人間をカモった日には、土左衛門となって運河に浮かぶ羽目になってもおかしくはない。

　なので、田舎者で世間知らずのアルチェムといえど、商業ギルドに騙だまされる事はないのだが、かといって過度に優遇されるわけでもない。

　神殿相手の取引と同じで、適正水準での売買をするだけである。

「それで、どうするんだい？」

「あ、一個いただきます」

「あいよ、毎度！」

　とりあえず、散々商売の邪魔をしてしまった謝罪を兼ね、その露店でリンゴを購入する。

　オルテム村から持ってきたものとはいえ、イノシシ自体はアルチェムが一人で狩ったものだ。

　その代金をどう使おうと、誰も文句は言わない。

「それで、何を悩んでたんだい？」

「えっと、値段の基準というか、そういうものがよく分からなくて。お金とか村では使わなかったので……」

「ああ、なるほどねえ。田舎の方だと、金なんて無くても生活できるからねえ」

　そのまま、リンゴ売りのおばちゃんと雑談を始めるアルチェム。

　東市場の露天商は、こういう客との雑談も楽しみの一つという人間が多いため、田舎者丸出しのアルチェムを特に馬鹿にするでもなく会話に巻き込む。

　オルテム村のように一万人近い人口がいる場所で物々交換出の経済が成立しているのは少数派ではあるが、ウルスに来るまで金なんて使った事がない人間なんて実際のところ珍しくもなんともない。そういったおのぼりさんがたくさん来るのも、大都会というものの特徴だ。

　そういう人間でもウルスという都市の維持に並々ならぬ貢献をしている事を知っているからか、それともファーレーン人特有の大都会なのに牧歌的な感覚によるものか、貨幣経済初心者の田舎者に対して、東市場の人達は大体の場合親切にいろいろレクチャーしているのである。

「村だと、みんなで働いて、みんなで育てて、みんなで分けてって感じだったので、物の価値とかよく分からないんですよ」

「難しい問題だねえ。あたしらだって、大体相場がこのぐらいだからってんで値段つけてるだけだしねえ。全部売り切れば利益が出るってのは分かってても、それが妥当な値段かどうかなんて分かっちゃあいないしねえ」

「相場、ですか……」

「こういう大きな街じゃあね、金銭での商売ってのもかなり長く続いてるもんだからね。その歴史の積み重ねで、大体の値段が決まってるもんなんだよ。それが、相場ってやつさ」

　割と大雑把なおばちゃんの説明に、やはりよく分からないという不安げな表情をアルチェムは浮かべる。

「ま、こっちの市場は相場からそんなに大きく外れてる店はないから、それで大体の勉強をすればいいさ。参考までに、小麦はこのぐらいの袋で一チロル、これが粉になると十二から十五チロルになるよ。粉にするかしないかでこんなに大きく値段が変わる理由は、分かるだろう？」

「粉にすれば、同じ袋でも何倍も小麦が入るから、ですよね？」

「それに、粉にする手間賃だね。もう一つ教えておくと、小麦粉なんかはある程度の量までは手間賃が一律に乗ってくる事が多いから、少しの量を買うよりは手間賃が一律になるぎりぎりを狙って買ったほうが安くなるよ。粉挽ひきの作業なんて、ある程度までは手間が量に関係ないからね」

「あ、なるほど。確かに、手のひらいっぱいの小麦を挽くのも、大きめの袋一杯の小麦を挽くのも、準備の時間を考えればあんまり変わりませんからね」

「そういう事だね。基本的に粉の類は、ある程度まとまった量を買ったほうが安くなる。ただ、それ以外のものは、一度にたくさん買ったからって割引とかはあんまりしないけどね。輸送賃が変わってくるほどの量を買うなら別だけどさ」

「……なんだか難しいです」

「あたしやあんたみたいな一個人は、そんな大商いについて考える必要はないさ。そういうのはお役人や大身の御用商人とかに任せておいて、あたしらは旬や不作豊作での相場だけ気をつけてりゃ、そんなに足元見られたりはしないもんさ」

　貨幣経済に触れてまだ間もないアルチェムには、理解しきれない世界。それについて悩み始めたのを見たおばちゃんが、またしても大雑把なアドバイスをする。

「その程度で大丈夫なんでしょうか？」

「ああ。その程度で大丈夫さ。お嬢ちゃんみたいなのに相場より高くふっかけるやつは、評判が回り回って自然と人がよりつかなくなるもんだし、逆にあんまり安いのは買い占められたり足が出たりしてやっぱり長く続かないもんだしね。そんな意図がなかったとしても、あまり相場より高いと誰も買わないから値引きしないと売れないってのもあるからね」

　考えなければいけない事が山のように出てきて、思わずオーバーヒートしそうになるアルチェム。

　おばちゃんは簡単に言うが、初心者にはなかなかハードルが高い。

「しかし、エルフってのはみんな、こんなに騙されやすそうなのかね？　あたしゃ心配だよ」

「他よ所その村のエルフは分からないですけど、私の住んでる村は南部大森林の真ん中あたりにあるので、あまり騙す騙されるっていう環境でもなかったんですよ……」

「そりゃ、金なんて使う機会はないねえ。やっぱり狩りとかで生活してたのかい？」

「狩りもしてますけど、食べ物は畑や田んぼで育てるのが普通ですよ。肉類も、多少は牧場みたいなので育ててますし」

「エルフも農業なんてやってるんだねえ。おばちゃん初めて知ったよ」

「あくまでも、私の村は、ですよ？」

　などと言いながら、ついでにいろいろお勧めのお店、というより売り子を聞いておばちゃんと別れる。

　意外と顔が広いおばちゃんだったのか、あの程度の雑談の間にすっかり初心者だという事が知れ渡り、あっちこっちで親切にしてもらうアルチェムであった。




　　　　☆




「無理に招いてすまんな」

「いえいえ、お気になさらずに。アランウェン様直々にご招待いただいた事は、神に仕える身の上としてはむしろこの上ない栄誉ですし」

　割と強引な呼び出しを行った事に頭を下げるアランウェンに、笑顔で呼ばれた事に対する喜びを告げるエアリス。

　アルフェミナ神殿に戻ったエアリスは、神官衣に着替えてすぐにアルフェミナとアランウェンの共同作業により、オルテム村奥地のアランウェン神殿に転移させられていた。

　いくら神様のやった事とはいえ、拉ら致ち同然のこのやり口は現代社会に住む人間なら絶対に文句をぶつける事柄である。

　だが幼い頃から神に仕え、アルフェミナが常に身近にいたエアリスにとって、この手の神様の身勝手は特に怒るような事ではない。

　神々からの恩恵をたくさん受けて育っているのだから、自分以外に大きな被害が出ない限り神々のわがままを聞くのは当然のこと。エアリスにとってそれは、すでに意識する必要もないほど染みついた価値観なのである。

　無論、誰かの迷惑になるような事に対しては、どうしても必要な事でない限り、頑として突っぱねる。

　表ざたにできるような事ではないので秘匿されているが、たまに息抜きで余計な悪戯をしようとするアルフェミナを何度か窘めて、そうと分からぬように要求を突っぱねた事は何度かある。

　エアリスは別に、盲目的に神に従っているわけではないのだ。

「それで、アルチェム様が不在の時にわざわざこちらの神殿にご招待いただいたという事は、他の方に聞かれると問題がある話、という事でよろしいのでしょうか？」

「別に聞かれて困る、というわけではないのだがな」

「それでは、どうして？」

「アズマ工房の連中には黙っておいたほうが、話が早く進みそうな気がした。ただそれだけの事だ」

　アランウェンのアバウトな言葉に、何とも反応に困ってしまうエアリス。

　アルフェミナから、アランウェンは誰かを納得させるとかそういった作業に対して、かなり面倒くさがる人物だとは聞いていた。

　だが、その面倒を避けるために、わざわざアルフェミナの手を借りて自分を拉致するほどだとは思ってもみなかったため、どんな表情を浮かべればいいのかが判断できないのである。

「……それで、私は何をすればよろしいのでしょうか？」

「大した事ではないのだがな。我が巫み女こをアルフェミナ神殿で教育し、ついでに姫ひめ巫み女こ殿の側そば仕づかえとして、いろいろな作法や常識を教えてやってほしいのだ」

「神殿で修行のお手伝いをするのは別に問題ありません。側仕えという形で作法や常識を学んでいただく事についても、アランウェン様の要望という形で父にお願いすれば、おそらくは可能でしょう。ですが、わざわざ秘密にしなくてもよいのではないでしょうか？」

「姫巫女殿の側仕えとなると、神官として付き人になったといっても王宮と無縁でいる事は恐らく難しい。連中は、王宮というものにあまりいい印象を持っていないからな。そうでなくてもそういう方面ではどんくさい田舎者のアルチェムを、まだまだ魑ち魅み魍もう魎りょうがうろついていそうな王宮などに放り込む事を、アズマ工房の連中が良しとするとは思えん」

　アランウェンの懸念を、一切否定できないエアリス。

　アルチェムの人となりを考えると、常に誰かが傍にいてフォローしないと、何を吹き込まれるか分かったものではないのは間違いなく事実だ。

「あれもいずれは他の神殿に赴き、他の神やその巫女と顔を合わせなければならん。だが、アランウェンの巫女というのは他の巫女と違って、それを証明する明確な証拠や証人がおらぬ。故に、お主の側仕えという形を取って、お主と一緒に動いてもらうほうが都合がいい」

「……そうですね。確かに、私達巫女ならば、直接会えば他の神様に仕える巫女である事が分かりますが、普通の人にはそんな事は分かりません」

「そういうわけだから、ずうずうしいとは思うが、一つよろしく頼む」

　そう言って頭を下げてきたアランウェンに、どう返事をするか、頭の中で軽くまとめる。

「とりあえず、神殿での修行のお手伝いはお引き受けいたします。神官としてとは言えど、側仕えとなると父の許可が必要ですので、なんとも申し上げられません」

「ああ。とりあえずはそれで頼む」

　再び頭を下げたアランウェンに同じように頭を下げて返事の代わりとしつつ、宏達に黙ってどうやって話を進めるか、その事に思いをめぐらせるエアリス。

　幸か不幸か、あと数日すれば、宏達はウルスから旅立つ予定である。その後にアルチェムを雇い入れれば、どうにかはできるかもしれない。

「さて、頼みを聞き入れてもらった礼というわけではないが、何か我々に頼みたい事はないかな？」

「今のところは特には。ただ、今回のように予定外の用件であまり長く神殿を空けると、大神官様をはじめとした関係各位が心配なさいますので、そろそろお暇いとまさせていただけたらと」

「ああ、そうだな。では、この件についての礼は、保留という事にしておこう。今日は急な呼び出し、すまなかったな」

　そう言って、アルフェミナに合図を出してエアリスをウルスの神殿に送り届ける。

「ふむ。これであの頼りない我が巫女も、少しは何とかなってくれればいいのだが」

　とりあえず、最低限やってほしい事を引き受けてくれたエアリスに内心で感謝しつつ、隔離された村で箱入りに近い育ちをした、ある面では田舎者の中の田舎者という要素がある自身の巫女を思いやるアランウェン。

　そこに、小さな何かの気配が近寄ってくる。

「ふむ？」

　その小さな、正確に言えば幼い何かの気配は、迷う事なくこのアランウェン神殿に向かってきている。

　持っているエネルギーの質から恐らくヒューマン種、性別は女であろう。

　残念ながら巫女としての資質は持っていないようだが、その代わり現在はいろんなもの、特に世界を形作るあれこれから愛されている様子が見て取れる。

「おお？　おおお？」

　そんな何者かの情報を神様目線で精査していると、ついにその人物が再生されて日が浅いアランウェン神殿に到着する。

　大木をその一部として取り込んだ新たなアランウェン神殿は、その人物が素すっ頓とん狂きょうな声を上げるに足るだけの威容を誇っていたようだ。

「ふむ。幼子よ、何用か？」

「ふしぎな感じがする道を歩いてきたら、ここについたの！」

「なるほど。だが、ここは集落からずいぶんと離れている。おぬしのような童わらべが一人で来るような場所ではないぞ」

「でも、ここの道はあんぜんな気がしたよ？」

　少女のその一言に、微妙に感心したように頷うなずいてしまうアランウェン。

　たしかに神殿までの参道は、再生された神殿の力を利用して浄化し、ある種の結界を施してある。

　故に、道から外れなければ、赤子でも安全に神殿までたどり着く事ができるだろう。

　だが、その事を感知できる人間は、さほど多くはない。

　それだけの感知能力と感受性を見せた目の前の幼子に、にわかにアランウェンは興味を抱く。

「面白い幼子だな。名前は？」

「ライムっていうの。今五歳！」

「そうか。私はアランウェンという」

「アランウェンおじちゃん？」

「うむ」

　傍そばで誰かが聞いていれば、恐らく大量の冷や汗を滝のように垂れ流すであろう、そんな会話を続けるライムとアランウェン。

「それでライム、おぬしはどこの子供だ？」

「ウルスから来たの！」

「ウルスから？　では、アズマ工房ゆかりのものか？」

「うん！」

　その情報で、いろいろ納得するものがあるアランウェン。宏の関係者なら、幼子といえど単独でここまで安全なルートを見極めて到着するぐらい、何の不思議もない。

「アランウェンおじちゃんは、ここに住んでるの？」

「うむ。この神殿は、私のために建てられたものだからな」

「おじちゃん、すごい人なんだ～」

「うむ。こう見えて、それなりにすごい人だぞ？」

　幼児相手だから仕方がないといえば仕方がない事だが、かみ合っているようでかみ合っていないような、どこを着地点と定めているのか分からない会話が続く。

　この会話に関して一番の問題は、二人とも大真面目な上にアランウェンが地味に楽しんでいる事にあるだろう。

「そういえば、アズマ工房ゆかりのものと聞いたが、もうじき工房主達がまた旅に出る事を知っているか？」

「うん。あさってぐらいに出発するって言ってた」

「寂しくはないのか？」

「さみしいけど、今度は大丈夫」

「ほう？」

「だって、親方達、ちゃんと帰ってきてくれたもん。帰ってきてくれるって分かったから、ガマンできるの」

　少しどころではなく寂しそうな、それこそ今にも泣き出しそうな顔をしながら、それでも健気に笑おうとするライム。

　宏達が不在であった時間は、確実に幼い女の子の心を育てたようだ。

「ふむ、そうか。私では寂しさを埋める役には立たんだろうが、いつでも遊びに来ればいい」

「いいの？」

「ああ。だが、一人では物騒に過ぎるから、誰かと一緒に……」

　そこまで言いかけて、うってつけの案内役がいる事を思い出す。

「そうだな。オクトガルと一緒に来ればいい」

「オクトガル～？　『いたいいき』の子達？」

「うむ」

　ライムの質問に頷くアランウェン。

　オクトガルについてなかなか微妙な認識をしているが、自身の眷けん族ぞくがどう認識されているかにまったく興味を持っていないアランウェンは、ライムの認識については完全スルーである。

「さて、そろそろ帰るといい。迎えも来ているようだからな」

　そう言って、参道の方に視線を向けるアランウェン。

　そちらの方から、テレスのものと思われる声が聞こえてくる。

「テレスおねーちゃんの声だ」

「恐らくひどく叱しかられるだろうが、こんなところに一人で来たのだから仕方がない。愛されている代償だと思って、素直に受け入れるように」

「う～……」

「これに懲りたら、黙って森に入らぬ事だ」

「はーい……」

　アランウェンに釘くぎを刺され、不承不承といった体ていで大人しく受け入れるライム。

　安全である確信を持った上でとはいえ、一人で黙って森に入り込んだのはいけない事だという自覚があるらしい。

「うむ、そういえば忘れていた」

「なーに？」

「帰ったら親方に伝言を頼む。『イグレオスに会ったら歴史について質問するが吉』と伝えておいてくれ」

「はーい」

「テレスに見られるとややこしい。私は引っ込むが、逃げないようにな」

「分かってるの！」

　言いたい事を言うだけ言って引きこもるアランウェンに、少しばかり恨みがましい視線を向けたあと、とぼとぼとテレスの声が聞こえてくるほうに歩を進めるライム。

　このあと、テレスだけでなくファムやノーラにまでこってり絞られ、宏がいなくなる以外の事でも元気がなくなってしまう。

　こうして、意外と長い付き合いになる一人と一柱の出会いは終わりを告げるのであった。




　　　　☆




「オマエさん達も、落ち着かんなあ」

「もともと、工房もこのための基盤作りのために立ち上げたものですしね」

　メリザ商会本部。挨拶回りに来ていた達たつ也やが、応接室でメリザに直接もてなされていた。

「それにしても、また大きくなりましたか」

「オマエさん達のおかげで、大商いが増えたからな。正直、急に大きくなりすぎてそろそろオレの手にあまりそうな感じなんだが……」

「あまり嬉うれしそうじゃないですね」

「贅ぜい沢たくなのは分かってるんだがな」

　順調に商売が大きくなっていっている事を、あまり素直に喜んでいない様子のメリザ。

　アズマ工房という外的要因によって、商会が自分の身の丈を超えた規模に成長しつつある事に、いろいろと思うところがあるようだ。

「メリザ商会は、政商でもあるヘーリング商会から、オレの曾ひい爺じい様がのれん分けに近い形で独立してできた商会でな。なんだかんだで五十年以上は存続できたが、ウルスの、それも東部地区に根を下ろした小規模な商家でしかなかったんだよ。親元と違って、こんな規模で商いをするような商人じゃねえんだよな、根本的に」

「ヘーリング商会？」

「あ～、オマエさんは知られざる大陸からの客人だからな。いくら大規模だったと言っても、二十年も前に商売を畳んだ商会なんざ、知らなくても当然だろうな」

「なるほど。でも、政商までやっていた商会が商売を畳むなんて、大騒ぎだったんじゃ？」

「まあ、なあ。オレがまだ見習いだった頃の話だが、当時のウルスは結構な騒ぎだったぞ。どんなに歴史があっても、時代の流れに適応できなきゃあっという間だって、いい見本になっちまってたからなあ」

　その話で、メリザが取引規模が大きくなる事に否定的なのも普通に納得する達也。

　当時はもはやほぼ関係なかったとはいえ、それでも分家筋的な立場だったメリザ商会もいろんな影響を受けたのだろう。

　その過程で、身代が大きくなってからこけた場合のダメージの大きさを目の当たりにしたのであれば、自身がコントロールしきれるかどうか怪しいほどの規模に、明らかに手に余るスピードで拡大を続ける現状を良しとできないのは当たり前の事である。

「そもそも、オレが嫌なのは、娘の恩人であるオマエさん達に恩返ししたつもりなのに、オレの方がたくさん利益を貰もらってる事なんだよ」

「それは、メリザさんの手腕じゃないですか？」

「いんや。ちゃんとした商取引ができる人間なら、オマエさん達と組んだ時点で誰だってこの程度の事はできる。逆にいやあ、このまま流れに乗ってやたら商売を大きくしちまうとだな、オマエさん達の機嫌を損ねて信頼関係が無くなった瞬間に、メリザ商会は破は綻たんするんだよ」

「そうですかね？」

　自分達の製品を過小評価しているのか、それともメリザのマネジメント能力を過大評価しているのか、いまいち腑ふに落ちない様子を見せる達也。

　その様子に苦く笑うと、メリザは言葉を続ける。

「何にしても、どう考えてもオレの方がオマエさん達よりたくさん利益を得てるって関係は健全じゃねえ。それが、恩を返さなきゃならん相手ってのがさらによくない。が、オレらが何をすれば、オマエさん達に利益が大きいのか、それが分からないのが難儀でなあ」

「別に、取引してもらってるだけで十分ですけど……」

「そりゃあ、立ち上げ当初はそうだっただろうが、アズマ工房で作ってる商品が需要過多で、どこに持ち込んでもいくらでも買い取ってもらえる現状は、取引してりゃあ恩返しになる、なんて言えねえんだよ」

　商売人としての仁義に人としての道理。その二つの理由から、まるで食い物にしているような現状にメリザは心苦しさを覚えているらしい。

　正直、どこの馬の骨とも知らぬ連中にそこまで心を砕いてくれるだけでも、宏達の側からすればいくら感謝してもし足りないほどにありがたい事だ。

「まあ、そういうわけだから、本音の部分ではもう少し腰を落ち着けて話し合いする機会を作りやすくしてくれるとありがたい、ってのはどうしても思っちまう。オマエさん達の目的を考えると、恩返ししたいからあまりウルスを空けないでくれ、なんていうのは本末転倒もいいところだから、本来こういう雑談の場でも言っちゃあいけない事なんだが……」

「そうですねえ。俺達としてもメリザさんにあまり負担をかけるのも本意ではないので、状況次第ですけど、ダールから戻ってきた時には少し相談して考えてみます」

「気にしなくていいぞ。あくまで単なる勝手な愚痴だ。我慢しきれなくて聞かせちゃいけない相手に聞かせちまうようなダメオヤジに、わざわざ気を使う必要はねえからな」

　話の流れと勢いで思わずぽろっと言ってしまった事を、心底後悔してしまうメリザ。

　そんなメリザを見ていて、この人を裏切るのは無理だ、と確信してしまう達也。

　その後の雑談で森の中だと海の幸が、という話を聞いたメリザは、旅先でも新鮮な海の幸が食べられるよう、メリザ商会負担で定期的にアズマ工房の共有倉庫に漁港直送の魚介類を納入する、と申し出る。

　これまでの流れで何かしてもらったほうがいいと判断した達也は、その申し出をありがたく受け入れて工房に引き上げるのであった。




　　　　☆




「ただいま」

「あ、おかえりなさい」

　夕方、漁港に顔を出してから戻ってきた宏を、すでに夕食の準備を始めていた春菜が迎え入れる。

「おう、ヒロも戻ったか」

「兄貴も帰っとったんか」

「ああ。ちょうど今、な」

「ほな、まだ帰ってきてへんのは真ま琴ことさんだけか？」

「いや、まだ澪みお達も帰ってきてないな。まあ、向こうはオルテム村だから、完全に日が落ちる前に帰ってくるだろうよ」

「せや、アルチェムは？」

「俺と同じぐらいに戻ってきて、そのままオルテムに直行だ。アランウェン様に呼び出されたんだと。夕食も、村で済ませるって言ってたな」

　などと食堂で話していると、同じぐらいのタイミングで真琴が戻ってくる。

「ただいま～」

「おう、おかえり」

「なあ、真琴さん。飲んできたん？」

「え？　ああ、うん。冒険者協会に挨拶に行ったら、知ってる連中に捕まっちゃってさあ」

　真っ昼間っから酒盛りをした事に対し、特に悪いと思っている様子も見せずにあははと笑って流す真琴。

「とりあえず、騎士団の方までは無理だったから、そっちは明日になるわね」

「そうか。まあ、全部一日で済ます必要はないんだが、酒盛りしてて行き忘れてた、ってのはどうかと思うぞ？」

「最初は飲むつもりはなかったんだけどね。あとからあとから知り合いが寄ってきて、気がついたら大宴会になっちゃっててさ。抜けてくるのに苦労したのよ」

「……暇な連中が多かったんだな……」

「あたしが言うのもなんだけど、大丈夫かって言いたい感じではあったわね」

　共犯のくせに、どこか他人事の真琴に微妙に呆あきれてしまう宏と達也。料理の手こそ止めていないが、春菜も呆れた表情を隠さない。

「というか、お酒ってそんなに美お味いしいの？」

「美味しいけど、春菜はまだ駄目よ？」

「分かってるって」

　煮物に料理酒をどばどば注ぎながらの春菜の問いかけに、真琴が念のためにそう釘を刺す。

　一応未成年なので、そのどばどば入れている料理酒を飲み始めたらまずいと、説得力がない事を自覚しながらも年長者としてとりあえず釘を刺したのだ。

　基本的に真面目な春菜だが、料理をする関係上一度もアルコールを口にした事はない、などとは口が裂けても言えない。

　だが、味見程度にほんの少しなめる程度では、アルコールを摂取したと言えるほどの分量を飲む事はなく、また、単になめた程度では、酒の味は分かっても美味いかどうかなど理解できようはずもない。

　故に、現時点ではそれ自体を美味いと思った事がないのも手伝って、飲み物として酒を飲んでみたいと考えた事は一度もないのだ。

「それで、今日は何作ってるの？」

「貰いもののスジ肉を、ワイン煮にしてるんだ。こういう手の込んだ料理は、ダールに着くまでちょっと無理だろうって思ってね」

「そっか。言われてみれば、またしばらくは食堂で食べるか野外料理になるかのどっちかになるのよね」

「うん。だから、今日と明日は手間のかかる煮込み料理にしようと思ってるんだ。いいよね？」

「もちろん」

　リクエストも聞かずに勝手にメニューを決めた春菜に対して、文句を言うどころか大歓迎という態度を表明する真琴。ウルスにいる間に絶対にこれは食べておきたいという料理もないのに、春菜が作るものに文句を言う事などあり得ない。

　そこらへんはこの場にいる他のメンバーも同じらしく、真琴の返事に対しても特に異論は出ない。

「それで、明日は何を作るんだ？」

「ロックボアの角煮とおでんにしようかって思ってる。角煮を作るからスジ肉はなし、その代わりにオルテム村で貰ったもち米でお餅作って、巾きん着ちゃくに入れて煮込む予定」

「そいつはいいな」

「またお酒が進みそうなメニューね」

「この分だと明日には出発準備終わりそうだから、あんまり飲みすぎちゃ駄目だよ？」

　典型的な和風の煮込み料理に相好を崩す達也と真琴に対し、春菜が苦笑しながらしっかり釘を刺しておく。真琴に対しては意趣返しをするような形になったが、別に春菜にそういう意図はない。

「ほな、ワイン煮にあわせて、なんか適当に副菜作っとくわ」

「ん、おねがい」

　宏の申し出をありがたく受け入れ、ワイン煮の面倒を見る作業に戻る春菜。

　一緒に台所に立つ宏の存在を意識してか、その動きが少しぎこちなくなる。

　そんな初々しい春菜の様子に、若いっていいなあ、などと年寄りじみた事を考えてしまう達也と真琴。

　自分達も世間一般ではまだまだ若造扱いな上、達也などは元の世界では新婚ほやほやで春菜の事を言えた義理はないのだが、最近のときめきも潤いもない生活に思わずそんな事を思ってしまったらしい。

　宏を意識しまくってぎこちなく、そのくせ一緒の台所に立っている事に幸せオーラ全開の春菜の後ろ姿は、そんな潤いをなくした年長組にはまぶしくて仕方がないようだ。

　そんな春菜に微妙に引き、いつもより距離を取ろうとしている宏が、何ともいえぬ哀あい愁しゅうを漂わせている。

「さて、馬に蹴けられたくないから、しばらく引っ込んでおくか」

「そうね。ってか達也、あんた大丈夫なの？」

「正直、春菜を羨うらやましいとは思うが、まだ大丈夫だ」

「だったらいいけど」

　独り身には目に毒な春菜の様子に、最愛の嫁と引き離されて半年ほど経つ男の心中を慮おもんぱかる真琴。

　ここだけの話だが、この時の真琴の心配は、春菜の色ボケがますますひどくなっていくダールにおいて、どうにか深刻になりすぎない形で表面化する事になる。

「とりあえず、あんまり無理しないのよ。宏達に聞かせるわけにはいかないにしても、あたしなら大体の事は大丈夫だしさ。ちょっとぐらいならお酒のせいにしてあげるからさ」

「ああ。どうしても我慢できなくなったら、その時は聞いてくれると助かる」

「了解。さすがに体の関係まではお断りだけどね」

「当たり前だ。いくら緊急事態だっつっても、嫁以外に手ぇ出せるかよ」

　嫁以外は眼中にない。そう言い切る達也にいろいろと複雑なものを感じる真琴。

　実際に体の関係を持ってしまうのも困るが、かといってまったく女として見てもらえないのも、それはそれでいろいろと思うところはある。

「ついでだから、今日の一杯を決めるかね」

「あたしも、と言いたいところだけど、今日は控えたほうがいいかしらね。昼間っから浴びるように飲んで、夜まで普通に飲酒ってのはちょっと駄目人間すぎるかも」

「別にいいんじゃねえか？　飲み代ぐらいは稼いでるんだし、それで身を持ち崩すようなタマでもないだろう？」

　などと言いながら、行き先を変更して倉庫の方へ向かおうとしたあたりで、オルテム村から帰ってきた澪達が上がってくる。

「おう、お帰り。遅かったな」

「ライムが今までお説教されてた」

「ライムが？　何があったんだ？」

「一人でアランウェン様の神殿まで行ってた。おかげでボク達まで説教が終わるのを待つはめに」

「あ～、なるほどなあ……」

　澪の説明に、ライムが悄しょう然ぜんとうなだれている理由を理解する年長者二人。

　この分だと、相当コッテリ絞られたに違いない。無言のままライムを抱え込んで離そうとしないファムが、オルテム村での騒ぎを物語っているようだ。

「まあ、十分反省してるみたいだから、俺達は何も言わんよ」

「そうそう。それに、どうせライムの事だから、安全だって分かってる道をうろうろしてたら神殿に着いちゃったとか、そんなところでしょうしね」

　これ以上の説教は逆効果だと判断し、達也も真琴も余計なコメントを胸にしまう事にする。

　反省が足りていないならともかく、本人も周囲がどれだけ心配したかを理解して十分反省しているのが分かる以上、蒸し返しても意味はない。

「タツヤさん達はそれでいいかもしれないのですが、ノーラ達は本当にあせったのですよ？」

「その場にいたら、俺達もあせっただろうけど、無事に終わった事を蒸し返しても、な」

　まだまだいろいろ収まらない様子のノーラをなだめつつ、今日は機嫌が直らないだろうなあ、と内心で遠い目をする達也。

　子供というのは面倒なもので、あまり叱りすぎても反発して逆効果になるものだが、本気で心配して探しまわったであろうノーラ達にそれを言っても納得しないだろう。

　工房にいるのはおそらく明日いっぱいだというのに、中に揉もめ事の火種が残るのは正直勘弁してほしい。

「とりあえず、ライムが無事やった事はちゃんと喜ばんとあかんで」

　あまりに厳しく当たりすぎるノーラ達を見かねたのか、つまようじを刺した味見用の一品を手に宏が割り込んでくる。

「でも、親方」

「っちゅうか、ライムに無事でよかったって、誰かちゃんと言うたったか？」

「それはみんな、一度は言ってますよ」

　そんな宏の言葉に、心外そうにテレスが断言する。

　それを受けてちらっと視線を向けると、ライムが小さく頷く。

「まあ、子供っちゅうんは好奇心で無茶するもんやし、目ぇ離した自分らも悪いねんしな。ライムも、今度からは黙ってうろうろせんように気ぃつけや」

「……うん」

　一応工房の主あるじらしく、綺き麗れいにまとめながら味見用のカナッペを配っていく宏。

　この話はもうこれで終わり、との主張が込められたそれを受け取り、不承不承ながらも、もう蒸し返すのはやめにするノーラ達。

　手伝うわ、と言ってからの短時間で作った割にはきちっとしたそれは、ぎすぎすしていた空気を緩和するのにかなりの効果を見せる。

「あ、そういえば……」
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「なんや？」

「あのね、親方。アランウェンのおじちゃんから伝言」

「アランウェン様から？」

「うん。『イグレオスにあったら、れきしについて質問するが吉』だって」

「……なんか、また厄介な話が出てきたで……」

　ライムが持って帰ってきた伝言により、日本人達の間に微妙な緊張が走る。

　どうやら、イグレオス神殿とは何が何でも縁をつなぐ必要があるらしい。

　ダールに向かう理由が、確固たるものになったのを感じる宏達であった。








エルフの森編　こぼれ話　ある日のライム






　これは、宏ひろし達一行が、ようやくオルテム村にたどり着いた頃合いの話である。

「ライム！　材料採りに行くよ!!」

「はーい！」

　早朝、早春の遅めの日の出をようやく拝んだぐらいの時間帯。

　ファムは支度を終えたばかりの妹に声をかけていた。

　工房で保護されるより二カ月前ぐらいに五歳になったライムだが、子供だからといって遊んでばかりというわけではない。

　難しい調合や製作関係はさすがに体力的にも体の成熟度的にも触らせてもらえないが、その分、計量や採取などの比較的単純な作業はたくさんこなしている。

　言うまでもない事だが、ファムやライムのように年齢一桁けたの子供が仕事をしている事は、この世界では珍しくない。

　子供が遊んでいられるのは豪商か貴族の家ぐらいなもので、オルテム村のエルフですら、五歳にもなれば子守や遊びも兼ねて農作業の手伝いをするのは当たり前だったりする。

　現代日本人の感覚では小さな子供を働かせるのはひどい話だが、実際には地球上を見渡せばそれほど珍しい話ではない。そもそも日本ですら、年齢一桁の子供が仕事の手伝いもせずに生活できるようになってから、まだそれほど長い年月が経っていないのである。

「ファム、ライム。ついでに市場でスパイスを買ってくるのです」

「うん！」

「分かってるって」

「大丈夫だとは思うけど、気をつけてね」

　出発前にいつものやり取りを済ませ、元気よく東門に歩いていく二人。ライムが時折寂しさに泣いている事はあるが、最近では日中は基本的に宏達が出ていく前と変わらなくなっている。

「ファムちゃん、ライムちゃん、おはよう！」

「おはよう、ルミナ」

「おはよー！」

　いつものように採取組にいるメリザの娘・ルミナに朝の挨拶を返し、冒険者達に混ざって子供の足で歩いて一時間ぐらいの採取ポイントへ移動する。

「おねーちゃん、ルミナちゃん、こっち！」

「あ、ちょっと、ライム！」

「一人で先に行っちゃ駄目だよ！」

　年上二人にたしなめられるもまったく聞かず、一番よさげなポイントをさっさと陣取るライム。

　その様子を見て、外れを引いたらしいと肩を落とす他の採取組。

　暗黙の了解で、一カ所で採取するのは一つのグループとその護衛だと決まっている。

　別段破ったところで罰則はないのだが、初めての人間が知らずに破ったならともかく、意図的に無視するような連中は関係者から社会的な制裁を受ける。

　それゆえ、余程の愚か者でもなければ、こういう暗黙のルールを破るような真似はしない。

「うわ、早生なりのティムベリーがこんなに……」

「我が妹ながら、毎度こういうのをよく見つけるよね……」

　呆あきれと感心の入り混じった年上二人のコメントに、ドヤ顔でえっへんと言う感じで胸を張るライム。彼女はこういった近場で採れるレア素材の類たぐいをよく見つけるのだ。

　因ちなみに、ティムベリーは基本的に初夏から夏にかけて熟する多年草の果物で、ベリーの名前のとおりイチゴと同系統の果実である。

　普通なら三月半ばというこの時期に実をつける事はないのだが、どういうわけかごくまれに春まだ浅い時期に実をつける事がある。

　こういった季節外れのティムベリーは強い魔力を持ち、薬の材料として珍重されるほか、エンチャントの触媒や錬金術系の少々レベルの高いアイテムの素材としても使える。

「まあ、せっかく見つけたんだし、採れるだけ採っちゃおう」

　引くほど大量に生っているティムベリーをせっせと摘み取り、籠かごを満載にしては鞄かばんに移して工房に送る面々。

　引き続きファムとルミナが集中してティムベリーを集めていると、ライムはいつの間にか木の上に登り、質のいいドルクの葉をこれでもかというほど回収している。

　ドルクの葉は枝から落ちる寸前のものが一番品質がよく、必然的に一度の採取ではそれほどの量は採れない。そんな一番いいところを、枝から枝へ飛び移りながらどんどんと集めていくライム。

　工房での食事が効いてか、五歳児とは思えない身体能力である。

「ライム！　危ないからそういう真似するな！」

「はーい！」

　ファムに叱しかられたライムは、素直に木の上から下りてくる。

　年相応にやんちゃだが、聞き分け自体はものすごく良かったりする。

「おねーちゃん、ここ！」

「こりゃまた立派なアスリンが……」

「根っこ掘り出すの、大仕事だよね～」

　ライムが指さした先には、普通のものより倍近い大きさの株のアスリンが、可か憐れんな白い花をつけていた。

　これまた言うまでもなく、株が大きいほど根っこも太くて素材としての品質も良くなる。

　ファム達の力量なら、運を味方につければワンランク上の薬を作れるレベルの材料だ。

　その他にも七級と八級、どちらのポーションにも使えるちょっとレアな素材をあれこれ回収し、この日の素材調達を終える。

　採取能力全体で言えば今日は参加していないテレスが断トツでトップだが、レアものの発見率は僅きん差さでライムが上回る。

　この日もそんなライムの特技が炸さく裂れつし、予定よりもいい材料がたくさん手に入ったアズマ工房であった。




　　　　☆




「ファムちゃーん、ライムちゃーん、遊ぼー！」

　昼食も終わってややアンニュイな時間帯。

　ちょうど昼寝から目を覚ましたライムを、誰かがそんな風に呼んでいた。

「ファム、ライム、行ってくるのです」

「いい？」

「今日のノルマは終わってるんだし、友達と遊ぶのも大事よ？」

「了解。ライム、行こ」

「うん！」

　姉達の許可を貰もらい、誘ってくれた友達のところに軽やかな足取りで下りていくファムとライム。

　そんな子供達を和んだ感じの視線で見守る年長者達。

　片親でスラム出身という悪条件のわりに、二人とも今現在は実に健やかに育っている。

　二人とも勉強も仕事も一生懸命頑張っているため、ややもすると勉強嫌いの貴族の三男坊あたりよりも学識豊かな可能性すらある。

「ごめん、待った？」

「大丈夫」

　ルミナをはじめとした幾人かの子供達に頭を下げると、まったく気にしていない様子でにこにこと上機嫌に答えを返してくれる。全員この一帯の子供達で、男女比はやや女子の方が優勢といったところか。

　彼女達も、現在工房の主戦力であるファムが必ずしも手が空いていない事を理解しているので、断られたところで気を悪くする事はない。そもそもみんな家の手伝いがあるため、このグループ全員が揃そろう事自体が結構まれだったりする。

「で、何して遊ぶ？　鬼ごっこ？　かくれんぼ？」

「ポメ栽培もできるよ～」

　笑顔で漢字交じりの物騒な遊びを提示するライムをスルーして、とりあえず工房主直伝のだるまさんが転んだで意見が一致する一同。

　因みにポメ栽培とは、温泉水を利用してヘタと胴体からポメを倍々ゲームで増やすというスリリングな遊びである。言うなれば、爆竹遊びと大差ない。

　もちろん、増やしたポメはあとでスタッフが美お味いしくいただく事になる。

「じゃあ、最初はファムちゃんが鬼で」

「りょーかい」

　ざっと最初の取り決めをしてゲームを始める。

　当然と言えば当然だが、実のところだるまが何か、この場にいる子供達は誰一人知らない。

　そんなゲームであるから、彼の工房主は関西人らしく、最初はこのゲームを『坊さんが屁へをこいた』で教えようとしていたが、真ま琴ことと達たつ也やの突っ込みにより未然に防がれるという、どうでもいい余談があったりする。

「だるまさんが転んだ！」

「っ！」

「ケイン、アウト！」

「ちぇっ」

　ファムのフェイントに引っかかった男の子が、悔しそうにアウトコーナーに移動する。

「おねーちゃん、タッチ！」

「うへえ。またライムにやられた」

「えっへん」

　地味に知恵が回るライムにタッチされ、全滅させられずに終わるファム。

　結局のところ姉妹対決の勝率は五分と五分。もっとも、

「ライムちゃん、タッチ」

「やられちゃったー」

　所しょ詮せんは子供の浅知恵なので、他の子供達相手でもそこまで優位と言える勝率でもないライムであった。




　　　　☆




「えっと、誰もいないかな？」

　もうそろそろ夜中という時間帯。きょときょとと誰も見ていない事を確認したライムは、こそこそと中庭へ出ていく。

「こんばんはー」

　まるで寝起きドッキリのように小声で何かに声をかけると、その近辺が至近距離でないと分からない程度にぼんやり光る。よく見ると、光の中央に小さな双葉が出ている。

「肥料、もってきたよ～」

　ライムの言葉に反応して、再び光る地面。

　その地面の言葉を解読し、指定どおりに肥料をまいていくライム。宏謹製、生命の海（巨大芋虫のさなぎからとれた体液）を使った究極の肥料が、惜しげもなく地面に振る舞われる。使う当てのない残り物とはいえ、なかなかに大胆な行動だ。

　ライムが何をしているのか。それ自体は、大した話ではない。

　かつて悪戯いたずらして腐らせたソルマイセンをこっそりここに埋めたところ、見事に発芽してしまったために内緒で世話をしているのだ。

　普段はそういう種類の悪戯は絶対しないライムだが、どういうわけかその日は皿に盛られたソルマイセンにものすごく好奇心がそそられ、いけないと分かっていながらつい指先でつついてしまったのである。

　その結果、見事に腐り始めたソルマイセンに大慌てし、パニックを起こしたままごく自然に中庭の割と日あたりのいい一角に埋めてしまったのだ。

　やってしまってから自分がやらかした事に気がつき後悔し、懺ざん悔げしようとしたものの、きっかけをつかめず、そのままずるずると後ろに伸ばしているうちに宏達が旅に出てしまい、結局証拠を隠滅してしまった形になったのである。

　もっとも実のところ、ソルマイセンを置き去りにしていた宏はライムがやらかした事を知っていたが、本人が反省し後悔している事も知っているため、あえて突っ込みを入れない事にしたのだ。

「お水、こんなかんじ？」

　ゾウさんのじょうろ（宏作）でちょろちょろと水をやると、嬉うれしそうに地面が光る。五分ほどでもういいよという感じに地面が光り、水やりも終わる。

「じゃあ、また明日もお水もってくるからね」

　ライムの言葉に再び嬉しそうに地面を光らせると、あとはそのまま沈黙を保つソルマイセン。

　実のところ、誰も手を出していないだけで、ライムが中庭でこっそり何かを育てている事はみんな知っている。別に悪い事をしているわけでもないので、内緒で育てたいのであれば内緒で育てさせようという事で意見が一致し、大人達みんなでこっそり見守っているのである。

「うにゅう、眠い……」

　深夜というほど遅くはないものの、五歳児としてはかなり夜更かしに入る時間。

　さすがに眠気に勝てなくなり、できるだけ足音を立てずに戻った自室ですぐにぐっすり寝入る。

　それが、大体普段と変わらないライムのある日であった。
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エルフの森編　こぼれ話　昭和の味






「わ、大きなイチゴ！」

「いい出来だべ」

　神殿に向かうべく、宏ひろしが急ピッチでマンイーター対策を進めていたある日。オルテム村では、イチゴが収穫時期を迎えていた。

「今年は特に出来がいいだよ」

「でも、イチゴってこの時期だっけ？」

「この品種は、三月に採れるだ」

　一緒に収穫していたエルフの言葉に納得し、せっせとイチゴを摘み取っていく春はる菜な。摘み取りながらも、見事な赤の大振りなイチゴを見ると、どうしても味が気になってしょうがない。

「食べてみるだか？」

「いいの？」

「摘み取ってすぐ食うのが、一番うめえべ」

　というエルフの勧めに従い、よく土を落としてかぶりつく。

　日本で出回っている品種に比べると随分味全体が控えめだが、それでもみずみずしい甘さと程よい酸味がバランスよく口の中に広がっていく。

　言うなれば、近年のかなり徹底的に品種改良されたものではなく、昭和の頃のこれから急激に発展していく頃のイチゴ、というところだろうか。

「美お味いしい！」

「そいつはよかっただ」

　さらに二つ三つ食べて味を確認すると、摘み取り作業に戻りながらそのまま食べる以外の使い道を頭の中で模索する。

　聞いた感じ、村人全員どころか近隣の三種族にも行きわたらせてお釣りがくるぐらいの量を収穫できるようだが、それをただ何の工夫もなく食べるだけ、というのもなんとなく勿もっ体たいない気がする。

　とりあえずは練乳をかけるのが基本だろう。

　凍らせて食べるのもいい。

　ケーキなどに飾ると見た目が華やぐ。

　小豆があればイチゴ大福を作れるのだが、白しろ餡あんとの相性はどうだろうか。

　いろんな食べ方が頭をよぎる。日本のものと違って甘さが控えめなので、いろいろと味付けに工夫をしなければならないだろうが、それはそれで腕の見せどころだ。

　そんな事を考えながら、手際よくイチゴを収穫していき、半日後。

「いろいろと助かっただよ」

　春菜一人分の人手により、予定より早く収穫作業が終わる。

「邪魔になってないなら、よかったよ」

「これ、持っていくだ」

　そう言って、イチゴを山盛りに持ったざるを二つ、春菜に押し付けるエルフ。

「えっ？　こんなに？」

「んだ。今年は特に豊作だでな。他の種族に配ってもかなり余るだよ」

「でも……」

「何なら、こいつのうめえ食いかたさ教えてけれ」

　交換条件に出された言葉で、それならいいかと受け入れる春菜。

　調理方法の伝授による食生活の向上は、春菜的にも大歓迎である。

「じゃあ、ちょっといろいろ試してみるよ」

「足りねえなら言ってけれ。まだまだいくらでもあるだでな」

「はーい」

　エルフ達の期待のまなざしを受け、寝泊まりしている家へ戻る。

　時間的に、まだ宏はマンイーター対策の開発に熱中している頃合いだろう。

　ならば、彼が一度手を止める夕飯時までに、何か一品それっぽいものをでっち上げる、が目標だ。

「さて、何からいこうかな？」

　なんだかんだで料理が好きな春菜。

　新鮮なイチゴを手に、ウキウキしながら思いつくレシピをあれこれ脳内検索するのであった。




　　　　☆




「ん～……」

　どうにもしっくりこない。そんな表情で簡単にできるイチゴのお菓子に視線を落とす。

　といっても、作ったのはイチゴの練乳がけにシャーベット、カップケーキにクレープぐらいで、どれも試食用のショートポーションである。

「こう、何かありきたりというか、面白みがないというか……」

　どれもまずいわけではない。恐らくシンプルイズベストなエルフの村では、今まで作られた事のないタイプのお菓子ばかりだろう。

　だが、それだけだ。

　なんというか、春菜の中ではこれじゃない感がぬぐえない。

　他に何かないか、必死になって頭をひねりながら、とりあえずジャムを煮込む準備をする。

　作業をしているうちに、ふと思考の片隅に浮かび上がったのがジャムパン。

　正確には、その中に入っているジャム。

　もっと細かく指定するなら、非常に安いジャムパンのチープな、ゼラチンで固めてあるようなジャムである。

「昔どこかで、ゼラチンが入った安いジャムを使ったお菓子の話を聞いたような……」

　そこまでキーワードが揃そろえば、かなり高速でかつ凄まじい精度で記憶がよみがえってくるのが藤とう堂どう春はる菜なだ。今回も速やかに思い出したい事を思い出す。

「そうだ！　お爺じいちゃんの子供の頃の話だ！」

　そこからするすると思い出した、父方の祖父から聞いた昭和の頃によく見かけたおやつの話。

　イチゴの味自体がどちらかというと昔の品種に近いのであれば、それを再現すればしっくりくるのではないか？

「よし、試してみよう！」

　そうと決まれば早速実験。

　まず必要になるのは、ゼラチンの入ったチープなイチゴジャムとバタークリーム。カップケーキを作った時のタネを使って、ついでに薄く平べったい長方形のカステラも焼いておく。

「ジャムはこんなもんかな？」

　いい感じにチープで、そのくせ妙に癖になるジャムを作り上げ、冷やしてやや固めに仕上げる。

　ジャムの完成と同時に焼き上がったカステラをオーブンから取り出して冷まし、その間にバタークリームを仕上げる。仕上がったバタークリームをいい具合に冷めたカステラの表面に薄く塗って伸ばし、さらにその上にジャムを重ねてこれまた薄く伸ばす。

「これを巻けば完成かな？」

　そうやって作り上げたのは、スーパーなどではいつの間にやら生クリームがたっぷりのロールケーキに駆く逐ちくされ、見かける機会が激減した昔懐かしのジャムロールであった。

「さて、どんな感じかな？」

　昔は一切れを個包装で売っている事が多かったそれを、やや薄めに切ってかじってみる。

　生クリームたっぷりのちょっと高級な味わいに慣れた舌にはチープに感じるものの、妙に癖になる味わいである。

「お爺ちゃんが子供の頃に食べてたのって、こんな味だったのかな？」

　食べた事がないものなので、判断に困る春菜。

　多分、彼女の祖父ももはや味がぼやけていて、これを食べさせたところで正しい味かどうか判断するのは難しいだろう。

　何にしても、食べた事などないと断言できる割に妙に懐かしい味わいになんとなく満足した春菜は、折角だから晩ご飯も昭和の味で攻める事にしたのであった。




　　　　☆




「こらまた、漫画的な天丼だな」

「考えてみれば、エビ天が二匹だけのってる天丼って、意外と食べる機会ないわよね」

「基本、飲食店の天丼って、天ぷら定食の天ぷら全部盛っとるからなあ」

「地味に、こういう天丼って憧あこがれ」

　春菜に出された、大きなエビ天だけがのったシンプルな天丼を前にして、そんな感想を言い合う一同。

　かつてエビが高級食材だった頃の天丼。

　養殖が盛んになった事に加えて、円の価値が上がって安くエビが仕入れられるようになり一気に身近になった。それに伴いどこかの飲食店が天ぷらの種類と量を増やした事から、いつの間にかやたらとにぎやかな天丼が主流になったのである。

「というわけで、昭和の味を再現してみました」

「なるほど。そういえば、そのエビフライは何だ？」

「ちょっと衣が余ったから、いろいろ小細工して遊んでみたの。これ作っても余ったから、ドーナツもどきも作ったんだ。形は輪っかじゃないけど」

「なんか、非常に嫌な予感がするんだが……」

　そう言いながら、エビフライをかじってみる達たつ也や。

　カラッと揚がった衣をサクッという音と同時に噛かみ破ると、中身は空洞。

「なんだこりゃ？」

「いわゆるエビのしっぽフライ。その空洞を再現するの、ものすごく苦労したよ」

「余計なところで手の込んだ真似して遊んでるわねえ……」

「っちゅうか、昔のエビのしっぽフライ、聞いた話からするとこんなにサクッとした衣やなくて、もっとふかっとかふにゃっとかそういう感じやったんやない？」

「あ、そうかも」

　次回はそこも踏まえて頑張ってみるよ、などと真顔で言う春菜に、処置なしという感じで肩をすくめて首を左右に振る真ま琴こと。

　元からこういう性格だったのか、宏との同居生活で感染したのか、春菜もネタに走る時は徹底的に走る傾向がある。

　もっとも、素でやっている事も多々あるから、宏同様元からボケ気質なのだろうが。

「で、春はる姉ねえ。胴体はどこに？」

「鍋の具にしようと思って、分けて保存してる」

「鍋に入れるんだったら、頭としっぽも一緒にあったほうがよくない？」

「茹ゆでてから殻をむくの、面倒かと思って完全にばらしたよ」

　鍋や仕出しの幕の内などに入っているエビについて、大多数の人が思っているであろう事をしれっと言ってのける春菜。エビやカニのような食材は、殻の処理が常に問題になってくる。

「あ、そうそう。昭和の味として、ジャムロールって言うのかな？　あれも作ってあるから」

　地味に食べた事がないものを言われて、首をかしげながらも食事を済ます一同。

　エビ天だけの天丼というやつは、小細工が効かないだけに腕と素材がダイレクトにものを言うが、そこら辺はやはり春菜の作る料理。天丼にありがちな食べているうちに油が米と天ぷら両方に回り切って、などという問題も起こらず、シンプルだからこその味わいを最後まで保ちきる。

「なんか、こういうチープな味わいって、妙に癒いやされる時があるわよねえ」

「まあ、一回で何切れも欲しいっちゅう感じでもあらへんけど」

「春姉、グッジョブ」

「この安っぽさがたまらないな」

　なんだかんだと大好評のジャムロール。

　もっとも、この日作ったもので一番評判がよかったのは、衣のタネの余りを使ったドーナツもどきだったのは、ここだけの話である。








エルフの森編　こぼれ話　再会






「親方達、今頃何やってるのかなあ……」

　あと何日もすれば、宏ひろし達がエルフの森へ出発してから一カ月経つというある日。

　今日も今日とて、ファム達の休憩時の話題は宏達が今何をしているかであった。

　ただし、この日はいつもとちょっと話の進み方が違う。

　というのも、

「さすがに不在に慣れたとはいえ、そろそろ直接顔を見たくなってきたよね」

「最近、ライムがまた寂しがり始めたのです」

「ノーラだって寂しがってるくせに」

「ファムにだけは言われたくないのです」

　毎日話題に出していたからか、そろそろ不在が寂しくなってきたのだ。

　こういうケースでは普通、不在に慣れて存在を忘れたり居ないほうがありがたくなったりしがちなものなのだが、良くも悪くも印象が強い宏達。

　不在による影響が大小様々な形で噴出している事もあり、いないほうがありがたいなどとは間違っても思えない。

　事あるごとにふと、その不在を強く意識する事もあって、時間が経っていない事に慣れたからこそ、そろそろ寂しさに耐えられなくなってきていたのだ。

　休憩時間は基本、和室でコタツに入って駄だ弁べっている彼女達だが、そろそろ昼間は火を入れてると暑くなってきた事も、時間の流れを感じさせて地味に寂しさを煽あおる。

　もうじき火を入れないどころか、布団を撤去してただのテーブルにしなければいけなくなりそうなのもどことなく寂しい。

「……そろそろ、帰ってきてくれないかな」

「……もうじき一カ月になるというのに、今頃こんなに寂しくなるとは思わなかったのです」

「あ、今度は強がらないのね、とか言えないぐらい私も寂しいのが、長生きしてるのにちょっと情けないかも……」

「母さんも、なんとなく寂しそうなんだよね」

　出発直後に「忘れられてたりすぐにけろっとしてたらショックだ」などと話していた宏と達たつ也やだが、現実にはむしろ、不在のダメージが本人想定の何倍も大きかったようだ。

「おねーちゃん、おねーちゃん!!」

　なんとなく、宏達の不在に会話が途絶えたところで、昼寝から起きたライムが和室に駆け込んでくる。

「どうしたのよ、ライム」

「おねーちゃん、聞いて！」

　妙に興奮してるライムに、しんみりした空気が完全に消え去る。

「あのね！　あのね！」

「とりあえずライム、落ち着くのです」

　何か言いたい事があるのは分かるのだが、興奮してて言葉が出ないライム。

　その様子に苦笑しながら、なだめるように声をかけるノーラ。

　埒らちが明かないと見て、とりあえず落ち着かせるためにお茶とおやつを用意するテレス。

　実の姉であるファムは、ライムがこれ以上興奮しないように、コタツで待機中である。

「それで、どうしたの？」

　出されたお茶を飲み、おやつのバウムクーヘンを食べてライムがちょっと落ち着いたところで、ファムが姉としてライムの話を聞きだそうとする。

　ファムに話を振られたライムが、おやつに気をとられてて忘れかけていた話題を思い出し、再び興奮した様子で叫ぶ。

「そーだった！　親方かえってくるかも！」

　ライムのその爆弾発言に、全員の動きが止まる。

　直前まで話題にしていた相手についての、それもあまりに突拍子のない発言に、一瞬頭がついていかなかったのだ。

「……ライム、それ誰から聞いたの？」

「さっきおひるねの時に、ゆめで見たの！」

「……夢か」

　期待させられて落とされたからか、ファムの声が少し冷たくなる。

　テレスとノーラも、どことなくがっくりした様子を見せる。

　いくらなんでも、子供が見た夢をそのまま真に受けるのは、同じく子供カテゴリーに入るファムでも無理だ。

「ゆめのとおりだと、もうちょっとしたら戻ってくるの！」

「ライム、夢は夢なんだよ？」

　しきりにそんな主張を繰り返す妹に、ちょっと冷たいかもと思いながら現実を教えようとするファム。正夢というものもあるが、眠っているときに見る夢などそうそう現実にはならない。

　子供とはいえ、ライムもこの工房の一員なのだから、そのあたりはちゃんと認識してもらわなければいけない。

　そんな子供らしくない考えの下に話を進めようとしたところで、和室に誰かが入ってくる。

「おう、レラさん以外はここに揃そろっとったか」

　その声に、ライム以外の全員が再び固まる。

　そんな姉達の様子にまったく頓とん着ちゃくせず、この一カ月、夢に見るほど会いたかった相手に飛びつくライム。

「親方、おかえり～!!」

「おう、ただいま」

「さみしかったの！　会いたかったの！」

　嬉うれし泣きをしながら、宏にしがみついて頭を擦こすり付けるライム。

　そんな末っ子の頭をぽんぽんと軽く叩たたきながら、他のメンバーの様子を確認する宏。

「なんや、えらい固まっとるけど、戻ってきたんは何ぞまずかったか？」

　宏のその言葉に、再起動したファム達が大慌てで首を左右に振る。

　その表情は、どこか嬉しそうだ。

「親方、お帰りなさい！」

「やっと帰ってきてくれたのです！」

「遅いよ、親方！　いろいろ大変だったんだよ!?」

　ようやく宏が帰ってきた事を実感した職員達は、心の底から全身全霊で宏の帰還を喜ぶのであった。




　　　　☆




「なんや、普通にちゃんとやっていけとったんやん。大変やった、っちゅうから、何ぞデカいトラブルでもあったんかと思ったで」

「そりゃそんなに大きなトラブルはなかったけど、本当に大変だったんだからね」

「そらまあ、慣れん環境っちゅうんは大変やろうけど、僕らみたいに王宮がらみのトラブルに巻き込まれるとか、神殿行く最中にダンジョン突破する羽目になるとか、そこまでやないんやからええやん」

「親方達と一緒にされても困るのです」

　地下室で何かの作業をしながらそんな事を言い出す宏に、先ほどまでの大歓迎を忘れたかのようにジト目で突っ込みを入れるノーラ。

　普通、宏達ほどあれこれ妙なトラブルに巻き込まれる事などそうそうない。

　というか、あってはたまらない。

　それに、宏達と違ってファム達職員は戦闘能力的には一般人である。

　宏が言うようなトラブルに巻き込まれたら、そもそも命がない。

「ところで、親方。ダンジョンなんてどこにあったんですか？」

「アランウェン様の神殿行く途中にな、瘴しょう気きたまってダンジョンなった場所あってん。突破せんと神殿行かれへんかったから、必死になってクリアしたで」

　自分の故郷にダンジョンがあった、などという聞き捨てならない情報に真剣な表情を見せていたテレスだが、宏の回答に全力で呆あきれた様子を見せてしまう。

「それで初見のダンジョンを一発クリアするとか、職人のする事じゃないのです。世の冒険者に絶対喧けん嘩かを売っているのです」

「知らんがな」

　などと近況報告をしながら、どんどん作業を進めていく宏。

「まあ、なんにしても、忘れられてへんかってよかったわ。見送り終わったらあっさり平常運転とか、ショックどころの騒ぎやあらへんし」

「恩人の事をそんなに簡単に忘れるほど、ノーラ達は薄情じゃないのです」

「そうですよ。特にライムなんか泣かなくなるまでに大分かかったし、慣れた最近でも不意に思い出して泣き出すし、私達も釣られて寂しくなるしで大変だったんですから」

「そらありがたいような申しわけないような……」

「そう思うのなら、出ていく前よりしっかり、いろいろ教えてほしいのです」

　予想以上に慕われていた事実をよもやテレスとノーラから突きつけられるとは思わなかった宏が、少々照れくさそうに魔法陣の仕上げに入る。

　地面に魔法陣を描き終えたところで、そろそろころあいかと判断したファムが代表で作業内容を質問する事にする。

「親方、この魔法陣、何？」

「ああ、これは転移陣や。オルテム村とつなぐねん」

「へっ？」

　さくっとすごい事を言ってのけた宏に、絶句するファム達。

「親方、てんいじんってなに？」

　そのすごさが分からないライムだけが、平常運転で質問する。

「転移陣っちゅうのはな、離れた場所を一瞬でつなぐ魔法陣の事や」

「それってすごいの？」

「もうちょいしたらつなぐから、すごいかどうかはそれ体験してから判断すればええで」

「は～い」

　ライムにそんな、正しい事は正しいのだが正確とは言いがたい説明をし、最後の仕上げに入るためにオルテム村にいる春はる菜なと連絡を取る。

『テステス、マイクテス。聞こえとる？』

『テステス、聞こえますか？　こちらは感度良好』

『こっちも感度良好。こっちは接続準備できたけど、やってもうてかまへんかな？』

『ちょっと待って、今確認をとるよ』

　春菜の回答を受け、返事が戻ってくるのを待つ。その様子を固唾かたずを呑のんで見守るファム達。通信機で会話しているために春菜の声は聞こえていないが、宏の言葉は聞こえているため、ある程度状況は把握できてしまうのだ。

『接続していいって』

『了解。今から接続するから、念のためにちょっと離れとって』

『は～い』

「っちゅうわけで今からつなぐから、自分らもちょっと離れとき」

　宏の指示に従い、少々距離を置いてこの後起こる事を観察する面々。

　従業員一同が安全圏まで下がったのを確認して、魔力を通し始める宏。

　一分ほど最後の仕上げを行い、空中に文字らしい模様が浮かび上がったのを確認してから、振り返ってあっさり完了を告げる。

「とりあえず、接続は終わったで。ちょっとテストするから、終わったらついてき」

　いきなりそんな事を注げ、春菜に一言断ってから通信機をテレスに渡し、あっさり転移陣を起動する。まったく無警戒に転移陣を起動した宏に慌て、どうしようかと慌ているところで、通信機から宏の声が。

『ちゃんとつながっとるから、入って大丈夫やで』

　背後から真ま琴こと達の声が聞こえてきた事もあり、意を決して転移陣に入るテレスとノーラ。

　そして、

「うわあ、本当につながってる……」

「親方に関しては今更といえば今更なのですが、それでもいろいろどん引きなのです……」

　本当にちゃんと起動し、しかも春菜達が待っているところに普通に移動した事に、そんな失礼な感想を述べてしまう職員達。

　その後、感動的なんだかどうなんだか分からない再会シーンをテレスが演じている間にファムとライムも転移し……。

「親方～、あのおじいちゃん、お腹おっきい！」

「こら、ライム！」

　宏にぴとっとひっついたライムが小声で、子供だから辛かろうじて許される失礼なコメントを長老に言ってファムに叱しかられるのであった。
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